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本統 計 ハ1935年4月1日 ヨ リ、 翌36ご1{3月31

日マ デ満1ケ 年 間 二於 ケ ル内科 外 來患 者 二就 イ

テ ノモ ノデ アル。 患 者 子人 種 別 一 シテ、 中國 、

日本、及 其 他外 國 人 トス ・レ。 勿 論 日本 人 巾 一 ハ

少敷 ノ朝 鮮 人 テ含 ミ、 其 他 外 國 人 巾 一 ハ露、英 、

米、 印 度人 等 テ囑 セ シメ タ。

1.中 國 人1967

2.日 本人349

3.其 他 外國 人27

2及3ノ 日本人 及 其 他 外 國 人 ハ當 漢 口市 二滞 留

スル年 教 モー 般 二比 較 的 短 イ モ ノ ト思1唯 セ ラ

レ、 且 ツ生 活様 式 モ中國 人 ト異 リ、 一 般 二健 康

上不 利 ナ リ ト考 フ レバ、 直 チ ニ輔 地 λル カ或 ハ

蹄 國 スル ノデ、 是 等 ハ當 地 二於 ケル肺 稲核 患 者

統 計 ノ封 照 トスル ニハ、 根 採 勘 キ モ ノ ト思 ハ ル

ルガ故 二、 中國 人 ノミニ就 イテ ノ統 計 トスル。

但 シ、 中國 人 デ アツ テ モ入學 、 就 職 其他 ノ爲 メ

ノ健 康診 断 ノ希 望者 等 ハ患 者 ト シテ取扱 ハ ズ。

第1

太 耶,

依 ツ テ本 統 計 一 ハ記載 セ ズ。 尚診 断 ノ不 確 定 ノ

モ へ 年 齢 ノ不 明!モ ノ等 、正 曜 ラ期 シ難 キ モ ノ

ハ縦 令 、 肺 結 核 ノ疑 アル モ肺 結 核 患 者 トシテ算

入 セ ズ。 從 ツテ此慮 二掲 ゲ タル肺 結 核 患押 トハ

患 者 中 ノ比較 的重 症 患 者 が1{ナ ル モ ノ ヂ アル。

一一般 患者 徳 傲1967

内 全 呼 吸 器 患 者 撒925

肺 結 核 患 者撒402

全 呼 吸 器 患 者 撒 二就 イ テハ 省略7・。 一 般 患 春鵜1

数 及 肺 結 核 患 者 敷 テ各 月、 年 齢 、 男 女 別 ニ ス レ

バ第1表 トナ ル。 但 シ 年 齢 別 ハ20歳 以 下 テ,一

劃 ト シ、21歳 以 」=50歳 マ デハ 各5歳 宛 ラー 剣

ト シ、 爾51歳 ヨ リ60歳 マ デ ノ10年 間 ラー一一1$1、

及61歳 以1:テ ・剖 卜9分 スル。 即 チ四 月 二於

ケルー 般 患 者撒 ハ男153、 女80、 計233、Nl肺

結 核 患 者 数 ハ男37、 女20、 計57。 年 齢 別 ノ例

ト シテ、20歳 以 ド ノ男22、 女10、 計32。 内肺

結 核 患 者 撒 ハ男6、 女3、 計9。 以 下 略 。
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9

148131
一 ,一 一 一 一 } 一 ,一 一- }i一 口 7

'置 曹 一 一 一 ワ
}

一 　 一 一
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一

一
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一引 一・
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曜
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一
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,

2 0 0 」 0
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・1
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,,1
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51-60
男 り 0

一
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,一 ・
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酔

1躰

1171 i1 06 3 5 」罎
一

〇 7 三
,一

9
一 2 , .-q811・1

　■

1-i璽15

女 一1
0 6 石 3 120 1

一[-

03 .;210 0 ℃
,曹

L3 0 4 1 3 σ511,
一 ト1-1

404
一 一 帥 一 一 一 一

男 至到 4 1 51130 2 o多 0 1112 111 0 3 13 0141ド 356
61以 上

女 1 Ol1
'b

セlo1「i
一

1 oj311 21b
'恥l

o
一

〇 石
一 一

〇.0

一bhi

ol! 14臨2
▲

→一, . 一 曹4一

男 計 1聞 37 169 56 121 1三,'ll6 22138 29 124 32 90 16 訊 】31しo 10177 15 77 12 1〔ρ
123・

一 一一 一 一 1一層　 一『 一 一 } { 一 『 一 一 一 一 一 一
}

曽一 一 一 一 一 一 一噌 ㎜

女 計 80 20 83 14 82 14 45 675 8 6】 7 64 11 36 519 251 7 37 6 51 7
,『

男女令計
一 一

252廓o
一

2e3焉弼
一 一

お213 冨
一 　

臨3叩54

一

脅そ7穐「兎
一 一

12ili遡鹿
一

114兎
一

1駆

一

3q

以 上 ニ ヨ リ、1)外 來 ノ男 子 肺 結 核 患 者 数 ハ女 子

肺 結核 患 者敷 ヨ リモ 多 シ。2)男 ハ21-25歳 間、

女 ハ26-30歳 間 ノ 肺 結核 患者 撒 最 多 ニ シテ、

第2炎

A

叙 四 月 五 月 六月 七 月 八 月 ノし均 十月 十一月 十二月 一 月 二 捕 二 凋
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B

共 二年 齢 ノ増 加 二 從 ヒ漸 減 ノ傾 向 ラ有 ス。3)肺

結 核 患 者 敷 ハ三 月 ヨ リ漸 壇 シ、五 月 →最 高 ト シ,

次 デ漸次 減 少 スル。

各 月、 年 齢 、 男 女 別 二 依 リー 般 患

者 藪 ト肺 結 核 患 者 教 トノ比 テ 求 ム

ル タ メ、 前 者 テ分母 トシ、 後 者 テ

分 子 ト シテ商 テ得 、 之 ラ1000倍 シ

タモ ノ テ第2表 トナ ス。 是 ラ 「ク'

ラ フ」二描 ケ バ、 第2表A及B二

示 ス通 リデ アル 。

依 是 観 之、 肺 結 核 患 者 ノ割 合 ハ、

三 月 ヨ リ漸 増 シテ、 五 月 テ 最 高 ト

シ、 漸 次 減 少、 十 一 月 二再 ピ多 少

ノ檜 加 テ見 ル モ、 一卜二 月及 一 月 テ

最 低 トスル。 男 女 別 ヨ リ各 割 合 テ

見 レバ、 男 ハ五 月 ラ最 高 トシ、 二

月 デ最 低 トスル。 女 ハ 四 月 ラ最 高

トシ、 十 二 月 ラ最 低 トスル。 即 以

上 テ糖括 シテ、 外 來 ノ肺結 核 患 者

ハ四、 五 月 ノ候 二最 モ 多 ク
、 十 二

月 ヨ リニ 月 マ デ ガ最 モ少 イ。

年 齢 別 ヨ リ各割 合 テ見 レパ、 男 女

共 二21-25歳 間 ラ 最 高 ト シ、略 く

年 齢 ノ増 加 二從 ツ テ 漸 次 減 少 ス ル

傾 向 ラ有 ス。即 チ21-25歳 間 ガ最

高 ノ罹 患 率 ラ 有 スル モ ノナ ル コ ト

●
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テ推 測 スル ニ難 クハナ ィ℃

以 上1967名 ノー般 患 者穂 数 中 「レ ン トゲ}」 透

視 診 断?受 ケ シモ ・457、 内肺 結 核 ノ診断 テ下

サ レ シ者 ハ、 男246、 女89.計335。 之 子胸 部

ノ暗 影 テ有 ス ・レ部 分 ニ ヨ リ年 齢 別 二記 載 人レ バ

第3

第3表 トナル。 但 シ1胸部 ノー一側 ヲ5=下 ノ2ms-一

大 別 シ、 尚 是等 ノ組 合 セ デ作 リ、 月.ツ肺 門部 グ

ケ ラ別 トシテ18部 トナ7・。 例 ヘ バ20歳 以 下 ノ

リト シテli上 部 轟暗 影 テ有 ヘルt/8、 女 ハ3、

等 ノ如 ケ示 人。
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3

1

3

0
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3

1
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1
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男 14 11 ご≧
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⊥

1

2

トす

ユ
⊥
⊥
0
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ユ
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0
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右 上部 二嗜 影 テ有 ス ル モ ノ最 モ多 ク シテ84、 次

'・右 左 上部 ノ8Q、 第 三 ハ 左 上部 ノ58ノ 順 トナ

第4表
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1

＼ 性別1

㌔＼1 男 女 計
「

一皿 一 一,-

38

'合 計

,　 醒 一 一

三
五

内(
男女

一

瓶
二二三
)

20以下i 33

49

i

5

1

21-25t 11 i60

26-30 29 12 41

31-35 20 7 27

36-40 2519 34

41_菊1115
1

16
'
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46-50[ 812
聰
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稿 司 4 2 16
i

61以 上i3
-_一_一 一

0一 13

言十1182153 1235
[

畢

ル。 年 齢 別 ヨ リ見 レバ 男 女 共 二21-25歳 間最

多 ニ シテ、26-30歳 間 ガ 略{之 二 次 グft20歳

以 下 ノ女 ノ比 較 的 少 キハ、 「レ ン トゲ ン」透 覗 患

者 ノ紗 キ爲 メ ニ依 ル モ ノニ シテ患 者 實 鍬 ガ少 キ

モ ノ トハ思 ハ レズ。

次 二402名 ノ肺 結 核 患 者 中、 喀 血 ノ既往 症 テ有

スル者 ハ235、 内男182、 女53ニ シテ、 是 テ年

齢 別 一 ス レバ第4表 テ得。

男 ハ21-25歳 間 二於 ケル者 ガ 最 モ 多 ク、 年 齢

ノ檜 加1・共 二減 少 ノ傾 向 テ 有 ス。 女 ハ26-30

歳 間 ノモ ノ最 多 ニ シテ、 是亦 年 齢 ノ檜 加 ト共 二

減 少 ノ傾 向 テ有 ス。

喀 血 既 往 症 テ有 スル者 ノ肺結 核 患 者糸愚数 二封 ス

ル割 合 へ58・4%ニ シテ、男 女 別 ニ シテ見 レバ、
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男61・7yゴ 、 女49.5%ト ナ ル 。 即 チ 男 婦 些一一大 約 牛 敷 ハ 喀1(ILノ 厩 往 症 テ有7.。

「

総 括

1・ 同 仁 ←r漢ll欝 院 内 科 ∴ 於i-1935年4月1

日 ヨ リ1936年31131日 ∵ デ ∴取 扱 ヒ;・ し中 國
ら

人 外 來 肺 結 核 患 者 男295Jx女107人,ll402人 ∴

就 テノ統 計 ラ報itゴ7・。

2・ 」男B市糸占核 ゴ息者 壁ヒハ女 ノソ レ ヨ リt多'i。

3・ 年 齢 別 権 患 率 ハ 男 女共 ・-21-25歳 間 チ最

高 トシ、 年齢 ノ壇 加 ト共 二減 少 λ。

4.月 別罹 患 寧 ハr月 ヨ リ漸 坤ケシ、 五 月 チ最 高

'

4

ト ノ、o一ク(デ乞駈dこ11レPノ哲頃lf8」う吟イ∫ノ)"。

5.「 レ ・ ト ゲ ン」透 覗 一 ヨ レ ・`右 胸i1、Uts二 暗 影

ラ有 ヘル 者 最 ℃ 多 シ。

6.羅 患 者 ノ人 約't・,・Mハ喀1血 ノ艇 往 症 テ有 λ。

欄 筆 轟臨 こ、 院 長 武111博 上 、 拉 ∴御 嫁 関 ラ賜 リ

シ、 東 京rl∫療 養 所 寺 尾 博1:二ll苧 ニ デ深 甚 ノ謝 意

ラ 表 ろ。
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` 結 核 寡 門 雑 誌

ZeitschriftfOrTuberkuloseBd.74H.4.1936

肺 ノ レ ン トゲ ン 透 覗 ガ 如 何 程 マ デ 役 二 立 ツ カ

トイ7寧 二 就 テ ノ再 吟 味

τ二Schaare:NVeiter(・Untersuchu叫;elllib{・rdieL(・i・

stungsfshigkeitderRUntgendurchleuchtungender

Lungen.

肺 ヲ レ}ト ゲ ニ學 的 二 楡 査 ユ ル 場 合 二 経 濟 的 關 係 ヨ
ら リ

リ透 覗/ミ デ我慢 セ ネバ ナ ラ ヌ事 が ア ル。 ソ ノ時 二何

度 モ槍査 ス ・レ事 ノ出 來 ル場 含 ハ 調 節 ス ル 事 ザ出來,レ

ザ、健 康診噺 デ唯 一 度怜 査 ス,レ時 二 活動 性 機 縛 がア;レ

事 ヲ看 過 シ7ラ2kt.・".所 重 大 デ ア ル.故 二何 所 マ デ透

覗 ノ ミニ ゴリ知,レ事 ザ 出來 ル カ ヲ研 究 句 レ必 要 ガ ア

アレo

ア

透 硯 二際 シ注意 スベ キ事 ノ・、20尺 以上 モ 集 團 的 二槍

査 ス'レ ト次 第 二倦 怠 ヲ催 シ テ 看過 スル 事 が ア ル ノぞ

カ ・,レ事 ヲ避 ケ ネバ+ラ ヌ ノト、臨 林 的検 査 レ}ト ア

ン學 的槍 査 トハ別個 ニ ニ ル 必要 う'アル。

當 地 ノ市 立健 康相 談 所 ノ ーrOO'、ヲ材 料 ト シPt一

第1群 透 硯 及 ビ撮 影 法 二依 テ 共 二 健 康 よ ルK-130

(32.5-.,ン

第2群 透 硯 デ・・病 蔓 ト見 レモ撮 影 法 二依 レ ・ぐ健 康

ナ ル者27'6.75",。)

痩 セ ヌ患 者 デ ノ・血 管 ノ走 ッ テ ヰ ル ノ ヲ見 テ、氣 管 枝 炎

ト間違 ヒ、叉 コ○ つ直 角 二 見 ル ト、 石 灰竈 ヤ石灰 化 セ

ル肺 門腺b間 違'ア。 肺 動 脈 ノ走 リ方 ザMelnikosvノ

解剖 學 的 検査 二俵 リニ ソ ・異 ツ タ型 が ア ル。

ZerstreuterTyp-一 血管 ガ 短 ワテ直 二分 岐 ス ・レ型 一

一 コ ノ時 ニ ノ・幹 動 脹 ガ太 イノデ 肺 門 腺髪 化 ト間 違 フ
。

MagistralerTyp一 血 管 が長 ク 末梢 マ デ及 プ型 一 一

コノ時 ニ ノ・長 イ細 イ 血 管 ヲ 萎 縮 性 璽 化 ニ ヨル モ ノ ト

間 違 フ.

多 数 ノ例 デ ・・雨 肺 ゲ夫 々異 ツ タ 型 ⇒ トル ノデ ヨ ク間
t

i違ヲ起 ス原 因 ヲ作 ル,

第3群 病 璽 ア ル 者1透 覗 二俵 ・lth中 ・t,]vK-。108

270の

殆 ド古 イ病 愛 ノ ミh'明 カ ニ ナ'ソテ ヰ,レ 血 行 撒 布 型 モ

占 ワニ起 ツ タモ ノ・・透 硯 デ ワ カツ タ。斬 シイ血 行 撤 布

ハ殆 ド常 ニ ワ カ ラナ イ。浸 潤 ヤ圓 形 病 竈 デ モ 同様 デ初

期 ・ノ・不 明 ダ が、結 締 組 織 ガ周邊 二出 來 ル ト何 力墾 化

サ アノ・ダ ラ ウ ト透 硯 者 ニ ワ 加 レ様 ニ ナ ル,空 洞 デ モ古

1ノ ハ ヨ ク ワ リル ノハ、iソ 或 バー 部分 周 閲 ザ硬 化 シ

テヰ ル カ ラデ アル。1例 乎 ・・肺 斑 理b'ナ イノt'空 洞 ヲ

見出 ス事 力'出來 タ。

第3群lla透 覗 ニ ヨ リ'ft然 不明 ナtJン6-4A12ラ6)

3皿b病 墾 ノ性 質 ト言 フ!鮎ニ ヴ キ 比 較 的 二 不 明 グ

ッaIIS',s7〈21.75f・f-)

雨 側性 ノ璽 化 が 司 〃看 過 サ レテ ヰ ル.叉 浸 潤 ヤ 圓 形病

竈'看 過 サ レル ノハ、新鮮 デ陰 影 が軟 カデ ア ル カ ラデ
ーt'rレ。頸 肋 骨 ガ看過 サ レ ヌノノ・肺 ノ墾 化9主 トシ テ見

aカ ラ デ アノレ。叉 何 度 モ透 覗 診Wf・yヌ 場 合 二、 診噺 が

異'レ場合 ガ ア;レノ・・、コ レ が不 確 實 テ ア ル事 巧示 ス モ

ノデ ア ルo

以上 力 ラ慢 性 ノ古 イ攣 化 ヲ知,レ ノニ・・透 親 ・・非 常 二

役 立 ツ タが、滲 出 性 病愛 ヤ血 行 撒 布型 ノ新 鮮 ナ/ノ ・陰

影 が軟 力 ヌ物 ラ透 硯 デ ・・分 リニ ク イ。從 テ透 視 デ撮 影

法 ノ代 リ ヲ充分 ニ サ セ'・ コ トノ・決 シ'テ出來+イ 。

(刀 根 山 藤 野 保 次 抄)

S葛lzbayn保 瞼 療 養 所 二於 ケ ル 開 放 性 不 治 結 核

患 者 ノ隔 離 ノ脛 験

Hanke:ErfahrungentiberdieAgylie・un.voffener

unheilbarerTubercul6serinderKnappschaftsheils・

t翫teS極1zhayn.

開放 性 結 核 患 者 ヲ隔 離 ス ノレ 目的 ノ・結 核 菌 撤 布 者 ヲ馨

師 ノ監 督 下 ノ病 院 二入 レテ、ソ ノ周 園 ノ人達 二傳 染 サ

ス危 除 ヲ防 グ コ トニ ア ル。然 シ著 者 ノ経 験 ニ ヨ ル ト療

養 所 へ隔 離 ス ル ノニ ハ 萎 縮 培 殖 性 ・ 開放 性 患 者 ガ 司

イ。滲 出性 ノ頑 固 ナ 獲熱 ヲ來 ス傾 向 ノア ル モ ノノ・病 院
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デ入 院 加 療 スベ キヂ ア ル。 療 養 所 へ 入 レ ル 者 ノ條 件

ハ、無 熟 デ臥 床 シ テヰ ル必 嬰 がナ 〃・・入ヂ旅 行 が出 來

ル ト1つ2ト デ ア'レ。1(DOee臥 床 患 盈 が ア レバ活療

費 が高 ス ギ ル。

著 者 ノ隔 離 患 κ中 二 外科 的 治療 ヲ受 ケ レ・《決 シテ不

治 ア'・ナ イ トイフ ノが 門三 ア ツタ。コ レ算 ノ患 者 ハ例

外 ナ シニ色 々 ノ理 由 ヲツケ テ 外 科 的活 療 ヲ 受 ケ ル ノ

ヲ拒 絶 シテ ヰ ル。 」レ等 ノ患 者 ニ ハ色 々挽 キ開 カ セテ

ソ レテ'モ拒 絶 ス レへ 拍 療 ヲ受 ケ,レ楠 利 ヲ消 失 ス ル モ

ノデ ア'レ。叉 療 養 所 ノ規 則 二從 ノ・ナ イ モ ノ ハ、 退所 ヲ

命 ジ政 府 ヨ リハ 生 活 二 必 要 ナ モ ・ ・支 給 ノ外 ニ ハ何

モ シテ モ ラヘ ナ ク ス ル。

在 所 期 間 バー一一一i般二3ケJl、 稀 二牛 年 が ヨ イ。「人 間 的 」

二 考 へiVト2.3ケ 川家 族 ト離 レテ ヰ'レ ト會 ヒ ・・〃ナ

ル ノノ・當 然 デ ア ルh'、 自分 達 ・・「人 間b」 シテVハ ナ ク

「國民 」トシテ考 ヘ テ ヰ'レノ デ アル。 ソ レ故 二 退院 シ ワ

ガ ル患 者 ハ シバ ラ ク 休暇 ヲ與 ヘ テ 後 更 二入院 セ ヴメ

テ家 族 ヤ ソノ周 園 ノ人蓮 二感染 サ セ ヌ様 一 ス ル9

又 隔 離 ヲ自由 意 志 デ シナ イ 者 ・・弼制 的 二隔 離 ス レバ

ヨイ。(刀 根 山 藤 野 保 次 抄)

B.Kattentidt:Ceterurncenseo,tuberculosumesse

deleodam.

結 核 ・・傅染 病 ダ カ ラ根絶 サ ス事 が出來 ル。斬 二感 染 サ
む

ヌ事 ヲ防 ゲ バ、現在 罹 患 セ ル 者 が治 癒 シ死 亡 スル事 ニ

ヨ リ結 核 ・・清 失 ス ベ キデ ア'レ。又 人開 ノ結 核 二i封ス ル

抵 抗 力 ノ・大 デ、殆 ド全 部 ガ結 核 二感 染 ン、 ソ ノ75e。

ハ病 氣 ニ ナ ラ ズ、残 リ ノ大 部 分 ノ・レ ン トゲ ンデ詮 明 シ

得 ル程 度 ノ病 竈 ハ作 ル が、 治 療 ヲ加 ヘ ズ、臼分 モ 氣附

カヌ間 二治癒 ス ル。3'。 ノ・重 篤 ニナ リ'k命 ヲ嚇 サv)レ

ニ至 ル。

ソ ノi封策 ・・感染 ヲ豫 防 ス)レ ヨ リ外 二方 法 ・・ナ イ。然 ル

ニ現 在 ノ¥t策 ・・患 者 ノ 來 ノレノヲ 待 ッ テ コ レ ヲ3ヶ 刀

乃 至9ケ 刀療 養 所 二逡 リ、マ ダ活動 性 力又 バー 部 病 勢

ノ衰 ヘ タ状 態 デ退 所 サ セ 、ソ ノ後 ・・監覗 スル ノ ミ。 監

親 モ経 濟 的扶 助 モ 不 充分 デ、ソ1子 供 ・ト ・時 ・・林 間 學

校 二入 レル ガ、退 所 ス レバ元 ノ状 態 ニ ナ カ レル。 コ ノ

状 態 デ ・・根 絶 サ ス事 ・・出來 ナ イ。

結 核 ヲ根 絶 サ セル ニ・・著 者 ノ・次 ノ如 キ 方法 ヲ以 テ ス

レバ60年 デ出 來luト 述 ベ テヰ ル。

結 核 患 者 ヲ探 ス 爲 一 全 國民 ヲ3年 毎 ニ レ ソ1・y》 デ

透 覗 ス ル。 活 動 性 ノ病 璽 ハ進 行 性 、活 動 性 、 停 止 性 、

退 行 性 二分 ツ。 コ ノ決 定 ニ ノ・家 庭 馨 、 專 門 幣 、療 養 馨

録 【第14管
,一_____一

三 者 ・協 力 ヲ嬰 シ、厩 征 症.症 賦 ヲ考 慮 ス ル.進 行 性

ノ税 ハ療 養 所=入 レ油療 スL適 宿 ナ空 河 ハ外 糾 的 二泊1

療 モ 勺 レ.活 動 性 停 止 性 ノ荷 モ出 來 レバ入 所 サ セ レ・ぐ

ヨ イ が、退 行 性 ノ者 ワ入 所 サ セ ル ト輪 紳 的 傷 害 ヲ真 ヘ

テ 悪 イ。 カ ク ヴ テ ス'・テ ノ 開 放 性 紹 核 患 者 ヲ 隔 離 ス

,レ。遇 行 性 ノK・ヤ非 活 動 性 ノ 者 ノ監 観 ハ撚 養q。 專 門1

轡 ノ ミヂ ハ不 充分 デ 家 庭 協 ヵ'幣學 的 織 察 祓 ヲ以 テ ス

ル必 要 がア ル。

カク シテ 停 染病 竃 ヲ探 シ出 ン.無 害 ニス'レ バ デ結 骸

ヲ根 絶 セ シメ得 ル ノデ,患 κ ヲ去勢 ゾ ル 必 要 ハ ナ イ.

コ ィ方法 ヂ不 和 時 ニ ハ結 核 ノ 全 然 無 イ國 民 トナ ル ガ.

納 核 ヲ有 ス ル 國民 卜戦 ッ〃 トキ ニ結 核 感 染 ガ 初 感 染 ・

ノ〃 メ ニ飛 篇 二 纏 過 シ ナ イ カi・ イフ恐 レ9獅 シテ ハ

元 來 感 染 ハ 同僚 間 二 起 ル ノ デ ア リ 接 醐 シナ イ者 カ ラ

ス ル コ トハ無 イ カラ カ ・ル 考 ノ・杷 憂 ニス ギ て。

(刀 根 山 藤 野 保 次 抄 ノ

結 棲 薗 鐙 明 二Dold氏 尿 素集 薗 法 卜UhlenhUth-

Xylander氏Antiformin集 薗 法 トノ比 鮫綴 査

LotteHomann:VergleichendeUntersuchungeniiber

dasDoldscheHarnstoffanreiChungsverfahrenzum

NachweisvonTuberkelbacillenundtiberdasAnti.

f・rminAnreichungsverfahrennachUhlenhuth・Xyla-

nder.

1882年RobertKoch・ 結 核 菌 螢 見 一・・5結核 ノ診 噺 二

・・大 キ ナ意 味 ザ ア ル。開 放 性 結 核 テハ 菌 ヲ見 出 ス コ ト

が決 定 的 因 子 デ ア リ、危 陰 ナ 國民 病 豫 防 上 マ4大 切 ナ

補 助 力 法 デ ア ル。ソ レ故 二菌'染 色 法 ヤ 集 菌 法 ガ色 々

ト考 ヘ ラ レル ・デ ア ル。

Uhlenhuth及Xylander二rリ1908;ト ニ提 出 セ ラv

タAntiformin法 ・・Hundeshagenニ ヨ リ改 良 セ ラ レ

鍛 年 來 一 番 ヨ イ 集 菌 法 ノー一 トシ テ 標 準 法 二 用 ヒ ラ レ

ノレ・コ レハ均 質 二 煙 コ 吸 ビ結 核 酬 外 ノス ベ テ ノ

菌 ヲ溶 解 ス'レhtフ 長 所 ・・アJVb'、Antiforminハ 結

核 菌 ニ ノ・何 モ 作 用 セ ヌ トィ フ ワケ デ モ ナ シ 叉 軽 澄 ザ

載物 「ガ ラス」 ニ ゴク附 カ ズ顯 微 鏡 像 ザ明 カ デ ナ イ ト

イフ規 所 が ア,レ。 最 近 屡:宣 用 セ ラ レル 方 法 ノー ハ

Dold/1924二 提 出 ンタ尿 素 集 菌 法7'コ レ ・・1930二

Stodtmeister)ヨ リ認 メ う レ改 良 サ レπ
。

Dold法40℃ デ 飽 和 ノ 尿 素 溶 液 即 チ1659ノ 結 晶

尿 素 ヲ100α α蒸 溜 水 ニ トカ シ 貯蔵 シ40℃ 二温 メ テ

使 川7・・粘 桐 ナ疲 ニ ハ コ ノ溶 液 ヲ5倍 、 水溶 ノ褒 ニハ

3倍 加 ヘ ル・ 弥 ク振 盈 シテ牛 時 間lt)。 ・湯 デ温 メ10
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一15分 間750Cニ ス,レ。均 等 ニ シタ演 二40。C/8--

10倍 ノ蒸 溜水 デ薄 メ15分 間毎 分3200-3500廻 樽 デ

遽 心 ス)v。 沈 渣 ハ1「 エ ーv」 ノ滅 菌 血 清 ヲ 塗抹 乾 燥

セ ル モ ノ ・上 二2卒 方糎 位 二塗 ル。著 者 ハ コ ノ減 菌 血

清 ノ代 リニ 「〃。リセ リ ソ」蛋 白 ヲ用 ヒタ。

Antiformin法 ハHundeshagenノ 改 良 法 ニ ヨ'レ。

材 料 ハ50ノ 直接 塗 抹 デ 陰 性 ノeノ ト50ノ 陽性 ・モ

ノ トヲ用 ヒタ。痕 ヲ均 等 ニ シテニ 分er一 ツ ハAntifor・

min法 、 一 ツハ 尿 棄 法 ニ ヨ リ槍 シタ。50ノ 直接 塗 抹

デ陰性 ナ,レモ ノ ・中集 菌 法 ニ ヨ リ9(18%)陽 性 。8

(16%)ハAntiforminデ1ハ 尿素 法 ノ ミデ陽 性。An・

tiformin陽 性 ノ16%ノ 中8%ハAntiforminノ ミ陽

性 デ尿棄 法陰 性 。 残 り8%ハ 共 二陽 性 。故 二ZF均 ・yテ

Antiformin法 ノ・尿素 法 ヨ リ4.21倍 ス グ レテ ヰJV。

50ノ 直接 塗 抹 デ 陽性 ナ'レモ ノ ・中Antiformin法29

回 尿素 法12回 菌 敬 力●最 高 デ、1例 ノ・同数8例 デ ・・イ

ヅ レモ数 ガ多 ク ナ ラナ カツ タ。

結 核 菌 ノ無 イ硯 野数 ノ ー 番 多 カ ツ タ トキ ノ 回 数 ・・、

Antiformin6,尿 棄 法21回 、直接 法18同 。 一 番少 カ

ツタ トキ ノ同 数 ハAntifomin27同 、 尿 棄 法7回 、

直接 法10同 デ アツ タ。

顎 微 鏡像 デ ・・Antiforminノ ・均 等 ニ ナ ツ テ 見易 イカ'粘

稠 ナ疾 デハ尿 素 法 デ ノ・尿 素 が 残 ル タ メ ニ標 本 が厚 ク

ナ ツテ見 一ク イ。

コt・等 ノ結 果 ヨ リ シテ、Antiformin法 ノ方 が尿 素 法

ヨ リ良 イ ト考 ヘ ラ レル。(刀 根 山 藤 野 保次 抄 、

人結 棲 二於 ケ ル 牛 型 結 楼 薗 ノ存在 二就 テ

EduardGr6h:UberdasVorkommenderPerlsu.

chtbacillenbeimenschlicherTuberculose.

R.Kochカ'Londonノ 學 會 二於 テ1901年 二Schtitz

ノ動 物 實験 ヲ基礎 トシ テTh.Smithノ 認 メ タ哺 乳 動

物 デ モ 人 型 以 外 ノ結 核 菌型 が ア ル トイフ コ トヲ確 認

シテ以 來、動物 ノ結 核 ガ人 類 二傳 染 シ得 ル ヤ否 ヤ ト イ

フ問題 力。生 ジタbKoch及Schlitzノ 實 験 二依 レバ牛

結 核 菌 ヲ皮 下 、静 脈 内、 経 ロ、 腹 膜 下 二入 レ感 染 サ セ

タ動物 ノ・全 均結 核 二罹 ル ガ人 カラ得 タ結 核 菌 デ ハ 健

康 力稀 二罹JVノ ミデ ア]v。Kochノ ・牛 結 核 菌 ・・人 間 ニ

ハ無 害 デ アル ト考 へ、純 正1人 結 核 デ ノ・長 〃、 牛 結 核

菌 ヲ出 ス 事 ハ ナ イ ト言 ソ タ。

Kossel・ ・0.6%、St.GriMth及Munroノ ・2.7-2.8

Spengler・ ・60%二 人型 ト共 二 牛 型 ヲ 見 出 シタ。 純

粋 二人型 ノ ミノノ・恵 速 二 死 亡 ス ル結 核 ヲ惹 起 ス1レ ザ

録 働

多 ク縞 核 曲 ハ人 型 ト牛型 トが 雨棲 ヲナ ス モ ノ ラ 〃イ.

牛 型'菌 ・・廣 ク(0.6--O.8P)嵐 直 グ カ鯉 〃曲 ヅテb嗣 側

ハ 直線 ヲナ シ、雨 端 ハ 丸 〃 ナ リZiehl・Neelsen染 色 デ

非 常 二薄 ク、 叉 ハ染 ラ ナ イ。

人型 菌 ・・挾 ク(0.2--O.5P)畏 規 ア リ、 曲 レ'レア リ、 直

ナ ル ア リ、 カナ リ不 箪 二染 リ、附側 ハ 直線 ヲナ ヴテ ヰ

ナ イ。

乾 酪 性 、膿 様 ニ ナ ツ タ結 核 臓 器 カラ焼 灼 ヴタ 「メ ス」デ

細 ク カキ ト リ、腎髄 液 力肋 膜 滲 出 液 ハ遠 心沈 澱 シテ 培

養 ンタ。

唯1例 二純 粋 二人 型 薗 ノ ミア ツテ、他 ハ ス ベテ 牛型 モ

同時 二存在 シ テヰ タ。 ソ ノ1例 ノ・38歳 ノ嬬 人 ノ腎臓

ヨ リ培 養 シタ モ ノ デ ア ル が 見得 ル 位 ノ 「コ ロ ニー」ヲ

植 エ ル マ デ ニ菌 が死 ンデ シr7ツ タ。結 核 肺 カ ラハ牛 型

株 が少 久 他 ノ臓 器 ニハ 多 イ。

屍艦 ヨ リ得 タモ ノ・・、新 鮮標 本 デ ノ・菌 ガ多 イ ガ培養 ス

vバKolonie・ ・少 イ標 ナ例 デ ノ・牛型 菌 力●少 イ。 散 二

人型 菌 ノ壁 育能 力 ・・何 力 牛 型 菌 二 關 係 が アル標 二思

ヘ ル。帥 チ共 棲 ヲ ナス ラヴ イ。 牛 型 ハ殆 ドス ベ テ ノ人

型Kolonieノ 中 二見 出 サ レル。 コvノ ・人 型 力・牛型 二

墾 ジ叉 ハ牛 型 が 人 型 二 愛 ズ ル モ ノ ト考^ラt!ル カモ

知 レヌ が現在 ノ所 ソ ノ根 櫨 ハ ナ イ。

動物 實 験 ニ ョ リコ ノ牛 型 菌 二 似 タ モ ノが 牛 型 デ アル

カ ヲ検 ス ル ニ,牛 型 標 ノモ ノ が少 イ モ ノ ハ4-6週 培

養 ノモ ノ10mgヲ 兎1脊 皮 下 二 注 射 ス ル ニ 無 害 カー

ニ ノ小結 節 ヲ作 ル ノ ミ。牛 型糠 ノ モ ノ ・多 イ ノ ノ・強 ク

感 染 ス ル カ ラ コ ノ牛 型 標 ノモ ノハ牛 型 菌 デ アル。コ レ

ノ・149例 中148例 二 人型b共 ニア リ、 人 結 核 ノ嚢 生

・及 ビ進展 ト大 ナル 關係 が ア'レ。若 シカス ル ト純 人型 ハ

結 核 ヲ起 シ得 ナ イ コ トヲ意 味 ス ル カモ知 レヌ。一 型 ノ

ミ ノ結 核 ハ存 在 ス ノレヤ否 ヤ、叉 牛型 ト人型 ノ何 レが結

核 ノ眞 因 デ アル カ、研 究 ス ル コ トハ必 要 デ ア ル カモ知

レナ イ。多 〃 ノ研 究 者 ノ言 フ ガ如 ク ニ牛型 菌 ノ・ソ ンナ

ニ無 害 デ ナ イ1・ イフ事 ノ・例 ヘ バBr .LangeヤSt.

Gr冊th及Munroニ ヨ リ論 ゼ ラ レテ キ'レ。 自分 ノ例

デ ハ臓 器破 壌 ・ヒ ドイ所 ニ ハ 常 二 牛型 菌 が多 ク存 在

シ テ ヰ タ。今 迄 ノ研 究 デ牛 型 ノ ア ッ タ例 ノ少 イ ノハ牛

型 ノ蟹 育 ・・人 型 ヨ リ非 常 二遅 イタ メ デ、培 養 基 が適 シ

テ ヰタ ラ、 培 養 期 間 ノ短 イ 程 牛 型 菌 ノア ル 場 合 が多

イ。(刀 根 山 藤 野 保 次 抄)
ゑ

療養所二於ケル幼年者ノ教育呂就テ 甥

Br6gger:ZurAusbildungundFortbildungder
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助 イ 撫 ・⑰噛 ヲ飼 ツ タ リス ル 察 二一般 二興 味 ヲ有 ス

ル モ ノ デ ア ル カ ラ、動 物 ヲ伺 ツタ リ、 叉 オ タ マ ヂ ヤ 〃

シ カラ虫t,ガ出i來 タ リ螺 虫令ヨ リ蝶 が生 ジPtリ ノ・7レSヲ

典 味 ヲ持 ツ デ蓮 究 サ'セタ リ7・ル。'ノ1

學 齢 期 ノr供 ニハ女載 師 ヲヅケ テ毎 日短 時 間 授 粟 サス。

沓 午期 二 ・・成 尺 ノ如 〃 二 作業 療 法 ヲ スル事 ハ不適 當

号●ア ル。噌 グ未 完 成 予∵,',レカラ系統 的 二教 育 ヲ完 戒 サ

ス櫛 二●メ'レ。

少 女 二封 シ テ ハ家 庭 二必 要 ナ事 ヲ修 メ ンメ ル。破 レタ

モ ノ ヲツ グ ナ ヒ、 洗濯 シ、 「ア イロ ン」ヲ ηケ、縫 ヒ、

鍛 噺 シ、編 物 刺繍 ヲ シ タ リス'レ事 ヲ教 《時 々 ソ ノ製作

品 ノ展 覧曾 ヲ開 イタ リス ・し。倣`揃 肇 所 ヲ作 リ料 理 ヲ

サ セテ ヰ ル。作 ツ タモ ノ ヲ共 二食 フ.同 時 二食 晶學 、

健 嘆料 理 法 、絶 濟 的 ナ 料理 法 ヲ教 へ'レ。 一般 衛 生 、保

陰 制 度 、 一般 禮 儀 ヲ教 へ、 國 家 ノ祭 日 二 ・・ソ ノ意 味 ヲ

読 明 スル 等 ス ル。

家 事 以 外 二・・造園 二輿 味 ヲ持 タ セ、一一人宛 花壇 ヲ作 ラ

セ、園 藝 師 ガ毎 週1時 間 ・・理 論1時 間 ハ實 際 ニ ツ イ テ

教 ヘ テ花 壇 ヲ監 督 ス'レ。 取 ツタ 野菜 ハ 調理 二用 フ。蓮

記術 モ敏 へ 、語 學ツ ノ他 モ出 來'レ荷 ニ ハ敢 ヘ ル。

青 年 男 子 ニ ツ イテ ・・學 生 ・・知 ツテ ヰ ル事 ヲ確 實 ニ ヌ

)v位 ジ 力出 來 ナ イ。 毎 週1時 間蜀 逸 語 、歴 史、 地 理 、

英 語 、 佛 蘭 西 語 、数 學 ニ ツ イテ教 へ,レ。造 園 學 ・・ス ベ

テ ニ敏 ヘ テ、花 畷 ヲ持Zセ'レ 。 時 々製 本 ノ實 習 ヲサ セ

ル。 ソ ノ時 ニ ハ書庫 ヲ整理 サ セノレ。 額 繰 、花壷 、「カ レ

ン ダー」掛 ケ、化 粧 箱 、 燭 窒 、 巻 煙 草 箱、 玩 具 ヲ作 ラ

セ、 コ レ等 ・・贈 物 ト シテ家 へ逡 ル。速 記 ・・多 ク ・・熱 心

二 ・ス'レo

コ レ尋 ツ仕 事 ノ・強 制 的 デ ・・ナ ク テ 自 由意 志 ニ ヨ リヤ

ラ ・セ)レ楳 ニ ス ル。

ス ペ テ ノ患K`■ ・6垂一7時 間 臥 床 シテ ヰ ル。 理 論 的學

科 ・・出來 ル ダケ講 堂 デ 寝 タ 儘 デ聞 カセ,レ。實習 ・・臥床

療 法 ノ初 メ カ終 ニ スJV。 一 番 ヨ ク働 イテ午 前 午 後各1

時 間 ㍗ス ル。

療 養 ヲ害 ス'レ ト イフ抗 議 モ當 ラナ イ。馨 師 が正 確 二調

節 ヴ タ ラ害 ・・ナ イ。授 業 時 間 ・・規 則 通 リー・ハ 正 シ ク行

^ナ イ。

菌 が 出 ナ ク ナ ツ テ3ク 月 後 二退 院 サk、 叉 開放 性 ノ者

ヲ出 ス時 二 ・・色 々ノ事 ヲ ヨ ク教 ヘ テ出 ス。 二融

コ ノ方 法 ノ利盆レ・大 デ 青 年時 代 ノ 嚢 展 ハ 抑制 セ ラ レ

メ寧 ロ促 進 セ ラ レル。療 養 所 デ時 ヲ空 費 シタ様 ナ感 ジ

・録
{第14巻

ヲサ セ ナ イ ノミナ5ズ ℃得 タ知畿 ヲ'a後;役 立4躍 セ得リレ

コ トヲ知 ラ セll叉 生壷 カ ガナ ク ナ ソテ ヰソξanfii.7,Jvト

共 二更 昌 倣 展 セ ヴ メ得 〃 コ トヲ知 ラゼ 汐 コ}ガ 働楽

ル,叉 内 面 的 二畿 張 シ塀生 旛 ヲ塗 ル ノデ誕 嫌 ヨ ク 日 ヲ

遙 リ「ホ ー ム シッ〃」ニ ナ ラナ イ。 女 子 ハ鱒 ソ テ モ家事

上 ・事 ヲ多少 知 ツテ ヰ ル ノデ.9リ 容 易 二身舶 ヲ イタ

リル鵬 ガ出 來 ル.(刀 根 山 蔚 保 吹 抄 〆

最 ■ 窪 鮪 撒 散」罐

FraiizPonzor:SepgistuberculosergraviSsima・

'1・「)尚 ノ男 デ右 胸 痛 ノ毫訴^胸 部 ニ ハ 何 等愛 化 ノ無 カ

ツタXih・ 、突va.f謄1,390二 及 ピ急 性 盲 腸 炎 ノ如 キ症 賦

ヲ 呈 ン意 酸 ヲ失 ソ タ。尿 ニ ハ「ヂ ア リオ雁 憲 陽性 デ腸

「争 フ 勺 ヲ疑 ッ 〃ガ
.ヴ ィタ㌔ ル陰 性 デ"脳 ニ ハ 礎 化

ハ ナ イ。10日 目 ニ ハ 下熱v、 ソ ノ翻 日意 識 ハ ソ イ4

が、 後 多少 贋 膜 症 状 ヲ 残 シタ外 ヨ クナ ソ タ。 下 熱 後

L6wengtein培 養 基 二 血 液 ヨ リ培 養 シ タ ラ、 二 代 目培

養 ・・鳥 型 結 核 菌 ノ様 二思^タ が、三 代 圓 ハ人 型 ノ如 キ

像 ヲ示 シ、 動 物 實験 デ ハ人 型 デ ア ル 事 ガ明 トナ ツタ。

之 ・・Lan(i,`川zy・ 言 ツ タTyphobacillose二 相 宿7・.

之 ・・結 核 性 デ ア ル事 ヲ知 ツ テ 附 シタ ノダガ 誤 ル恐 ア

ル故Scholz二 從 ヒSepsistubercu!osaacutissimaガ

用 ヒ ラ レaザ 、何 週 間 モ何 日 モ ツ ・・ク カ ラRennenノ

イフSepsistliberculosaGravissimaザ 通 當 ダ ト思 フ。

報 告 例 ノ'レイ ・ハ、培 養 ヤ動 物 實験 デ 菌血 症 ガ謹 明 セ

ラ レル ・デ、コ ノニ ツ トモ 日数 ガ カ ・ル カ ラ、 死 後 解

剖 ニ ヨ'レカ、叉 ハ治癒 後 二明 カニ ナ,レ樵 ナ状 態 デ ア レ

カ ラデ ア'レ。

コ レハ 初 期病 竈群 ・生 ズ ル時 二起 ル モ ・ラ シe、N(・u・

mannハ 粟 粒結 核 二 数 ヘ タ ガ正 シ クナ イ ト思 フ.

病 理 解 剖學 的 ニ ノ・肝 臓 及 脾 臓 二 多 数 ノ極 小 サ ナ膿 瘍

ガ ア リ結 核 菌 ノ純 培養 ヲ 含 ソデ キJV。Pagel二 俵v

バ之 ハ 眞 ・結 節 ヲ作,レ前 ノモ ノ ラ シ イ トイ フ。

多 数 ・入達'・抗 酵 桿 菌 ニ ヨ ル トイ フ ノ ミデ 満 足 ス'レ。

Fischer・ ・尺型 結 核菌 デ ア'レコ トヲ 動 物 實験 デ 確 メ

タ.L6wenstein・ ・鳥 型 結 核 菌 ニ ヨ)VFtフ 。Krasso.

Nothnagel等 ・・鳥 型 力働 物 経 過 デ鶏 二封 ス ル毒 性 ヲ失

ソタ モ ノ ダ ト イフ。コ ノ例 モ カ ・ル モ ノ ・如 〃デ ア ル。

侵 入 門 戸 ハ腸 管 弓 シ イ。結 核 ノ鶏 ヨ リ ノ卵 二依 テ人 間

ガ鳥型 結 核 ニ カ ・ル ラ シ イ。 コ ノ例 デ モ 腸 カ ラ感 染

シ、盲 腸 炎 ノ如 キ症 状 ヲ起 シタ モ ノ ト思 ヘ ル。

年 齢 二就 テ ・・老 人 二 多 イ ラ シ イ。

(刀 根 山 藤 野 保 次 抄)
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ZeitSchriftfOrTuberkuloseBd.74,Hte5.,1936.

結 稜 治 彊 ノ最 終 相 トシテ ノ作彙 療 法

VonW.iBronkhorst:DieArbeitkuralsletztePhag.e

derTuberkulosebehandlung.

肺結 核 ト云 フ疾 患 自膿 ノ性 質 及 ビ 其 ノ 治療 法 ノ性 質

ナ ドノ關 係 上 肺 結 核 患 者 ノ・可 成 リ精 紳 的 二 影馨 サ レ

ル所 ザ ア ル。コ ノ乱 サ レタ情 紳 状 態9正 常 二導 ク コ ト

ハ盟 力 ノ恢 復 以 上 ニ ム ヅ カ シイ2bア ァ'レ カ ・,レ患

者 ノ精 瀞 ノ李衡 ワ 得 サ シ メ2レ 目的 デ 作業 療 法 ヲ判用

ヌ ル。要 ス ル ニ患 者 ヲ情 碑 的 及 ビ道 穂 的 立場 ヨ リ 考察

・yテ取 扱 フ ノデ ア ル、Arbeitwilleノ ・Arbeitlugtト

Arbeitspflichtbe"'usstseinノ 産 物 デ ア,レカ ラ除1,長 イ

強制 的 ノ安静 ノ・Arbeitlustヲ 抑 制 シ薄 弱 ナ ラ シ メ、

從 ッテ社 會的 作業 責 任 ヲ喜 ビ勇 ソ デ 引 受 ケ,レ ト云 フ

ガ如 キ 道徳 的 能 力 二i野 シテ 悪 イ影響 ヲ與 へ'レコb一

ナ ル。情瀞 障 碍 ノ原 因 ノー ツ ト シテ他 方 患 舌 向 均 ノ性

格 モ考 慮 シナ ケ レバ ナ ラナ イ。例 ヘ パn俺 的 ナKrank.

heiternpfindenト 他 畳 的 ナKrankseinノ 子く調 和 ノ如

キ・・甚 ダ シイ不 安 感 二導 クモ ノデ ア,レ 作業 療 法 ・・何

時 カ ラ始 メ,レカ ト云 フ コ トノ・簡 軍 チ 問題 デ ア ・ソテ 即

浄 安静 療 法 ガ最良 ノ数 果 ヲ牧 メク場r♪ 二行 フ.安 静 療

法 ニ ヨ リ臨 脈的 及 ピ 解 剖 學 的 二良 イ 結 果 ヲ取 メタ者

程 作業療 法 ニ ヨ リ 身膿 的 及精 紳 的 二 良 結 果 ヲ牧 メ得

'レノ デ アル、作 業 療 法 ノ準 備 二 ・・牛 安 静 的 ナL・ieges・

tuh1ニ ヨ'レ安 静 ヨ1,モ 嚴 格 ナBettruheノ 方 携確 實

デ且 ヅ 早 イ道 程 ナ リ ト信 ズ.シ カ シ安 静 療 法 ト作業 療

法 ノ問 二Liegestuhtkur9挾2・ 。始 メ ・・2時 間 ノ作 業

カ ラ始 メJV。 後 ニハ 個 性 ヲ考 ヘ テ4--6--8時 間 ヲ行 ・・

ス。 作業 能 力 二'作 業 ノ質)x(作 業 ノ速 ザ × 作 業 時

間)ノ 關 係 ザア,レ カ ラ作 業 ヲ與 ヘ ル時 二 ・・以 上 ノ因 子

ヲスペ テ考 慮 シナ ケ レバ ナ ラナ イ。 作業 ノ質 身 膿 及

ビ精 紳 ノ努 力 程 度 ニ ヨ リ判 定 ス)及 ビ速 サ ニ關 ス レ 庭

方 ハ ムヅ カ シイ問 題 デ ア ル。 演 者(コ ノ論 女 ・・講 演 ノ

原 稿 デ ア ル)ノ 下 デ・・患K-・ 雫 均 作業 期 間 ノ・12ケ 月

デ、 開放 性 患 者'ミ ノ卒 均 ハ16ケ 月 デ ア'レ。 實地 二

作業 ヲ如 何 ナ'レ方 法 デ 行 フ カ ト云 フ 問題 ノ・Arbeits・

physiologie殊 二Arbeitspsychologle二 關係 シテ ク

ル。 作 業;於 テ 賃 銀 ノ・注 目ス ベ キ刺 戟 デノ・ア ル ザ、作

業 二封 ス'レ唯 一 ノMotivデ ノ・ナ イ。 實際 ニ ー般 作 業

患 者 ハ 賃銀 ニ ノ ミ 興 味 がア ル ノデ ノ・ナ ク 作 業 自 均 二

浦 足 ヲ見 出 シテ ヰ,レ。シ カ シ時 二色 々ナ事 情 二 司 リ作

業 ソ し臼 吻 二直接 ・満 足 ヲ見 出 ス コ トガ出來 ズ.翠 二

賃 銀 ニ ヨ ツ予 ノ ミ働 イテ ヰ ルヤ ウナ 場 合 モ ナ イ デノ・

+イ が、 い ル掲 合ハ 外 見 上想 像 ス ル ヨ リモ非 常 三少

イコ トデ アル。作業 二不 服 ヲ咀 ヘ ル ヤ ウナWlirデ モ 可

pdZリAr・heitfreude及 ビArbeitsstolzヲ 多分 二排 ツテ

ヰ ル コ1・ヲ駁 見 シテ驚 ワ コ トが1雲 竃アJLI。作 粟 ソ レ向

身 二於 テ浦 足 ヲ見 出 ス コ トハArheitglvgtが 飽 和 サ レ

"コ トヲ意 味 ス。Arbeitslust.、 先 ノく的 ナ稀 々ナ勉 求

特 二DrangnachBet5tik・ung,Sch6pfertrieb及 ビ

DrangnachSelbstachtung(所 謂Geltungstrieb♪ 二

根 ザ ス モ ノデ ア ル。直接 生 産 的 勢 働 二 從事 テ キ ナ イ者

.'Arbeitfreudeヲ 充 ス爲 ニ ハSelbstachtungノ 満 足

ト云 フ コ トガ大 ナ ル 意 味 ヲ 有 ス。Arbeitfr`・udeカ ●高

度 ニ ナ ツタ場 合 ニ ハ吐 會及 ビ同 胞 二{ま仕 セ ・ トス ル感

情 ガ號 生 スル。 上 述 ノArbcitfreude・ 満 足 ノ外 二爾

作業 責任 意識 ヲ考 慮 シ ナケ レ・《ナ ラナ イ。Arbeitslust

ダケ ア ソ テ モ共 同 作業 ヲIHIM'ニ ナ'1一コ トノ・デ キ ナ イ。

Arbeitslust・ ・色 々ナ事情1ラ'Nニ ヨ リ 硯 度 ガ 襟 々デ ア

'レカ ラ各 々責 任 ヲ 充 分 二 意 識 シナ ク 予・・規 則 的 有用

ナ作 業 ・・望 マ レナ イ。 殊 二Arl,eit31ustノ 減 退 シテ ヰ

ル場 合 程盆 ζ作 業 責 任 ハ'ψ 要 デ ア ノレ,要 スル ニ 作業

問 題 ノ・均膿 、 情 紳 及道 徳 ノ因子 ザ 互 二 帽隅 係 シ テキ

ァレ。今 日迄 ノ・暑 學 的 二均reH{J方 面 ノ ミ注 目サ レテ ヰ ノレ

ガ、 實 ノ、先 ヅ第 一 二 後K'=充 分 注 意 ヲ擁 フ必 要 ガ ア

ル。一般 二肺 結核 患 者 ノ作業 責 任 感 ハ甚 ダ鈍 イモ ノデ

ア ル 患 舌 ハ罹 患 期 ガ イ ク〆ラ長 〃テ モ スベ 千 ノ事 ガ保

誼 サ レ作 業 責 任 モ免 除 サ レテ ヰ ルー實 ハ 多 〃 ノSam・

torium7'作 業 療 法 ザ 不 可 能 トサ レタ 根 本 原 因 ノ・コ ・

二存 ス ル ノ デ ア ル 卸 斗 患 荷・・作業 ヲナ ス 責 任+キ 疾

患!患 者 ナ リ ト考 へ'レコ トデ ア ル 將 者 ノ虞 方 ジ タ作

業 ヲ爲 ン果 サ ナ ケ レバ+ラ ナ イ ト云 フ 責 任 ヲ 作 ル コ

トノ・悪 イコ トデ、 コ ・ノ・患 荷 ガ 自由 二作業 シテArbe・

itslustザ 畳 醒 スル コ トニ ヨ ツテ 實 現 デ キ ルモ ノ デ ア

'レ。故 二安 静 療 法 ・終 リー;一一・・患 者 ノArbeitSlustヲ 批

判 シ テ オ ク必 要 力●ア ル。SchaffersdTang・ ・減 退7・,レ コ

トノ少 イ コ ト・・患 者 ガ誼 書 、娯 樂 及 安 静 ニ ヨ リ 日常 清

光 シテ ヰ ル コ トニ ヨ リ自明 ノ所 デ ア,レ。 線 テ 患 者 ノ・

多 少bモMindenwertigkeitgeftih1ヲ 有 ス。 コ ノMin・

derwertigkeitgettihlヲ 除 去 ス,レ コ1・、 即 千 再 ビ 有 用

ナ人 間 トナ リ得 ル モ ノデ 祉 會 的 二 作 業 ニ ヨ リ側 直ア
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ル 同胞 タ リ得 ル1・云 フ 考ヘ ヲ 起 サ シメ ル コ トノ・買 二

作 業 療 法 ニ ヨ リテ奥 ヘ ラ レル最 モ麗 ヴイ賜 デ ア ル.次

二作 業 療 法 ・Ork・ani・ationsform二 就 テ遁 ペ テ キlv。

(刀 根 山 農 野 抄)

開放 性 結 穫 者 理 境=7ル 乳 見 ノ廻 命

H.SVirtz:DasSchicksalderSXvg且ingeausoffen・

tuberkulδserUmgebung,

碧 者 ・・8年 間 二168例 ノ乳 兇;付 キ 統 計 的 二親 媒 シ

テ 見 タ結 果 ヲ遠 ベ ナ ヰ ル.

乳 見 感染 源 ノ・99例Ollチ58.9・6ノ ・父 カラ デ ア リ、36

例 帥 チ21.4%ハ 母、鰻 舩 ハ其 ノ他 ノ番 カラ デ ア ツタ。

邸 チ危 隙 率 ・・母 カ ラ ヨ リモ父 二於 テ大 デ ア ル。而 シテ

感 染 ハ ソ ノ衛 生状 態 二 最 モ 重 大 ナ'レ關 係 ヲ有 シ、 寝

床 、 室 ノ分 離 、喀 廣 ノ消 毒 等 ノ・殊 二嚴霊 ニ ス ベ キ デ ア

ンレo

生 後1年 未 擶 ノ 乳 見 ニ テ 感 染 串 ・・最 モ高 ク54例 ・ア

リ、以 後漸 次減 少 シ8年 ノ者 ニテ ノ、僅 力二2例 ヲ算 ス

ル ノ ミデ アル。又 死 亡 率 モ略=之 二李 行 シテ低 下 シテ

ヰル 。

168例 中13例 自llチ7.706・ ・結 核 ニ テ死 亡 シテ ヰ)Vh'、

共18例 マ デ ・・結 核 性 脳 膜 炎 ニ ゴ リ、肺 結 核 ノ タ メ ノ

ミbノ 思 ハ レ'レノノ・2例7'ア ル。(刀 根 山 大 門 抄)

肺 結 核 呂關 スル ニ 、 三 ノ合 法性 等

VladasKairiukschtis:EinigeGesetzm釜ssigkeiten

inderLokalisationderLungentuberku10seundihre

diagnostischeundpraktischeBedeutung.Erfahrung

mitderPneumothoraxbehandlung.

肺 結 核 ノ部位 二關 シテ ニ ツ ノ定 則 ガ ア ル。其 ノー ツ ノ・

肺 結 核 ・・左肺 ヨ リ右 肺 二多 ク、其 ノニ ノ・左 肺 ニ テ ノ・多

ク進 行 性 ヲ示 ス コ トデア;レ。 著 者 ハ2㎜ 例 ノ結 核 患

者 二就 キ之 ノ鮎 二關 シテ検 討 シテ キ'レ。而 シテ共 ノ結

果 ヨ1,實 験 的 二人 工 氣 胸 術 ヲ施 ン、論 ヲ氣胸 療 法 二及

ボ シテ キ ル。

1・ 肺 結 核 ハ、Turban氏 分 類 二依'レ ニ、 其 ノ第 一 期

ニ テ ・・疑 ヒモ ナ ク右肺 二多 イが、第 二 期 ニ テハ 右 肺 ニ

テ稽 こ減 少 シ左 肺 二墳 加 シ、第 三 期 ニ テ ハ却 ッ テ右肺

ヨ リ左 肺 ノ方 が多 徽 ヲ 占 メ テ キ ノレ。而 シテ左肺 ニ テ ハ

進 行 性 且 ソ滲 出性 デ ア ル。即 羊肺 結 核 ・・右 肺 二始 リ左

肺 二終'レ。

2。 故 二實際 上 、若 シ爾肺 共外 見上 同程 度 二侵 サv殊

二相 當 二進 行 セ ル場 合 ニ ハ.ム シ ロ左 肺 ハ活 動 性+リ

ト診 噺 シ從 シテ 氣 胸 術 ハ左 側 二行 フ ベキ デ ア ル。

録 【第14巻

ρ

3,剛 側 肺 結 核1角 高 着 ン瓢 胸 ヲ施 行 セ ン 場 合 ニ ハ

純 ヘ フ1左肺 疾 患 ノ勉 行 性 ナ7v二 留 意 シ右 肺 ノ・アvリ

張 度 二爆 繍 セ ザ ルヤ ウ ニ ヴ.逆 呂左 側 二施 ス際 ニ ハ比

較 的 張 〃厭 シ右 肺 ノ病 勢 ヲ怖 レル ノ要 がナ イ.

4.・e側 性 氣 胸 ノ紹 果反 封 側1病 勢h'懇 化^ル 轡 舎

ハ右 肺 ヨ リ毛 ノ1:肺二 多 ク見 ラ レル。(刀 暢 山 大門 抄 ノ

油 胸 術 二 見 タ ル珍 ラ シ串 一 含 僻 痙

W.Deutschmnnn:Ein`・selteneKompSikationdes

O1eothorax.

フ ラ ン ス學 涯 ノ女 厭 中 二油 胸 術 ノ 肋 膜 外 倉 併 症 ノー

ツ ト ヴテPara伍nom;'柵7.,vts殊 ナ腫 癌 形 成 ヲ記 載

ヴテ ヰ ル が.ド イ ツニ ハ未 グ コ ノ級 告 ヲ見 ナ イ。 著 猛

ハ ソノ療 養 所 デ取 扱 ヅ タ多 敷 油 胸 施 術 患 者 中.僅 カ ニ

1例 二於 テ所 調Pam伍oom二 頬 似6〃 郁 チ胸 壁 内淋

巴 腺 ノ血 管 腫 性 二愛 生 シタ 症 例 ヲ認 ノ コ レ ヲ 報 告 シ

テ ヰ ル。

患 者 ハ 主 二左 側 空 洞 性肺 結 核 ヲ有 ス'vM人 デ.1年 牛

前 ヨD,開 始 シタ人 工 斌胸 側 二癒 著 ヲ認 メ 始 メ タ ノ デ.

是 ヲ防 止 スル 目的 デ1933年 春 油胸 術 ヲ行 ツ タ.笠 年 夏

迄 良 好 二絶 過 シ4h'、 段 々7,:腕 ノ蓮 動 ノ制 限 サVlv二

氣 附 キノ1:側胸 筋 二 或 程 度 ノ 膠 著 ヲ訴 ヘ ル ニ至 ツタ.

診 察 ス ル ト前 後 ノ腋 窩 線 間 、左 大 胸 筋 縁 カ ラ腋 窩 二至

ル部 位!皮 下 二厭 痛 ヲ件 ・・ナ イ 小結 節 ヲ 働 レ小組 織

斤 ヲ摘 出 スル ニ 肉眼 的 二 ・・脂 肪 組織 内 二 境 界 鮮 明 ナ

多敬 濃 黄 色 ノ結 節 ヲ認 メ.割 面 ニ テ亭 滑 ナ壁 ヲ有 ス ル

多数 ノ内 二黄 色 液 髄 ヲ充 シタ 蜂 禦 織 性 ノ 嚢 腫 デ顕 徽

鏡 的 ニ ハ密 接 セ ル廣 キ淋 巴腔 ヨ リ成 ル。部 チ 多 骸性 ノ

淋 巴 管 腫 デ吸 敦 脂 肪1反 メ ニ 濃 黄色 ヲ 呈 セ ル モ ノ デ

ア'レ。 温 熱 貼 布 、Massage等 ニ ヨ1,1年 後再 診 時 二

・・隆 起 セ ル腫 瘍 ・・殆 ソ ド痕 跡 ヲ硬 サ ズ ニ退 行 シ、左 腕

ノ運 動 モ完 全 二恢 復 シ タ。コ ノ淋 巴 管 ・登 生機 博 二腸

シテ著 者 ノ・、充 進 シ ワ肋 膜 ノ吸 敢 作 用 ト、 ソ ・タ メ ニ

培 加 シタ 輪 送 脂 肪 ザ 淋 巴 腺 組織 二慢 性 ノ 刺 戟 ヲ與 ヘ

タ メ ニ血 管 腫 ヲ 聚 生 ス ル誘 因 トナ ツ タ モ ノ ト 考 ヘ テ

ヰ ル.(刀 根 山 河 瑞 抄 ナ

結 核 薗 ノ獲 育 形 式;就 テ

V.DrobotjkoundMitrrbeiter:Ent"'icklungsformen

des1'uberkelbazillus.

Koch結 核 菌 ・・普 通 ノ 桿 状 菌 以 外 二 非 抗 酸 性 菌 二見

ラ レル凡 テ ノ形 態 ヲ 有 ス ル モ1デ ア ル ト 云.・ レ テ キ

'レ机 者 者 等 ・・コ レ等 ノ事 實 ヲ多 薮 ノ結 核 患 者喀 廣 及

ビ種 々ノ培 地 二駿 青 セ'レ純 梓 培 養 内 ・結 核 菌 二就 テ
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観 察 シ、 ソノ相 互 間 ノ關 係 ヲ探 求 シ是 ヲー 定 ノ駁 育 系

統 内 二整理 セ ン ト試 ミタ。

培 地 ハ液 状 ノ モ ノ固形 ノ モ ノ,蛋 白質 ヲ有 ス'レモ ノ有

セ ザ ル モ へ 或 ハ榮 養 素 ノ臓 富 ナ モ ノ乏 シ キ モ ノ或 ハ

叉 異 常 型 ヲ生 ジ易 イ ト云 フLithiumchloratumヲ 混

ジタ,vモ ノ等14種 ヲ用 ヒ.染 ・色 ・・圭 二Z距hl,Much

及 ビWeiss法 虹 二Pyoktanin法 二俵Pレ.最 後 ノ モ ノる

ハ 菌髄 ガ太 ク暗 褐 色 二染 リ黒 染 セ,レ 雑 粒1位 置 ヲ識

別 ス,レ ニ適 ス ル ト云 つ。

著 者 等 ・・Kuhn,Mellonノ 云 フ如 キKokken・Diplo・

kokken,Tetraden等 ヲ認 メ'レ コbカ'出 來 ナ カ ツa、

郎 チKoch菌 ハ大 膿 次 ノ四 期 ノ獲 育形 式 ヲ経 過 ス'レ

モ ノ ト考 ヘ ラ レ,レ。

1.dagvegetativeStadium.

2.dasStadiumderK6rner(Sporenbildung).

3.dasStadiumderGonidangi,en(Riesepzellen).

4.dasStadiumdesfiltrierbarenVirusGonidien)

通 常 ノ桿 状 菌 ハ成 熟 期(vegetativeStadium:1二 當]レ モ

ノデ ソノ大 サ ハー 定 ノ範 園 内 ヲ動 樒 シテ ヰ ル が、種 々

ノ培養 基 二由 り或 程度 ソ ノ大 サ ヲ 憂 ズル モ ノデ ア,レ

郎 チ、培 地 が好 都 合 デ ア レバ ア ル ダケ壁 育 ノ・豊 富 二桿

菌 自身 ・・大 キ 〃太 クー 糠 二細 長 ク弧 〃染 色 シ。培 地 ノ

榮 養 ガ悪 ク螢 育 二不 適 當 ナ場 合 ニ ハ 菌 ハ 織 弱 倭 小 ト

ナ'レ。叉 時 二純 培 養 内及 ビ病 的産 物 内 二極 メテ長 大 ナ

分 節 セ,レFuchsin弱 染 色性 ノ 桿 菌(所 謂1angeseg・

mentierteStabchen)ヲ 認 メ]レコbザ ア ル。 同襟 二叉

通常 大 ノ 非 抗 酸 性棒 菌 ヲ認 メ1レ コ トモア'レ。(所 謂

UaueSt茎bcben)共 三通 常 ノ成 熟 型 ノ異 型 ト見微 シテ

ー緒 二包 括 シテヰ ル.前 者 ・・顧 粒 ヲ有 セ ザ ル非結 實 性

ノモ ノデ 早 晩 生 活 不 能 ノ 各 分 節 二分 裂破 壊 シテ シマ

ウモ ノデ ア リ、後 者 ・・一般 二幼 若 菌 ト シテ ヤ が テ成 熟

ト共 二抗 酸 性 ヲ獲 得 ス μ 二 至 ノレモ ノ ト考 ヘ ラ レテ ヰ

ル ガ著 者 ノ陳 荏 ナ 液 饅 培 養 基 叉 ハ 病 的 材料 中 二於 テ

之 ヲ認 メ ル コ トザ出 來 タ。コ ノモ ノハ時 二抗 酸 性 或 ハ

非 抗 酸 性 ノ穎 粒 ヲ有 シー 見 「ヂ つ テ リー:菌 ノ如 キ観

ヲ呈 ス'レコ トがアJv(所 謂diphtheloideForm)。

次 二著 者等 ノ・種 々 ・染 色 法 二依 ・ヅ テ 喀 候 内 及 ビ純 培

養 内 二於 テMuch頼 粒 カ ラ結 核 桿 菌 ノ慶 育7・]レ事 實

録 62"

ヲ詳 恕 二迫 求碗 認 シMtnch瓢 粒 ヵ●紹 核 菌 ノ獲 育 裡 路

=m大 ナ ル意 磯 ヲtl'7・JVコ1・ ヲ唱 ヘ テ キ'レ。即 チ遊 離

顧粒 ハ先 ヅ納=膨 大 ン欄 圃 形 ヲ呈 ・7ソノ先 端 ハWeiss

染 色 デr6tlich或 ハviotett二 染 リ更=延 長 ン逡 二桿

状 トナ リソ!内 二斯 ン キ願 粒 ヲ生 ・ご,レ、コ ノ微 細 珊染

性 ノ顧 徽(unt'eibeK6rηoゼ γノ・漸 時麟 性 ・bナ リソ ノ敷

ヲ増 シ7--9〃 二至 レバ全 ク成 熟 ノ城 二逡 シ爾 後 葡 ハ

老 朽=入'レeUllチ 顎 粒 ノ内1-2ケ ノ ミヲ残er他 ハ退

色 萎 楠 シ菌禮 臼身 モ 抗 酸 性 ヲ 失 ヒmattrosa時 二節

薄 、t規 則 ナ'レ鱒 曲 ヲ示 シ所 謂Trommelsch15gelform

トナ ル。最 後 二顎 粒 ハ菌盤 ノ先端 若 ク ハ側 方 ヨ リ被 膜

ヲ破 ツ テ 菌盟 外 二遊 離 ・y(reibeK6merl更 二是 ヨ リ新

シキ城 育 循 理 ヲ初 ノル(口 示)。

第 三 二著 者 等 モ他 ノ非 酸 性 菌 二 見 ル 如 ク 特 別 二巨大

ナ 菌 創1チL6hnisノ..Gonidangien'`,Kuhnノ ・,Pet-

tenkofferia●'ト 稽 スル 毛 ノヲ 認 メ テ ヰ'レ。 ヨ ノモ ノ

ノ意 味 ・・不 明 デ アIVh'、Fuchsin二 均 等 二染 マJレ菌鰻

内=.小 ナ'レ顧 粒 性 物Pt--Gonidien(L6hnis),Petten-'

kofferiensporen・'Kuhn-一 ヲ生 ジ、ヤ カ'テGonidangien・

ノ被 膜 が破 レ菌 ハ全 ク 見 エ ナ ク ナlv、 時 二blass二 染

マ ル空 虚 ナ被 膜 二少 許 ノ小題 粒 ・ 附 著 スル ノヲ 認 メ

ル コ トが ア ル。

第 四 二 濾 過 型 結 核 菌 デ ア ル ガ、 一 般 ニ コ ノモ ノハ

Muchノ 順 粒 型 二他+ラ ズ シテ ソノ大 サ ノ極 メ テ徽 組

ナ ル モ ノ ト信 ゼ ラ レテヰ ル ガ、著 者等 ノ認 メ タ ル 如 ク

Much穎 粒 が容 易 二 普 通 培 養 基 上;テ 桿 菌 ニナ ル鮎

ヨ リ考ヘ ル ト、所 謂濾 過 型 ガ ソ ノ蟹 育 培 殖 ノ容 易 デ ナ

イ ト云 つコ トハMuch顧 粒 ト全 ク 別 個 ノモ ノナ ル コ

bヲ 示 ス モ ノデ ア ツ テ恐 ラ ク ノ・Gonidangienヨ リ生

ズ'レGonidien二 相 當.7・7Vh'如 キ モ ・ナ ラ ンb云 フ。

最 後 二結 核 菌 ノ分 枝 状 型(dieverzweigteForm'二 就一

テ ー 言 シテ ヰ ル。

以 上 要 ス'レニ著 者 等 ガ ソ ノ観 察 二 依 ッ テ 樹 テ タ城 育

形 式 ノSchema・ ・一 ツ ノ根 幹 二過 ギ ナtモ ノデ、 夏

二現在 研 究 ノ 中集 落 解 離 ニ ヨ ル,,S'も ・...R"・ 型 二就

テ ノ観察 ヲ加 ヘ テ 將 來 改 善 補 綴 スベ キ モ ノデ ア ル ト

云 つ.・(刀 帳 山 河 端 抄,
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結 核 外 專 門 雑 誌

LUbeck二 於ケル乳見結 穫
ロ

DieS5uglingstuberkuloseinLObeck.(Arl).ausd.

Reichsgesundheitsamt,Bd.69.1935㍉

,930年LObeck市 二於 ケ,レ乳 見 ノ結 核 榊 患 二際 ン テ、

掲 逸 保 鯉 局 へ 内筋 省 ノ指 間 及 ビ援 助 ・ドニ局 長Rei

ter歌 授 以 下 ヲ禦 ゲ原 因 窮 明 二努 力 シ・e"。1い 検 甕 成

績 ヲ各槍 當 者 が分 搬 報 告 シ テ ヰ ル。

±Ltibeckノ 乳 見 結 棲 ノ疫 學

Moegling.(BadBerka):Die,.Epidemiologieder

L'dibeckerSinglings・tuberculose.

1929蛮 手 ノ12月10Hカ ラ1930年 ノ4Jj30H-7ラt一 二、

Ltibeckiliノ 生 後10日 以 内 ・251尺 ノ乳 見 ・・Calmette

法 二準 擦 シ同 市 公立 病 院.製 刺 室 デ作 ラ レタ栃 料 子接

種 ヲ ウケ タ。 是 等 ノ乳 見 中、77名 即 チ30.7㌔1、1歳

ノモ ノ76名 卯 千30%、2歳 ノ モ ノ11＼ 、3歳 ノ・ナ

・Y.kが 不 幸 ナ轄 帰 ヲ トツ タ。 死 亡 者 ノ72名 、 仰 手共

・93 .5ウ・ノ・全 身的 結 核 デ 死 ンダ ・宇 ア ッテ、 同時 二

生 レB.C.G施 置 ヲ ウeヌ164例 二就 イテ 見Jレニ1

歳 デ ノ・16Lillチ9.S・rJ、2歳 ト3歳 デ ・・、3、 線 数19

窪11チ11.5ク6ノ 死 亡 荷 がア ル が、 コ ・中 デ ノ・拮 核 デ死

ソ ダモ ノハ ナ カ ツタ ノラ'アル。 コ ノ77例 中68例 ・・、

屍盟 解 剖 デ 診噺 が確 認 セ ラ し ・。コ レ等 ノk多 聖'・・感

染 後 第4乃 至第8週t'・ ・臨 殊 上 確 定 ン得JV病 状 ハ 呈

セ ス、死 亡 例 ハ 接 種 後3乃 至4ケ 月 ガ多 ク ソ レ以 後 ノ・

漸 次 少 〃 ナソ テ ヰ ル。 最 モ長 イ例 ・・」2ケ 月 二 死 ンデ

ヰ ル。 ソ ノ後 マ デ生 存 シタ乳 見 ノ・豫 後 良 好 デ ア ツ タ.

病 状 ・・甚 ダ多 種 多標 デ ア リ、且 大盟 群 別 ス ノレ事 が出來

ル!鮎カ ラ見,レ ト、接 種 材 種 ガ必 ズ シモ製 作 上、.同 … 條

件 ニ ヨソ テ ナ サ し タノ デノ・ナ イ事 が想 像 出來 ル。卯 千

菌 浮 游 液 ノ 量 的 相 異 、 或 ノ・同一 菌 鎚 デ ア ソ タ トン テ

モ、毒 性 が異 ツ テ ヰ タ ノデノ・ナ イカ、 叉 製 造 時 活 性 ノ

モ ノ ト非 活 性 ノモ ・ヲ 種 々 ・ 量的 關 係 二混 ジ タ 等 が

考 ヘ ラ レル。事 實 、 罹 見 ノ細 菌 學 的 検 査 デ モ亦 接 種 物

調 製 ノタ メ ニ保 有 セ ラ レテ居 タ材 料 中 ニ モ、非 活 性 培

養 モ活 性 培 養 モ ア ツタ コ トが後 二報 ゼ ラ レタ。且 臨 殊

的 ・観 察 カ ラモ、調製 二際 シテ ノ其 ノ活 性度 が様 々デ

ア ツ タ事 が推 知 セ ラ レル。

吾 人 ノ興 味 ヲ感 ズ ルノ・、此 ノ不 幸 ノ経 過 中 二知 ラ レ タ

次 ノ様 ナ確 カナ事 實 デ アル。郎 チ罹 患 兇、3分 ノ2以

よ ・・多州 銅 期 ヲ絶 テ コ レニ携 勝 チ,而 ンテ共 ノ

後 ・・障 碍 ヲ ウケ'レ 井 モ ナ 久 更 二墜 育 ヲ縦 継 ノ舛

云 唱 賞 ヲ・リレ… ・良 好 ζ'畷 育 一僻 プ 醗 ノ た

部 分 が廣 範 ナ ル 乾 酪 化 痢 竃t・ 有 灰 化腸 間膜 腺 ヲイ∫ン

居 タ バ`ヲ 考～ レ時 一厚 ・備 ヲ艇 ス'レ。 而 ノテ叉 綴

過 中、 斬 ン イ病 竃 ヲ作1,,n己 感 染 二至 ラ ノ ノ'レコF

が少 ナ カ 〃 ・ 吃1臆 二値 獄 キ レセ わ け ラx・ 以

上 ・1;k+'IS實 力 う見'・}・人 間 ノ結 核 二 封 ス ル 抵 抗 ・'

乳 免 子'モ甚'ズ たナ ル モノ デ ア ノノ ト云 フ ヨ ト ガ リ カ ル。

95f嬬 シ 列 … コ ・事 件"'Yrノ 、ノ・次 ・標 ナ事 ヲ観 察

シ得 タ事 デ ア'レ。仰 チ最 初 ノ感 染 個 所 力'豫後 二1げ ル

影響 ヲ及 ボ ス モ ・デ ア ル ト。例 へ ・ξ死 亡 セ ル モ ノノ・肺

結 核 デ ア リ、維 口感 染 ラ'葱起 セ ラ,・タ腹 部 ノ原 費病 竃

ノ・比 較 的 生 命 二彰響9與 へ 予 ヰ+ヵ ツタ事 實 ラ'ア ・㌔

r長 ∫く細 菌 陳 抄)

Lifbeckノ 乳見 結 核 ノ病 理 及 ビ臨 淋

P.Sc摘mann.`'Berlin'u.H.Kleins('hmidt

(K6hn):PatbologleundKlinikderLSilN)(・ker

Stiuglingstuberkuloseerkrankung.(Arb.augd,

Reichsgesutidheitgamt.,

1.病 理 解 剖學 的 所 見

病 理 及 ピ臨 肱 方 面 二 於 イ苧 日1謂L曲eck事fi・ ザ特 二

吾 人 ヲ教 示 シタ ㌧ ・、 一一二 如 何 ナ ル 蘇 件 ドニ結 杉揺

染 ガ起 キ タ カ ト云'アコ トヲ精 確 二 認 識 セ.川 事 二

蹄 ス ル。但 シ コ ノ條 件 ・・根 本 的 二 ・・凡 千 ノ子 供 二 同 一

7'ア'ソ テ、從 ツテ観 察'"・ベ キ 範 固 モサ マ テ廣 汎 デ ナ カ

ツ タ ノハ遺 憾 デ ア ・・。 唯 コ ノ際 、時 間 的 關 係 ザ ア ・レト

同糠 二 如何+ル 程 度 ト如 何 ÷'レ 様 式 デ経 ロ感 染 二際

シテ解 剖 學 的 二病 原膿 ノ着 宋 、吸 牧 及 ビ建 留 ガ詮 明 セ

ラル ・カ、叉 コ ノ感染 二當 り是 等 ノ程度 或 ハ檬 式 ザ出

産 直後 ノ子 供 二i封 シテ如 何 ナ ル 意 義 ヲモ ツ子 ヰ ル カ

ニ 關 シ千 ・・LUbeck二 於 ケ,レ観 察 ・・決 定 的+解 決 ヲ

與 へ得 タ ・デ アツ タズ 観 察 ・・次 ・様 デ ア,・ タ.

「ワ ク千 》」・経 路 ハ 患 見 ノ死 亡
、生硬 三捌 セ7皆 同 ジ

ク原壁 群 ノ像 ヲ示 シテ居 タ。勿論 ソ レハ個 々ノ場 合 二

於 イテ ・・贋 ζ異 ツテ ヰ タ ノ ノ・云 フ マ デ モ ナ イ.吾 人 ・・

ロ腔 カ ラ到 達 シ得,レ盟 ノ内 表 ヲ四 ツ ・ 領 域 二 別 ケ ル。

即 チ欧 氏 管 及 ビ中 耳 ヲ含 メ タ ロ腔 、食 道 ト胃 ヲ含 メ タ

中央 ノ清 化 管 、小腸 及 ビ嚥 下 二際 シ、特 二乳 兜 二於 テ
b
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場 合 ニ ョ リ侵 入 シ 得 ル 肺 デ ア'レ。 是 等 四 頒 城 ハ凡 テ

18.3%、50%、3006、1.7つoノ 害ll二椛 患 シ'ttノ デ ∵

ツ タ。

結 核 ノ病 理 各 論 二劃 シテ・・諸 戯 察 ・・多 敬 ・新 シ イ所

見 ヲ與 へ 或 ・・前述 ・戴 察 ヲ 確 認 セ シム ル具 トナ ツ

タ。特 二多 数 ノ頸 部 淋 巴 結 節 ノ疾 患 二於 テ・・原 搬領 城

ノ内部 ノ ドコ ニ コ レニ1煽ス ル 塑 化 ガ 存 ス ル カ ト云 つ

コ トザ証 明 サ レ,從 來 系統 的 二 ・・殆 ン ド研 究 サ レナ カ

ツタ定 型 的 ナ原 凝 結核 像 ヲ 詳細 二究 メ得 タ ノデ ア ツ

タ。

結 核 ノ病 理 線 論 二樹 シテ,是 等 ノ概 察 ・・原 城 群 ・・原 荻

結 核 ノ規 則正 ジ イ現 象 ノ現 ハ レテ ア リ、而 シテ病 原 ガ

寛 盟組 織 中 二侵 入 シ 殉 レ場 所 コ 明 示 ヌ ル モ ノデ アル

事 ヲ示 シタ。病 氣 ガ 更 二進 ム コ ト・・徹 底 的 二喰 ヒ トメ

ラ レタ,原 駿感 染 ノ特 殊 ナ局 所 限 定 ハ病 氣 ノ更 二進 ム

上 d二意味 が ア ル ヤ否 ヤ ノ問 題 二 封 シ テへ 検査 ノ結

果 、血行 ニ ョ'レ病 毒 ノ振 大 ・・コ レ ヲ否 定 ジ、 反 之 、淋

巴ヲ 介 スル 振 大 ハ コ レ ヲ 肯 定 セ ネ バ ナ ラ ナ イ立 場 二

至 ツタ,腸 へ ・限 局 性 二 次 的 作用 トシテ、 原登 感 染 及

ビ ソ レニ随 從 ス ノレ腹 膜 結核 ぐ 死 亡 シタ小 見"35/6二

観 プレ、叉 結 核 性 肝 臓 炎 モ少 〃ナ 〃、 是 等 二 ・・曖 竃硬

愛 へ移行 ヲ示 シテ居 タ ノ デ ア ツタ.

時 間的 ノ方 力 ラ次 ノ様 ナ観 察 ガ得 ラ レタ。組 織 的攣 化

ノ最 初'直 接 徴 候 ハ臨 鉢 的 ニ ノ・頸 部 淋 巴結 節 ノ肥 大

デ アツ タ。最 初 ノ感 染 後44日 デ死亡 シタ 子 供 ハ 屍 髄

解剖 二際 シ、 頸部 淋 巴結 節 ノ・全 ク …様 二乾 酪 襟 ニ ナ

リ、一 ツ ノ繊 維 二移 行 シ タ線 邊 ヲ形 成 シテ ヰ タ ノデ ア

ルp然 シ他 イ場 合 二於 イテ ハ原 費 群 ノ淋 巴結 節r於 ケ

ル治 癒 現 象 ・・同 時 ニ ハ現 ・・レナ イデ 最 初 ノ感 染 後58

日デ石灰 化h'見 ラ レ、20-21週 後 二 ・・ナ ホ ー 厨 規 則

正 シク現 ハ レテ 乗 タ 、ソ レデ生 後2ケ 刀 ノ子 供 デ サヘ

モ石灰 化 セ,レ淋 巴結 節 ノ・、コ レ ヲ以 テ結 核 感染 が凡 ソ

出産 前 二行 ハ レタ ト云 フ 讃 櫨 二 ・・ナ ラ ナ イノ デ ア ル。

同標 ノ コ トハ全 均 感 染 ノ程 度 ニ モ言及 セ シ メ得 ル。

要 ス'レ.二LUbeck二 於 ケ 〃観 察 ・・第1同 感染 ノ始 メ

カ ラ鍛 ヘ テ ーN一日一一ハ、 既 二 全 均 的結 核 デ死 二至 ラ シ

メ得 ノレ ト云 フ事 ヲ示 シタ ノ デ ア ツ タ.全 盟 トシテ最 初

ノ感 染 カ ラ全 均 感染 、延 イ テ死 二至 ル マ デ ノ期 間 ・・1
ロ コ し

ケ 月牛 乃 至6ケ 月 ト稻 スJレ事 が出來 ヤ ウ。早期 全 均感 、

染 ヲ齎 ス病 竈 ノ大 部 分 ノ・多 ク ノ 群 ニ ナ ツテ 生 ジテ キ

タ ノデ ア ル。而 シテ コ ノ群 集 的 獲 生 ノ・病 竈 ノ種 々ナ ル.
　 ヨ

大 きサニ於!テ 見ラV49結 核性膿膜炎 ・・72例 中乎9

餓 ㎝

例 槻 察 サ ・〃 が,是 等 二於 テ ハ 最初 ノ感 郵と・後 早 ク テ

10巡 後、 遅 ク,45週 後 二臨 肱 的 二現 ・・レタ ノ デ ア ツ

タ。 死 ハ敲 初 ノ感 染 後72乃 至313tgノ 後 デ ア ツ タ。

特 殊 ナ1例1・ シテ或 ル乳 見!・最 初 ノ 感 染 後90日 目 デ

ハ結 核 菌 ヲ吸人 ン テ モ 最jl隻原 擬 群 ノ像 デ反 庶 シナ カ

ツ〃 ト云 つ コ トヲ確 ノ得 タ。15し期 乳 兜 結 核 ・像後 ノ・良

好 ナ ラズ ト云 ノ2,3ノ 病 理 崇,κ及 ビ臨 肱 家 ノ意 地 ノ・

Ltibeckズr供 二於 ケ'レ概 祭 ニ ハ適用 サ レナ イr,死 磁6

解 剖 ノ所 見 デ サ ヘ モ 若年乳 兄 ・ 身髄 ・・結 核 ノ感 染 二

打 千勝 ツカ が た テつ',レ ト云 フコ トヲ示 シテ ヰ ル。他 方

デ ノ・椛病 セ ル 」㌦供 デ初 生 免 二於 イ テハ,初 期 感 染 ガ生

理 的 食 道 以 外 二現 ・・レル時 、卯 チ肺 及 ビ 中耳 二起 ツタ

時 二意 味 が ア ル ト云 フ有 檬 ニ ナ ツ テ ヰ ルρ乳 見 デ食 物

ト屡 竃接燭 スル ノ ハ コ ノ場 所 デ ア ル。仰 チ食 物 ヲ逆 昇

セ シ メタ リ、叉 ・・嘔 吐 二際 シテ見 ラ レ'レノ デ ア ル。 而

シ テ注意 ス ベ キノ・ソ ノ原 褒 結 核 ガ 食 道結 核 ノ型 ヲ ト

ル際 二於 イ テ ノ ミ」述 ノ事 が 適 用 セ ラ レ ル ノ デ ア ル

2.臨 肱 的観 寮

自然 感 染 條 件 下 二於 ケ ル如 クLtibeckノ 症 例 二 於 イ

テモ 小腸 ノ原 搬 群 ノ様 々 ノ完 全 ナ.或 ノ・少 ク テ モ制 限

サ レ+イ 病 状 ヲ呈 シテ ヰ タ ノデ ア ル。 時 気 殊 二強 イ

感 染 二相 當 ス ル モ ノ・・他 方 デ ・・甚 グ 複 雑 ナ現 象 ヲ現

・・シタ ノデ ァ ツ タ。 窪ll強度 腸 出 血、亜 急 性 叉 ハ亜 慢 性

ノ腸 不 通 症 ノ結 梁 ノ高 度 ・鼓 腸 、穿 孔 性 腹 膜 炎 及 ビ輪

膿 管 ノ歴迫 ニ ヨル黄疸 等 デ ア ツ タ。潜在 血 ノ謹 明 ハ診

噺 二 ・・利 用 慣 値 が ナ 〃、 結核 菌 ノ詮 明 ・・「ア}斗 ホ、ル

ミ ・」法 ヲ磨 用 ス ル場 合 ニ ハ失 敗 が多 〃、 胴 知 シ得'レ

脾 ノ腫 脹 及 ビ抵 抗 ・・稀 デ ア ツ タ ノ デ ア ル。

食 慾 不振 及 ビ嘔 吐 ・前 兆 トシ テ 下痢 ノ ア ツ ・・ノハ少

f。 弧 度 ノード痢 ハ個髄 が死 ノ樽 陥 ヲ トル際 二始 メ テ概

察 セ ラ レタ。

腸 間膜 腺 ノ石灰 化 ハ 「レ ン トゲ ン」像 デ・・、 最 モllリ

テ感 染 後1年 牛 乃 至1年9ケ 月以 内 デ 充 分 二 確 實 二

示 サv・A。 之 ハ 感染 後2〃 年 牛 デ・・大 多 歎 二 於 テ詮 明1

セ ラ レ、最 モ遅 クテ モ3年 後 ニノ・列 然bナ ツテ來a。

而 シテ コ ノ時 期 デ ・・石 灰 化 ノ過 程 ・・更 二進 シ ス結 末.

ヲ見 セ テ ヰ タ ノデ ア ツ タ.

腸 ノ食 物 通 過 ヲ阻 止 ス ル 腸 及 ビ 腹 膜 二於 ケ ル追 從 現,

象 ・・生 キ残 ツタ子 供 デ ・・観 察 サ レナ カ ツ ク 樺 部 痛及

ビ下 痢 ・・大 概 充分 二謹 明 サ レ得 タ。

原 獲 食 道結 核 ・・食 物 囁 取 ノ際 一 大 ナ'レ 困難 ヲ招 來 シ!
も ら

タ 叉 鮮紅 色 ノ血液 ヲ混 ズ'レ嘔 吐 ヲナ サ セ ル ニ至 ラ シ'
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エム

メ タ ノデ ア)V。 噴 門 部 二限 局 スル原 獲W紹 核 ノ・殊 二唱

吐 ヲ慧 起 ス ル傾 向 ヲ示 シテ キ タ』幽口腔 原 搬群 ハ臨 殊 的

ニ ハ魯 通 唯 多 少 獄 イ顕 部 淋 巴腺 ノ脈 服 ニ ヨツ テ知 ラ

しタ ・ ミヂ ア ツ タ。初 期 感 染 が度 々咽 頭 上 郁 二限 局 シ

テ現 ・・レル ニ相 窩 ジテ、側 方 頸 部 腺 ハ比 較 的 多 ク罹 病

シ、且 夫 々ハ猫 立 シテ居 タ ノヂ アル。

頸 部 腺 ノ働 化 ハ 長 イ 罹 病 ノ後 デ モ(約4年 後 デ モ)贋

・描 間 性 「カタ)VJノ 絡 末 二現 ハ レタ ノデ ア ヅ タ。締 纏 菌

ノ証 明 ハ動 物 實 験 デ サ ヘ モ時 々失 敗 二師 シ〃.泊 擦 的

ニ ハ刺 切 開 が最 モ確 實 デ ア ヅ" 。

原 壁 ロ蓋 扁桃 腺結 核 ハ 自畳 酌 ノ多 ク ノ所 見 二封 シテ、

銘 肱 的 ニノ・唯6例 二於 イテ確 定 サvタ ニ過 ギ ナ イ。多

ク ハ扁 桃 腺 潰 癌 カ ラ ノ出血 ガ見 ラ レタ。鼻 咽 頭^ノ 初

期 感 染 ノ限 局 二際 シテ ヘ ヤ ・・リ多 ク ノ場 合 血 膿状 或

ノ・血 性 粘 液 標 ノ鼻分 泌 ヲ見 ラ レタ ノデ ア ソ タ。更 二鼻

及 ビ咽 頭 カ ラ ノ喘 鴨 が見 ラ レタ が、コ レノ・普通 ノ・非 特

異 的 ナ ル鼻咽 頭 炎 二相 當 ヌ ルモ ノデ ア ツタ。

咽 頭 沸 渣 及 ピ 胃洗漁 液 中 デ ノ結 核 菌 ノ 謹 明 ハ 局所 的

所 見 ノ確 定 法 トシテ屡 竃ナ サ レ タ が、此 ノ方法 デ ノ・勿

論 原 螢 及 ビ績 漿 ノ髪 化 間 ノ 相 異 ヲ ツケ ル コ ト・・出來

ナ カッ タ。叉 同時 二起 ル肺 ノ疾 患 ヲモ考 慮 シナ ケ レバ

ナ ラ ナ イ。

.21例 二於 イテ結 核 菌 ハ 中 耳 二蓮 シ 而 シテ コ ・デ原 獲

ノ殊 二亜 原 豪 的 感染 ヲ惹 起 シタ。コ ノ中4例 ノ・雨 側 共

二 現 ・・レタ。原 骸 中 耳結 核 ノ診 噺 二封 シテ特 二意 味 ノ

τ ル ノノ・、頸 部 腺 ノ肥 大 ト共 二耳前 淋 巴腺 ノ腫 脹 ノ早
'期 確 定 デ ア ル

。5例 二於 イテ ・・不 全 顔 面 廊 癖 ガ現 ノ・レ

タ。且 コ ノ績 壁 現 象 ノ・非 常 二異 ツ タ範園 ヲ示 シテ ヰ タ

ノデ ァ ル。

,経 口感 染 ノ際 二現 ハ レタ 肺!初 豪 病 状 ノ・吸 入 シタ ル

,結核 菌 ノ量 二左 右 サ レル ノデ ア ル。死亡 シタ乳 見等 、

生 残 シタ者 ヲ問 ・・ズ、 多 少 二拘 ラ ズ 原 登群 ガ現 ノ・レ

タ。但 シ生存 セ,レモ ノデ ハ本 質 的 二幾 分 輕 度 デ ア ツ タ

ノデ ア ル。

,挫 口感 染 後 臨 肱 的 二確 定 サ レ得,レ 範 園 二於 テ1例 ニ

ノ・完 全 二肺 臓 ノ原 號 群 ガ現 ハ レタ ノデ アル。他 ノ場 合

二於 イテ ノ・、同時 二存 在 シタ ロ腔 ノ原 蟹 群 或 ・・少 ク テ

ーモ 後 力 ラ確 定 サ レタ ル 腸 間 膜 腸 ノ 石灰 化 ノ・経 ロ感染

ニ ヨル モ ノデ ア ツタ。金 罵 性 咳 歎 ノ謹 明 サ レル例 ノ・取

リモ ナ ホ サ ズ氣 管 腺結 核 ニ ョル ノデ ア ル。

劇 部 器管 ノ石 灰 化 ハ早 クテ1ケ 年3ケ 月 デ 「Vvト ゲ

,ン」デ謹 明 サ レタ ノ デ ア,レガ、 完 全 二例 外 ナ ク現 ハ レ

録
し ロ 　'【第14巻

'レノ・・1年9ケ 月乃 至2年3ケ 月後 デ ア ツ タ。 全 身

感 染 化 ノ現 象 ハ贋 こ期 彿 シタ檬=ナ ソ テie4。 要 ヌ ル

ニ甚 グ11嘲 二現 ハVタ ノ'ア 〃.最 後 ・死 因 が脳 膜

炎f・ ア ッ〃17人 ノ子 供=就 イ テハ、4入 ノ ミガ ナ*

2歳 デ欄 シ〃 デ ア ソae1歳 ヲPt^テ 後 ・・nt染

ヴタ 子 供 ハ何 レモ 最11覧納 核Yハ 死 ナ ・カ ツタ ノfア

〃●

脾 腫 服 ハ 大愛 腫;釧 察 サ レ タ が;a見 一 於 ク ル 脾腫 ノ

存 准 ハ他 ノ器 官 ノ紹 核 デ モサ ウデ ア ル が.直 チ ニノ・全

身感 染 ヲ意 味 シナ カツ タ ノ デ ア'レ。脾 肥 大 ノ事 實 カ ラ

シテ豫 後 が癌 イ トハ 云 ヒ得 ナ イ ノ デ ア ル.

早 期 ノ金 身 感染 二於 テ 解 剖學 的 ノ 確 定 サ レ 〃多 〃 ノ

骨 閥 ノ態皮 ・・臨 駄 的 ニ ノ・謹 明 シ得 ナ カソ タ。但 ヴ末 期

ノ全 功感 染 デノ、反 射 デ ア ソ タ。

脳膜 炎 ノ際 ノ其 ノ 持 績 期 間 ノ・4乃 至52日 ノ間 ヲ上 下

シテ ヰ タ,水 頭 症 ノ駁 蓮 ハ病 氣 期 間 ト直 接 ノ帽 贋 圃 係

が ア ツタ ノ デ ア ル.贋 膜刺 戟 現 象 ノ・屡 亀見 ラ レタ.

皮膚 ノ結 核 性 璽 化 ノ裁 察 サ レタ ノハ 極 メ テ 稀 デ アヲ

タ。

「ツ ベ ル 〃 リ ン」感 受 性 ノ 潜 在 期 間 ノ 後 二結 核 感 染 ニ

ヨソ テ惹 起 サ レタ解 剖 學 的 愛 化 ハ 既 二 外 部 二臓 熱 ト

シ テ具 膿 化 セ シメ ラ レテ居 タ。 所 謂 初 期 熱 ハ 個 盤 ノ

「ア レル ギ ー」性 愛 調 ニ ゴソ テ 惹 起 セ ラル ・モ ノ トシ

テ誼 明 サ レ得 ナ カツ タ ノデ アツ タ.
　

結核性紅斑 ・・観察 サ レ+カ ソタ.中 毒性紅斑 ノ・時 々見

ラ レタ ガ,シ カシ明 ラカニ結核 デ アル ト云 フ事 ザ分 汐

程度 ニナツテ後、始 メテ見 ラ レタ ・デ アソタ.

眞性貧血 ノ・重篤 ナル病状 が 念 二現 バ レル ト共 二幾倍

;モm加 シタ ノデ アル。

髄重 ・経過 ノ襟子ハ 多歎 ノ死 ノ縛艦 ヲ トツタ病例 デ

ノ・急激 二低下ス ル ノガ特長 デアツタ。高度 二痩創 スル

・ハ殊 二慢性腸閉塞 ノ際 二見 ラレタ。

生 キ残 レル子供 ノ身長及 ピ盟重 ノ培加 ノ・一般 ニノ・良

好 デアツa。 罹病 二依 ル壁育 ノ阻止 ハ比較 的i速力二恢

復 シタ ノデ アツタ。退化的登育 ヲ示 シタ子供 等ハ大 部

分 皆一檬 二盟格 上 ノ特異性 ガアツタ ノデアツタ、

結核罹病 ニヨル抵抗 力 ノ傷害 ノ結果 トシテ皮膚 、 腎

孟、耳等各所 二膿性炎症 が観察 サ レタ。 肛門周園潰癌

ノ・乳 見デノ・結 核菌 ニヨル ノデノ・ナ 久 腸 カラ迷入 シタ

化膿菌 ニ ヨツテ惹起 サ レタ ノデァツタ。

滲出性素 因ハ結核罹病 ニ ヨツテ 明 ラカニ 促進 サ レル

ト云 フ檬 ナコ トノ・ナカツタ。反封 二結 核 二於 イテハ滲
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出 性 ノ子 供 等 ハ ム シ ロ輕.度 ノ、而 シテ非 渉 出性 子 供等

・;ヨ リ重 篤 ナ 病 状 ヲ 示 ・Yタ'デ ア ツaノ ラ●ア ツ タ。

勿 論 強度 ノ感 染 デハ 艘 質 ・・章 要 ヲ ノ・ナ イノデ ア,レ。

「プ リ〃 テ ン」性 結 膜 炎 ノ現 ハ レ タ 最 モ 早 イ時 期 ハ生

後10ケ 月 ノ モ ノ7'ア ツ タ。 凡 テ コt二 該'aSv・)v小 兇

ハ12人 居 タ ノデ ア,レが、 緒 核 ・・進 行 が厩 二停 止 ン 艇

械 復 ノ時 期 二初 メ デ 擢 患 シ タ ノデ ア ッ タ。

、畏 大細 菌 陳 抄)

LifbeCltノ 乳 見 結 穫 ノ細 薗 學 的 櫨 査

LLungeu.H.Peseatore:BakteriologiseheUnter・

suchungenzurL赴b㏄kerS5uglingstuberkulose.(Arb

aus.d.Reich99esundheistsamt],

Ltibcek;於 ケ ル悲 惨 事 ノ原 因究 明 二緬 菌學 的輸 査 が

決 定 的意 義 ヲ有 ヌ ル 事 ハ 自明 ノ理 デ ア ル。コ ・際次 ノ

檬 ナ可能 性 ガ 見 ラ レ、是 等 二就 キ逐 次 楡 査 ヲ進 メテ行

ツタ ノデ ア ソ タ。

1.「 ワ ク 千 ン∠製 造 ノ タメ ニParisカ ラLlibeck二

迭 ラ レタ菌株 ・・BCG374'● ハ 夫 し 自 身純 梓 二有 毒 性

ノモ ノデ ア ツ タ カ、或 ハ非 活 性 デ ア ッテ モ夫 力'活性 ノ

結核 菌 トノ混 合培 養 デ ア ツ タ カ。

2… 本 來 ノ・純 梓 デア ツ タBCGノ 培 養 コ 更 二培 養

ス ル間 二何 等 カノ原 因 ニ ヨ ソ テ活 性 ニ ナ ソ ヌカ。

3・Liibeckデ 非 活 性 培 養 ヲ活性 ノ ソ レ ト取 リ違 ヘ タ

カ、 或 ・・叉 アJ'v不 明 ノ 過 失 ニ ヨ リテBCG培 養 ノ不

純 化 が起 ソ タ ノ カ モ知 レナ イ。

此 ノ問 題ノ・一 ソ ノ根 本 問 題 二緯 括 サ レル。即 チ罹 病 シ

死 亡 セJV子 供 等 ガParisカ ラ供 給 サ レタBCG株 ノ

犠性 ニ ナ ソタ 力否 カ ト云 フ コ トデ ア ル。

サテ検 査 ノ結 果 ノ・次 ノ檬 デ アツ タ。

1.Ltibeckデ 取 寄 セ タ ト稔 ス ルBCG菌 培養 ノ個 々

ノモ ノハ有 毒 性 結 核 菌 ヲ含 有 シテ ヰ タ.

2.邑 ワ クチ ン」ノ残 リノ 中 ニ モ 同榛 二有 毒 性 結 核 菌

.,Kie1"群 力●謹 明 サ レ得 タ ノ7ア ツ タ。

3.Deyck敬 授 ニ ヨ ソテ彼 ノ 動 物 試 験 二用 ヒ4所 謂

純 梓B㏄ 菌 浮游 液 ニ モ 亦 有毒 性 結 核菌 ガ 含 有 サ レ

テ ヰ タ。

是 等 ノ確 立 ニ ヨ リLUbeck二 於 ケ'レ結 核豫勒 直 置 ヲ ウ

ケ タ乳 見 ノ罹病 ト死 亡 ノ・、子 供 ノ膿 内 二於 イテ始 メ テ

BCG菌 が有毒 化 ス ル コ トニ依 ソ テ惹 起 サ レタ ノデ ハ

ナ ク、恐 ラ 〃乳 見 ノ大 部 分 ノ・直 接 有毒 材 料 ノ接種 デ罹

摘 シ死 亡 シタ ノ ダ ト云 フ コ トが分 ル。

サ テ今 度 ハ ドウ シテ有毒 結 核 菌 ガ培 養 ノ中 二、及 ピ コ

録

4

㈱

・培 養 ラ●製 造 サ しタ 「リ ワ・トンー・中 二入 ツ タ カ ト云 フ

問 題 ニ ナ ル が、コ レニ封 シテ ノ・次 ノ擁 ナ可能 性 ガ考 慮

サ しつレ ノデ ア ル。

1.BCG培 養 が有 毒 型 二 向然 二移 行 ンタ.

2.培 養 中 へ異 種 ノ有 毒 納 核 繭 ガ侵 入 シタ.CPチ 不 純

化 シタ。

1.二 封 シテ試 ミ うレ タ橡 査 ハLiibeck悔"t'BCG

菌 ノ有 毒 性 ヘ ノ 面然 的 穆 行 叉 ハBCG菌 ノ毒性 上 昇

三 ヨ ツテ 慧起 サ レタ ト{フ 考 ヘ ニ凱 ス ル,何 等 ノ穣 櫨

鮎 ヲモ奥 ヘ ナ カ ツタ.

2二 封 ス'レ槍 査 ノ、次 ノ襟 ナ結 果 ヲ出 シタ。帥 チ考 慮 サ

レJVベ キ時 間 内7'・ ・Deyck秋 授 ノ實験 室 中 ニノ・BCG

培養 ノ外 二唯2ツ ノ結 核 菌 株 が ア ソ タ ノ ミデ ア リ、而

モ1ツ ノ株 ・・.,Kie1"デ ア リ,他 株 ・・,,Werner"デ

　

ア ソ タ^

次 二著者 等 ノ・羅 患 見 カ ラ分 離 シ タ 有 毒 性 堵 養、 「ワ〃

千 ン」ノ残 絵 、 及 ピDeyckニ ヨ ツテLUbeckデ ナ サ

レタ,レ動 物 試 験 カ ラ ノ有 毒 性 培養 ハ,,Kiel`● 結 核 菌

株 二外 ナ ラザ,レ事 ヲ 謹 明 シタ。Kier株 ニ トツ テ特 色

デ ア'vノ ・・SautOn培 地9線 愛eシ メ ル コ トデ ア,レ.

然 シ如 何 ニ ンテKie1菌 ガ'ワ 〃 チ ソ」製 造 二用 ビ ラv

タ培 養 内 二迷 入 シタ ト云 フ事 二關 シテ ノ・、設 明 ノ・輿 へ

得 ナ カツ タ。r長 大細 菌 陳 抄)

L廿beckノ 乳 見 結 楼 ノ際 ノ「ツ ベ ル ク リン 」感 受性

二就 イテ 、

M.B6cker(Univ.-Kinderklinik.Hatnburg);t〕ber

dieTuberkUlinempfindlichkeitbeiderLiibecker

SiuglingstUberkufOse.

Kleinschmidt(K61n);(〕berdieTuberkUlinempfindli・

chkeitbeiderLtibeckerS5uglingstuberkulose,Nac.

hw・rt.(Arb.aus.d.Reichsk・esundheit・amt)

Llibeck事 件 二於 ケ ルi'ソ ベ ル ワ リゾ:反 慮 ノ成 績 ノ・次

ノ標 デ ア ソ タ。結 核 二侵 サ レタ疑 ノア,レ重 篤 ナ ル乳 見

デ ノ・皮 内反 応 ノ・繰 返 シ テ 行 ツ ゲモ ノデ モ完 全 ナ ル陽

性 反 慮 ヲ詮 ス'レ事 ハ 出來 ナ か ・タ。

牛 結 核 「ツペ ル ク リ ンニヲ使 ソテ モ 亦 結 核 見 ノ 緯 テ陰

性 デ ア ツタ。

「ツ ベ,レク リ ン」感 受 性 ノ量 的 測 定 ・・次 ノ糠 デ アソ タ。

コ ノ測 定 ・・29人 ノLUbeck・ 結 核 乳 見 二封 シテ階 段

的 二量 ヲ異 ニ シタ 「ソ ベ ル ク リ 辺 ヲ注 射 ス ル コ トニ

依 ツ テ試 ミ ラ レタ ノデ アル。6人 ノ乳 見 ハ 「アル トツ

ベ ル ク リ ♂:1:100000.Oノ 害サ、12/vノ 孚し見 ノ、1:1000000
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ノ割、7人.ノ 乳 免 ・・1:1(DOOOO.4人 ノ乳 兄 ・・1:100{}O

・割 合,,反 庶 シタ ・テワ 朔 。コ レニ從 フ ト 「ッベ'レ

リ ン」 ノ感 受性'・ ・般 的 二 噸 て二搬 デ ア'レ ト云 ヒ得

lvノ デ ア ル。而 シ テ是 算 ハHamstorf二=ル 腺 フ丙質 小

兄 ノ感 受Jans均 傭 ヨ リ逼 二低 イ。(長 大 緬 菌 陳 抄l

Ltibeckノ 乳 鬼 結 根 二際 シ テ ノ胸 廓 域 ノ 「レン ト

ゲ ン 」所 見

9.Hermann(LUbeck)undR.Gertrud(Hamburg):

R6ntgenbefundeimBereichdesThoraxbeifレr

LttbeckerStiuglingstuberkulose.(Arb.aus・d,Reit'hse

Jesundheitsamt)

Lebeckノ 子 供 等 ノ胸 廓 「レ ソ トゲ ン」所 見 ヲ見,レ ニ死

亡 セル1覧供 デハ様 々 二霊 篤 ナ 痩 化'h'見 ラ レル カ"生殖

セ ル子 供 等 デ ハ109。1・云 っ少 数 二 於tテ ノ ミ、病 的愛

化 ザ ア ツ〃 ・デ ア ・・。而 モ コ ・所 見 モ大 盟 軒渡 且 ツ良

性 ノ病 型 二相 常 ス ル モ ノデ ア ワタ ノデ ァル.死 亡 セ'レ

子 供 等 ノ病 的像 ノ大 部 分 ・・原 狡 群 及 ビ撤 布 デ ア リ,生

キ残 レ,レ子供 デ ・・原 顎 群 及 ビニ 次 的浸 潤 デ ァ ッ タ。

死 亡 セ ルf供 等 デ原 號 肺 感 染 二蹄 セ シメ 得Jレ 所 見 ハ

唯 一 部 ノ ミザ特 異 的 二観 察 セ ラ レ 他'ノ大 部 ・・解 剖 學

的 所 見 ニ ヨ ツ テ始 メテ 正 シ ク 訊 明 サ レ得 ル ト云 フ程

二非 特 異 的 デ ア ツ μ。撒布 ト云 バ レル所 見 ハ 多少 不 鮮

明 デ ・・ア ソ タモ ・ノ典型 的 ナ像 デ ア ・・〃 而 シ テ他 方

病 理 解 剖 學 的 検 査 ニ ヨ ツ テ、血 行 ニ ヨル播種 以外 二絶

氣 管 的播 種 が存 在 シ、且 個 々 ノ病 竈 ノ厚 サ、 一定 ノ場

所 ヘ ノ限 局、及 ビ種 類 ガ明 ラ カニ サ レタ ノデ ア ソ テ、

要 ス ル ニ從 來 「レ ン トゲ ソ」所 見 デノ・病 的 デ ア ノレ ト考

ヘ ラ レナ カッ ・lz撒布 ヲ 解剖 的 一 肺撒 布 竈1・ シ テIIJj示

シ得 タ ノ デ ア ル。

死 亡 セ ル 子 供等 二 於 ケ ル 肺 結 核 成 立 ノ 時 間 的 關 係 ・・

個 々ノ場 合 二於 イテ 「レン}・ゲ ン」像 上 窺 知 シ得 ナ イ。

一般 的 二原獲 群 モ 撒 布 モ 生 後3ヶJlデ 完 成 サ レテ オ

リ、個 々ニ ハ其 後 更 二3ケ 月以 内 二始 メ テ撒 布 が現 ノ・

レタ ノが観 察 サ レ タ。

全 治 原 號 群 中、 早 期 石 灰 化 ・・「レ ソ トゲ ン」像 デ・・確

實 二知 リ得 ナ カツ タ。叉 同標 二剖 検 上2例 二於 イテ 見

タ ノデ ア ノレが、後'k的 ナ空 洞 モ 「レ ソbYy」 二映 シ出

ス コ ト・・少 ナ カツ タ ノデ ア ル.殊 二 多数 ノ原 騒 病 竈

(Orth氏 ニ ヨ'レ1・結 核 性 氣 腫)及 ビ 原登 肺竈 ノ周 園 二

於 ケ ル閉 塞性 ノ 乾 酪 性 氣 管 枝 炎 ニ ヨ ツ テ生 ジ タ萎 縮

ハ途 二詮 明 ス ル コ トが出 來 ナ カッ タ。

生 キ残 ツ タ子 供 デ ・・主 二 肺 ノ原 骸 群 二相 當 ス,レ所 見
」

微 ノ 【第14脂
一__.__一,_甲 嗣 一__一_一 一 一 一 一 一一 一 一 一 一繭一

ガア ツ〃 ヴ,叉挫種 後1無 以内ハ穫禍 形戒 ニ コル遣骸

ゲ來サ レ贋。撤布 ・伽 ハ之 昌反 シ甚 グ不明 デ アツテ・

1紹 一3場 合 現 ラv〃;MVtカ 〃 ・鰍 群 ノ'

多〃 ノ掲合 石灰 化 シ,多 〃 ノ症例 デハコ レが庭 二 「レ

ンt,ゲ ン」 ア・ハ知 リ得 ナ イ糧 二退化 シテヰ タノデ ア

,レ。撒棚 モ 蹴 ラツ ツa.,2・3ノ 症例 デ・・肺 噺

別 ナ1轍 群 ・佛 瑠 ノ 得+カ ソ庭 拘 ラ メ上遽撤

仙 外轍 ・鰍 灘 徽 セ勃 〃・一部 二勲 二散

れ三性 ナ授潤 ヲ有'1・JVモノガアツ4ガ 之 ハ 殆 ンF痕 跡

磯 伽 マデ卿 セ 九 〃,脚 ノ凡テ ノ所 見 二於 イ

テ.鞭 伽 膜 欄 聯 ノナ カ〃 助 ・脂 摘 順 ス

!L'o

'Lキ 残 ツ タt'供 等 二於7一 ハ,原 我 群 ・・例^ソvガ 石 灰

化 ノタ状 態 ヲ,5け ナ 〃テ モ 大抵 最 初 ノ'1級2・:Sケ 児

デ畿 明 サ レ得 タ調 シ テ撒 布 力職 察 サ レタ敬 例 ・モ ノ

デ ノ・同所 見h'生 後3--1ケ 月 ラ'nlサ レ4ノ ア ア"・

浸 潤.・主1・ ・テ第8,9,10.ケ 月 二現 …4ガ4誠15

ケ 月 後 二現 ・・レタ1例 モ ア ツタ・

」述 ノ「レ 汁 ゲ ・、所 見 ・・ド ・ナ 様 式 デ 肺 ザ線 曳ノ

新 口感 染 ノ病 像 二關 係 シ タ カ ヲ示 ス ノ デ ア ル,驚 〃程

多 〃、症 状 ノ重 輕 ヲ問 ノ・ズ原 駁 肺 憂 力●見 ラ レ 繁ノ デ ア

ッ 望、一般 二胸 廓 ・「レ)ト ゲ ン」像 デ謹 明 サ レ ル全 身

感 染 ・兆 候 ・・唯 死 亡 セ ル子供 二際 ンテ 見 う レ,生 キ残

ツ 躍子供 ノ ㌧}ト ゲ ヤ」像 ハ 自然 感 染 條 件 ノ下 二生

ジ タ胸 廓 内結 核 ノ軽 イ 経 過 ノ際 二知 ラ レテ ヰ タ橡 ナ

所 見 ヲ示 シテ キ 〃 ノデ ア ツタ。シ カ シ此 ノ際 夫 々 ・場

1ド 於 イテ原駿 肺 感 染 ハ 恐9ク コ レ ヲ 除 外 一・・]7=b

ヵ・出來 タ デ ア ラ ウ。墾 化 ハ ム シロ明 ラ カニ淋 巴 二佐 り

叉 ・・血 液 二俵 リ罹 患 セ ル 胸部 内 腺 ヵ ラ量 シ タ ノ デ ア

ラ ウ ト云 つ コ トノ・注 目二 値 ス ル。(長 大 細 菌 陳 抄)

LUbeckノ 乳 見結 核 ノ際 呂 見 ラ レタ 腹部 領 域 ノ石

茨 化 。

J.Hermann-Lifbeck.hvndR.Gertrud(Hamburg:};

VerkalkungimBereichdesAbdomensbeiderLif・

beckerStiuglingstuberkulose.(Arb.ausd.Reichsge-

sundheitsamt).

コ ・デ ・・Lifbeckノ 結 核 乳 見 ノ 腹 部 領 域 二 於 ケ,レ石

灰 化 ・程度 、 位 置 及 ビ種 類 等 ヲ述 べ テ居 ル 。

1例!典 型 的 「レ ン トrン 」像 ハ 臨 昧 的 現 象 ヲ明解 二

説 明 ンテ居 ル。

2,3ノ 鑑 別 診 断 上 注 目 二値 ス ノレ例 ガ見 ラ レタ。

イi灰化 シa脾 ノ病 竈 ハ明 ラ カ ニ示 サ レ、臨 肱 的 現 象 及
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ビ㌣ ン トゲ ン」所 見 間 ノ誤 ツタ聞 係 ガ明 示 サ レテ ヰ

ル。 ・(長,〈 細 菌 陳 抄)

LUbeckノ 乳 鬼 結核 二際 シテ ノ白血 球 像 二 胱 イ テ

R.・.Gertrud(Hamburg>;DasweisseBlutbildbeidet・　
L趾PeckerSauglingstuberkuloseerkrankunsr・(Arb・aus

d.Rei¢hsgesundheitsamt.1

乳 見50名 ノ白血 球 像 ヲ逃 ベ テ ヰ ル。

(畏 大細 菌 陳 抄)

LUbeCkノ 乳 見結 核 罹病 ノ脛 過 二 於 ケ ル 治 療的 虚

置 ノ影響 。

iH.Kleinschmidt(1K6}n);Einflusstherapeutischer

MassnahmenaufderAblaufderLtibeckerStiugti・

ngstuberkuloseerkrankungen・(Arb・aus・d・Reichs・

gesundheitsamt)

結核 見 二封 ス ル治 療 的 貰 置 ハ 要 ス,レニ 大 シ タ 敷 果 ヲ

見 ズ ニ絡始 シタ。然 シ・幸 ヒ ニ ノテ 死亡 数 ノ・思 ツ ヌ ヨ リ

少 敷 デア ソ タ。27r'eノ 死 亡 数 ・・精 確 二Braeuningカ ●

生 後1年 間開 放 性結 核 ノ世 帯 ノ中 デ生 活 シテ ヰ タ233

人 デ見 出 シタ徽b完 全 ニ …致 シテ ヰ ル。 犠 牲 者 中63

例 ・・最訊 ノ3歳 ノ中 二死 亡 シタ・ン カ シ是 等 ノ子 供 が

全 部既 二乳 見 期 ノ 早期 二結 核 二 感染 シタ ト・・考 ヘ ラ

vヌ シ、叉吾 人 ハ惑 染b'1ecノ 始 メニ起 ソ タ カ、 叉 ・・

絡 リニ起 ツ タ カ ト云 フ事 デ 死 亡 率 ヲ大 二 異 ニ ス ル事

モ知 ツテ居 ル。

斯 加 レ見地 ヨ リ出壁 シテLifbeck二 於 ケ ル 死亡 数 ・・

今 日 マデ斯 様 ナ早 期 ノ結 核感 染 二 際 シ テ 観 察 サ レタ

モ ソ ・中 デ最 モ少 数 デ ア ル ト云 ヘ ル ノデ ア ル。此 ノ根

糠 ハ 勿論、此 ノ感 染 が大 饅 二於 テ 自然 的 感染 關係 ノ下

デ現 ノ・レタモ ノ ヨ リモ ズ ソ1・輕 イ 程 度 ノ モ ノデ ア ソ

冴}云 フ コ トニ求 ム ベ キ デ ア,レ。此 ノ見解 ・・病 理解 剖

"勺所 見 一 ヨツ テ モ亦物 語 ラ レテ居 ル。 他 方、サ キ ニ著

者等 ハ感 染例 ノア ル モ ノニ 吾 人 が 自然 條件 下 デ 見 ル

モノ ヨ リ更 二 劇 甚 ナ 症 状 ヲ呈 ス,レモ ノ ア'レノ所 見 ヲ

蓮 ベタ ル モ、コ レハ特 二 早期 二症 状 壁 現 シ異 常 二急 速

ナ死 ノ榑蹄 ヲ トリタ ノレ特 例 トナス ベ キデ ア ラ ウ。

生 キ残 ツ タ子 供等 二就 イテ ハ、彼 等 が重 篤 ナ,レ罹 患 二

更=打 チ勝 ソタ モ ノ1・解7・)vヨ リ外 ノ・ナ1。2歳 、3

歳 實 二4歳 二及 ンデ モ ナ ホ 病 状 ヲ 呈 ス ノレ小 見 達 二於

テぞ・恐 ラ グ 今 後 モ 臨 抹 症 状 が種 々ナ ル形 デ持 績 セ ラ

2v・ デ ア ラ ウ6シ カ シナ ガ ラー般 的 二治 癒 傾 向 ・・幸 ヒ

三 シテ良好 デ ア リ、就 中腸 問 膜 腺 ノ領域 二於 ケ ル、 肺

及 ビ コ レニ附 臆 ス ル 腺 二於 ケ ル 速 カナ石灰 化 ・・之 ヲ

示 シテ帰 ル。

3年 前 拷 κニ ヨ ッ テ唱 ヘ ラ レタ、吾人 ハLlibeck結 核

乳 見 ノ!卜後 ノ運 命 ノ樂 槻 ン得1レ モ ノデ ア ル ト云 フ意

見 ・・、ノ>Hマ デ'告〃{陥ll怨一ザ レテ ヰル ノ アアJV。

・長 崎 儲 ノく、 陳 麗 水 抄)

結 根性 肥 膜炎 二終 ツ タ亜 急 性 肺 栗 粒結 核 、解 罰 磨

淋 的研 究

L.Bethoux;Granuliepulmonair{・su})aigu{….granu]ie

froide)tei'min6eparunem6ningitetubet'culeuse・

Etudeanat・m・ ・clinique.(Bulletindelas・ci6tede

p6diatriedeParis.1935.p.513.)

急 性 肺 粟粒 結 核 ト同 … ・ 「レ ン トゲ ン 、像 弓呈 シナ が

ラ、,熱 モ高 ク ナ 〃 全 身症 状 ノ ヨイ モ ノ ヲBurnand及

ビSay6ハgranuliefroideouchroni`lueト 命 名 シ

タ(1925)。 ソノ後 本 症 が相 踵 デ報 告 サ ・'レー及 ビ、

粟 粒 結 核 二關 ス ル ニ 元 論 的 見解 が ヒ ・ クそナバ レルニ

至 ツ ヌ。然 シ粟 粒結 核 ニ カ ・ル ニ型 ヲ蝿 別 ス ル必 要 ・・

ナ イ。ソ ノ論 櫨 トシテ、9t・anuliefroideノ 症 状 ヲ呈 シ

乍 ラ途 二從 來 ・粟 粒 結 核 ト同 様 二 結 核 性脚 膜 炎 ヲ 起

シテ 死亡 シa1例 ヲ描 出 ス'レ。9歳 ノ女 見 デ定 型 的 ノ

粟 粒 結 核 ノ㌧ ン1・ゲ 劾 像 ヲ呈 シテ 入 院 シ80日 ノ緩

慢 ナ経 過 ヲ取 ツ タ。 解 剖學 上 、肺 二血 行 ヨ リ生 ジタ ト

思 ノ・ル ・壇 殖 性 結 節 、 間 質 、肋 膜 下 ・硬 化性 愛 化 ガ ア

リ、 縄 過 ノ緩 慢 ヲ示 ス。 本 症 ノ・恐 ラ 〃 一 次 感 染 ノ額

現 デ ア リ、 入院 當 初 皮 膚反 慮 陰 性 デ ア ソ タ ゴ ト ・・前

「ア レル ギ ー」状 態 ニア ツタ コ トヲ示 ス。

討 論、Grenet氏 、 粟 粒結 核 が治 癒 ス7レ 力否 力・・症 状

が臨 肱 的 二急 性 デ アル カ 亜 急 性 デ アル カニ 無 蘭係 デ

ア'レ。急 性 ノ症 状 ヲ呈 シテ モ治 ル モ ノ ガ アル。 一般 二

治癒 ス ル粟粒 結 核 ヲgranulietiもde1・ 呼 プ ガ ヨ4。

(京 大 小 見 科 松 田 道 雄 抄)

遺 傳 ノ結 核 二鮒 ス ル 關係

GregoryKayne;Remarksonheredityinre]ation

totuberculosis.(ArchivesofDiseaseinChildhood

Vo1.10.p.157.)

1.確 實 ナ先 天 結 核 ・存 在、生 後 直 二母 力ラ隔 離 サ レ、

他 ノ原 因 デ死 亡 ンタ小 見 二 於 ケ ル結 核 菌 ノ存 在 ヨ リ、

母 カ ラ胎 見 二結 核 菌 ノ 移 行 ス ル コ トノ・稀 テ ナ イ ト言

へ)レ
0

2.結 核 菌 ヲ遺 傳 サ レタ 小 見 ・・生後 激11数 週 デ、 一 見

非 結 核 性 ノ原 因 デ死 亡 スル。

3.家 庭 内接 燭 感 染 ノ原 因 二遺 傳 が關 係 シ テ ヰ ル1・イ
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つ醗 明'・+イ 。

・1.生 後 接 胴 ガ避 ケ ラ レ'レナ ラ、 少 〃 トモ生 後.:J三Slt

ハ、締 核 ノ剛親 ヲ特 ヅ小 兇 ノ結 骸 ニ ハ遺 催 ハ關 係 ガナ

イ。

5舶 質 或 ハ特 殊 的 紫 因 ハ.'卜 免 二於 テ モ戊 人 二於 テ

モ、 一 畦感 染 が行 ハ レタ後 二,結 核 ノ生起 卜傑 後 トヲ

決 定"監 ル。(京 た小 見科 松 田 道雄 抄)

小 見 結 根 感 染 二 於 ケ ル 人粗 的 要 因

LAovdB.Dickev;Theracialfactorintuberrulous

infectionofchildren.(ArchivesofPediatricsVo1.

LII.1935.p.77.)

世 界 各 地 ・小學 生 二於 ケ'レ 結 核 稲 患 南 二 關 ス'レ諸 統

計 姓 ビ ニ、 白色 人 種 ト東 洋 人 種 トが雑 居 スル カ リフォ

ル ニ ア ニ於 ケ ル 著 蓋 自 均 ノ検 査 成 績 二 準櫨 シ ツ ・次

ノ結 論 二到 達 シタ,結 核 二 つ,レ感 染 ニ ハ 人種 的 差 異 ・・

存 在 シナ イ,一 日.感染 ガ行 バ レル ト、 感 染 二封 ス'レ態

度 二 ・・人種 的 差 異 ガ アル。然 ン、「ア メ リ カ ン イ ソデ ア

ソ」二於 ケ'レ如 ク結 核 ザ悪 性 純 過 ヲ1・JV人 種 ヲ除 イテ

・・、差 異 ・・圭 トシ テ再 感染 爆 績 ノ機 會 二俵 存 スル。 勿

論 豫 後 二欝 シテ 杜 會學 的 要 因 力●寄 與 ス ル ・ ヲ否 定 ス

'レモ ノデハ ナ イ。世界 各地 ノ親 察 ノ結 果 、 結 核 ノ有 無

・・地理 的或 ・・氣 候 的 現 象 ニ ヨル ヨ リモ、肚 會 的 経 濟 的

條 件 、特 二結 核菌 ノ存 否 ニ ヨ ツテ決 定 サ レル コ トヲ示

ス。(京 大 小 見科 松 田道雄 物

頸 部淋 巴腺 結 核 ヲ合 併 シ タ結 節 性紅 斑

H.G.Bull;Ervthemanodosumassociatedwith

tUberculosisofacervicalgland.rArchivesofPedia.

tricsVol.LII.193.p.643.)

甲状 腺 分 泌 不十 分 ノタ メ1チ レオ イヂ ン」 ヲ常 用 シテ

ヰlt/14歳 ノ少 女 二右 ノ頸部 淋 巴腺 ノ腫 脹 ヲ生 ジタ。

「レ ン1・ゲ ソ」デ胸 部 二異 常 ヲ認 ノナ イ。1000倍 「ツ ベ

lvク リ ン」デ皮 内 反 磨陽 性1萬 倍 、10萬 倍 デ ・・陰 性 。

此 ノ1マ ソ トウ」試験 後13日 、 突 然 雨 脚 蛇 ビ ニ 前 腫 二

結 節 性 紅斑 力●多 数 二生tyタ.37,7度 乃 至40度 ノ熱 力'

一 週 間 綴 績 シ、紅 疹 ノ消 失 ニ ノ・2週 間 ヲ要 シタ。 外 科

的 治療 デ頸 部 淋 巴腺 炎 ・・治 癒 シタ、6ケ 月後1レ ン1・

ゲ ソ」 デ再検 査 ヲ行 ツタ が 胸 部 二 ・・何 ノ所 見 モ ナ カ

ソ タ.(京 大 小 児 科 松 田 道雄 抄}

先 天結 核 ノー 例

Grenet.Metzgner,H6rauxetM6zard;Unc・ ■sde

tuberculosecong6nitale.(Archivesdem6dicinedes

enfantsTome38.1935.No.4.p.229.)
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妊 娘8〃 月 ノ女 ガ肺 粟 粒 納 核b鵬 膜 炎 デ死 亡 ンタ・死

亡 前5ilゴ 帝=E切ear-3り 女 兜 ヲ分 娩 セ シ メ.コvヲ

顧R二 母 カ ラ隔 離 ン〃.最 初 順 測 二成 長 卿 力 二見 二

n.が1"ete後 死 亡 ン〃。解 剖 二9リ 金 均 ノ締 杉.多 敷

・紹 核 菌 フ醗 明 シ 〃 菌 ハ動物 實 験 デ人 型 菌 デ ア"コ

ト ヲ鏑 ノ 〃。(京 大 小 克 料 松 田 遺 雄 抄)

X線 ニ ヨ ル結 根 性 脳 膿 炎 ノ治 療

Weiner,Dou1)ow,Einkelsteiti`・t.9chneiertron:Sur

letraitementdelam6ningitetulx"'euleusqparle・

rayonsX,lAr('his('dem6(licin(・desarfa"tsT6me

38.1935.p.537,

125例 ・結 核 権 脚 膜 炎 患 名 ヲXW.・J.Bokayノ

方 法 ニ ヨ ソ テ佑療 ンタh'1例 モ救 ヒ篠 ナ カ ソ4。

2,「 レ ンbゲrノ 療 法 ハ結 核 性 贋 膜 炎 ・纒 過 二仰 ・影

響 ヲ モ 及 オfサナ カツ タ6即 チ絆 過 ヲ早 ノモ シナ イ シ迎

ラ セ モ シ ナ イ。

3剖 槍 シタ10例 ・結 核 性M膜 炎 デ ハ ス ペ テ.M膜

・結 核 ノ他 二粟 粒結 核 が ア ツ〃。

4.疾 患 ノ初 期 二治 療 ヲ 始 ノ ル ヤ ウ ニ 心t'ケ テ更 二

「レン:・eン 」療 法 ノ観 察 ヲ級 ケ ル必 要 力9ア'レ
。

(京 大 小 免科 松 田 道雄 捗 ノ

小 見 ノ血 行 性 結 棲

E.M.Lincoln;Hamatogenoustuberculosirinchild-

ren,AmericanJoumalofDiseasesofChildrenVol.

50.1935.p.84.)

血 行 性 結 核 ・・常 二致 命 的 デ ア ル ト イフ 見解 ノ・/卜IIデ

・・支 排 シ難 イ。primar'}'complpx形 成 後 ノ 多 徽 二血

行 性 播 種 ガ績 〃 コ トノ・、 臨 肱 的、細 菌 學 的 病 理 解 剖 學

的 二謹 明 サ レテ ヰ ル。血 行性 結 核 ノ臨 駄 的形 態 ト シテ

(1)蓮 延 型 、(2)急 性全 身粟 粒 結 核、(3)腎 臓.骨 結 核.

(4)潜 在 性 菌血 症 ヲ匠 別 ス'レ 。 遅 廷 型 ハSchlirmann

ニ ヨツテ 最 初 二 記載 サVタ モ ノ7' 、・」・見 二於 テ ノ・全9

ノ淋 巴 腺 炎、漿 膜 炎 、 肺 、 脾 ノ結 節 、 牌 及 ビ肝 ノ腫 大

ヲ呈 シ テ來,レ。末 期 ニ ナ ル ト氣 管 枝 性 播 種 ヲ件 フ慢 性

潰瘍 性 結 核 ト匠 別 シ ニ ク イ。(臨 駄 解 剖 ノ傲 例 略)叉 骨

結 楓 腎 結 核 ・・從 來 ・・一 ツ ・器官 ノ結 核 ト シテ!罐 ハ

レ血 行 性 結 核 ト シテ 全 禮 的 二理 解 サ レ テ ヰ ナ カッ タ.

Simon病 竈 二關 シテ ・・、 血 行 性 二 生 ジ タ モ ノ ト考 フ

ベ ヘ コ レ ト戒 入結 核 トノ關 係 ノ・目下研 究 中 デ アル
。

(京 大 小 見科 松 田 ・道雄 抄)

小 見 ノ皮 虐 「ペ ル ク タ ン」、 皮 内 「ツ ペ ル ク リン 」、

及 埴 ノ比較 的 債 値
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G.Anz6n;Comparati▼evaluesofcutaneous,per-

cutaneou8andin.tpa(utSmleoustubereulintestinchi1・

dren.(AmericanJournalofDiseasesofchildren.

Vo1.50.1935ep.104.)

3歳 カ ヲ15歳 マ デ ノ小 見2183人 二就 テ、ピ'レケ試 験

ト貼 附 試験(「 ツ ベ ル ク リ ソ」ヲ含 有 ス ル絆 創膏 ヲ 「エ

ー テ,レ」デ 拭 ツタ皮 膚 二 貼 附 ス ル 方法)ト ヲ行 ツ タ結

果 雨 者共 二 陽性 二 出Pt〃 ・307人 デ28%ノ ー一致 ヲ示

シタ。貼 附試 験 陽 性 デ アル ノニ、ピル ケ試 験 陰 性 デ ア

ツ タ モ ノ・・0.5%デ ア ツ タ。有 熟 時 ニ ハ貼 附 試験 ノ方

がピ'レケ試 験 ヨ リモ鏡 敏 デ ア ル。雨 者共 二陽 性 デ ア,レ

場 合 モ貼 附試 験 ノ方 が反 慮 が大 キ イ。貼 附 試 験 ノ ミデ

・・陰 性 デ、 マybウ 試 験 デ 陽 性 デ ア ツ タ モ ノ・・僅 二

1.25・06デ アYタ 。(京 大 小 見 科 松 田 道雄 抄)

結 穫 母 氏 由來 ノ論 血 及 新生 見 二 於 ケ ル 結 核 禽

ノ存 在

M.SiegelandB.Singer;Occurenceoftubercle

bacil】iinthebloodoftheumbilicalcordandinthe

newb・rninfantsofttiberculcusmothers.(American

JoumalofDiseasesofChildren.Vol.0.1935.p.

636.)

結 核母 氏/15人 ノi新生 見 ノ膀 静 脈 血 カ ラ ロx・…ヴ=ソ

シュタ イ ソ氏 法 ニ ヨ ソ テ結 核 菌 ヲ培養 シタ トコ ロ、 陽

性 ノ・1例 ノ ミデ ア ツ タ。コ ノ1例 ノ胎 盤 ニノ・廣 汎 ナ結

核 性 愛 化 ザア ツ タ。小 見 ハ7ケ 月'早産 デ3時 間 デ死 亡

シ、死 後 槍査 デ ノ・愛 化 ヲ蛋 見 出來 ナ カ ソ タ。 心臓 血 ノ

培養 カ ラハ多 薮 ノ結 核 菌 ヲ謹 明 シタ。 母 氏 ノ・産 後18

時 間 デ死 亡 シタ。

屠 帯血 二結 核 菌 ヲ謹 明 出 來 ナ カ ツ タ14例 デ ノ・胎盤 二

通常 ノ肉 眼 的顯 微 鏡 的槍 査 デ 結 核性 愛 化 ヲ見 出 セ ナ

カソ タ。1ヶ 月以 内 二 死 亡 シタ4人 ノ新 生 見 ノ心臓

血、 肝,脾.肺 ノ小 片 ヲ培 養 シタ が結 核 菌 ノ・生 ヘ ナ カ

ツタ。残 り10人 ハ尋 常 二 生 活 シテ ヰ テ、 「vソbゲ

ン」検査 デ愛 化 ナ 〃、10mgノ 「ツ ペ ル 〃 リン」皮 内注

射 ニ モ反mSt'ナ1。 コ ノ群 二属 ス ル14人 ノ母 氏 ノ中

9人 ハ 既 二進 行 シ タ肺瘍 ヲ有 シ、5人 ノ・微 小 ナ非破 壊

性肺 結 核 デ ア ツ タ。母 氏 ノ結 核 ノ・重 症 ノモ ノ デ ノ・産後

二培悪 シ5人 ・・死 亡 シタ。輕 症 ノモ ノ・・進 行 ヲ示 サ ナ

カ ツ タ。

5人 ノ重 症 結 核 ノ母 氏 二、産 前産 後 二行 ツ タ血 液 培 養

ノ結 果 ハ陰 性 ニ オハ ツ タ6(京 大 小 見 科 松 田 道雄 抄)

人 結 楼 ノ病 理 、支 配 的 原 理 卜疾 患 ノ ー次 型 ト再 感

録
～

梛

染 塑 トノ聞 昌 裾 ス ル 因果 的 ● 係

C.A.Stewart;Pathogenesisoftuberculosisinman・

Certaingoverningprincipa置e5andthecausalrelati・

onshipexis㎞ 窪betweenprimaryandreinfeetionty・

pesofthedisease.(AmericanJoumalofDiseases

ofChildren.Vol.0.1935.p.851.)

組 織 細 胞 二存 ス ル化學 的 性 質不 明 ノ 固有 ノ免 疫 學 的

要 因 が 二感 染 ニ ヨ,ヒ結核 ノ型 ヲ決 定 ス ル。他 方 二於 テ

外 音囲陰境 、細 胞 外 ノ嬰 因(外 部 感 染)、 叉 ハ病 竈 カ ラ ノ

菌 ノ偶 然 的逸 脱(内 部 感 染)ガ 以 前 ヨ リ存 在 ス ル 種 々

ノ可 能 性 ヲ現實 二韓 化 セ シメ ル。コ レが結 核 ノ病 理 骸

生 二於 ケ ル基礎 的 ナ 法則 或 ノ・原 理 デ アル。

2.結 核 初 感 染 ト再 感 染 型 ノ諸 相1・ ノ間 二・・直接 ノ因

果 的 關係 力。存 在 ス ル.初 感 染 二 司 ヅ テツ ク ラ レル免 疫

學 的 性 質 ノ化學 璽 化 ハ 再 感染 型 及 ビ 其 ノ 臨 休 的 特 徴

ノ褒 展 ノ不 可 猷 ノ前 提 デ アル。

3.結 核 菌 ニ ヨル初 感 染 が有 利 ナ防 禦 ヲモSラ ス トイ

フ素 朴 ナ肯 定 的 見解 ヲ蓮 ムル ニノ・注 意 ヲ要 ス,レ。

4.結 核 預 防 ノ最 良 ノ方 法 ハ正 常 ノ汚染 サ レナ イ組 織

状 態 ヲ保 ツ コ トデ ア ル。 コvノ ミが15歳 以 前 ノ初 感

染 ノ99%二 於 テ致 命 的 形 態 ノ 結 核 ヲ防 グ モ ノデ ア

,レ0

5・ 獲 得 性 免疫 ヲツ ク ル ガ、 危 険 ナ員 荷 ヲ生v・yメ ナ

イ トイ フ手 段 ガ必 要 デアル。(京 大 小 見科 松 田 道雄 抄)

幼 見 及小 見 結 穫=劃 スルBCG氏 接種 ノ鼓 県

J.D.ApOnsonandA.M.Dannenberg;Effectof

vaccinationWithBCGontuberculosisininfancy

andinchitdhood.(AmericanJournalofdigeasesof

children.Vol.50.1935.p.1117.)

結 核 感 染 ノ機 會 ノ ア'レ70人 ノ 新 生 見 二 生 後10日 以

内 ニ カ ル メット法 二 』 リ接 種 シ、 コ レ ヲ接 種 シナ イ モ

ノ ト比 較 シ タ7年 間 ノ研 究 デ アル 。

開 放 性 結 核 患 者 ト接 謁 ノ ア)v新 生 見41人 ノ中結 核 デ

死 亡 シタ モ ノノ・2.4%、 接 種 シ ナ イ 小 見84人 ノ中

11.9%結 核 デ 死 亡 シタ。 非 開 放 性 結 核 患 者 ト接 胴 ノ

ア,レ小 見デ 、接 種 シタ モ ノハ15人 中死 亡 ノ・ナ イ が接

種 シナ イ小 見 ・・45人 中4.4%結 核 デ死 亡 シタ。 結 核

患 者 二接 規 シナ イ小 見 デ ノ・接 種 シタ モ ノ モ、接 種 シナ

イモ!モ 死 亡 ノ・ナ イ。

開放 性結 核 患 者 ト接 燭 ノ アル 小 見 デ、「ツ ベ ル ク リ ソ」

皮 内反 磨 陽 性 ニ ナ ツaモ ノ ・・、接 種 シタ38人 ノ中

81.6ク ・・'.控i種 シ ナ イ小 免79人 ノ中78.5%デ ア ツ タ.
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非 開放 性 結 核,MK一 ト接謁 ノ アル 小 見 デ ハ、換種 シ タ11

人 ノ92・8%、 接 種 シナ イ44人 ノ36.4%ガ 皮 内反 懸

陽 性 デ ア ツ タ。 結 核 患 掃 ト接 飼 ノナ イ小 見 デ ハ接 積

シタ8人 ノ中7596、 接anorナ イ38人 ノ 中24・ 。・・皮

内 反 慰 陽 性 デ ア ツ タ。

開放 性 結 核 患 者 ト接 謁 ノ ァ'レ小 兇 デ肺 二「レ ン トゲ ン」

デ所 見 ヲ呈 シタ モ ノ へ 接 種 シ タ36人 中16.69e接

種 シナ カソ タ83人 中56.6%デ ア ッ タ。非 開 放 性 結核

患 者 ト接飼1ア ル モ ノデ、「レyト ゲ ソ」デ所 見 ヲ呈 シ

ナ カ ツ タ モ ノノ・、接 種 シタ モ ノデ ハ30人,接 積 シナ カ

ツ タ モ ノデ ハ40人 中5%デ ア ツ タ。

結 核 患 者 ト接 脚 ノナ カ ツ タ モ ノデ へ 接種 シタ モ ノモ

接種 シナ イモ ノモ、1レ ン トゲ ン」所 見 ハ ナ カツ タ。

以上 ノ結 果 ノ・,BCG接 種 が結 核 ト接 胴 ノア'レ新 生 見

ノ小 見 期 二於 ケ ル 死 亡 李 ヲ減 ゼ シ ム,レコ トヲ示 ス、

コ ノ研 究 中用 ヒ タBCG氏 ・・、 加 レメッbノ 方法 二從

ソ テ培 養 ス ル時 ・・人 間 ニ モ海 狭 ニ モ 毒 力 ガ 弱 イ マ ・

デ保 タ の レ。(京 大 小 見 科 松 田 道雄 抄)

小見 結 楓 皮 膚試 駿 ノ比 較 的 債 値 卜感 染歴 ノ分析

M.JamesFine;Tuberculosisinchildhood.Compara・

tivevalueofthecutaneoustestsandanalysisof

historiesofcontact.(AmericanJournalofDisease

ofchildren.Vol.50.1935.p.1131.) .

結 核 患 者 ノヰ,レ家 庭 ノ小 見1207人 二就 テ皮 膚 反 慮 ト

家 族 歴 トヲ検 シタ。ピ'レヶ試 験 ノ・マ ン トウ試験 ヨ リ鏡

敏 度 が低 ク、嘘 儒 ノ陽性 反 感 ヲ呈 ス ル コ トノ・少 イ が嘘

儒 ノ陰性 反 懸 ヲ呈 ス ル コ トザ ア,レ。「レン トゲ ン」槍 査

及 臨 肱 的検 査 ノ・小 見 結 核 ノ診噺 二殆 ド償値 が ナ イ。

「ツ ベル ク リ ン」ノ 「ク'リセ リソ」抽 出物 ヲ塗 擦 ス ル ロヱ

ー ウェソ シ畠タ イ ン試験 ノ・マ ソ トウ、ピル ケ試 験 自 リ鏡

敏 度 ガ低 〃、「サ ナ トリウ ム」二牧 容 ス ペ キ患 者 ノ選 定

ニ ハ ヨ ロシ イ。

結 核 患 者 ノ キ,レ家 庭 ノ小 見 ノ方 が、健 全 ナ家 庭 ノ小 見

ヨ リモ小 見型 結 核 二罹 ル コ トガ多 イ。

結 核 デ死 亡 シタ家 族 員 ノ ヰ ル家庭 ノ小 見 ノ方 が、現 在

結 核 罹 患 中 ノ家 族 員 ノ ヰ ル家 庭 ノ小 見 笥 リ モ結 核 感

染 率 が大 デ ア ル。 ・

結 核 二罹 患 中 ノ同居 人 ノ・ソ ・家 庭 ノ 小 見 ノ健 康 ヲ脅

威 ス ル。

結 核 二罹 患 セ ル雨 親 ノ・、結 核 二罹 患 セ ル他 ノ家 族 員 ヨ

リ.モ小 見 ノ健 康 ニ トツテ危 瞼 デ ア ル。

(京 大 小 見科 松 田 道雄 抄)

、
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紺 根 ノ小 見 ノ尿 中 ノ紬 穫曹 櫨 査

Emi]ioPezza`Richerchesullapreseuzadelbaci且lo

dikochnelleurinedeibambinituberco聖oti.(IApeg

diatriaAnnoXLIII.1935.p.789∴

小 免 デ尿 二紹 核 菌 ガ 排 出 サ レル ノハ結 核 ノ如 何 ナ ル

形態 二於 テ ヂ ア'レカ,叉 如 何 ナ ル病 理 解 剖 的愛 化 が ソ

レ ニ獅 感 ヘル モ ノ デ アル カ ト イ フ問 題 二答^ル タ ノ.

種 々 ノ形 態 ノ紹 核 ノ51例 ノ小 免(2歳 カ ラ13議 「7f)

r-gXテ 尿 カ ラSuluz及 ビEisendratノ 方 法 二aり 結

核 菌 ノ培 養 ヲ試 ミタ。 ソ ノ結 果 菌 ガ謹 明 サvタ ノ ハ2

例 グ ケ7'ア ツ タ。1例 ハ10歳 ノ空 洞 ヲ有 ス ル肺 結 核

デ、他 ハ7歳 ノ乾 酪 性 ノ結 核 デ ア ツ タ。 剖 槍 上 腎 臓 ニ

ノ・潤 濁 性 腫 脹 が ア ツ タ,故 二健 全 ナ腎 臓 ヲ菌 ガ通 遇 ス

ル ト イフ コ トノ謹 明 ハ不 碗 貰 デ アル。ア ル ニ シテ モ 糧

デ ア ラ ウ,肺 結 核 デ ノ・今 日 ノ槍 査 手段 デ ハ謹 明 サ レニ

ク イ腎 臓 ノ璽 化 が件 フコ トザ ア ル,尿 二結 核 薦 ガ嚢 見

サ レタ場 合 二 ・・大部 分 腎 臓結 核 卜考 ヘ テ、 ソノ診 噺 ノ

確 定 二努 力 セ ネ バ ナ ラ ヌ。(京 大 小 見 科 松 田 道 雄 抄 ノ

小 見特 二生 後 一年 ノ小 見 ノ 結 穫 性 』 膜 炎 ノ臨 躰

的 並 ビニ痛 理 鰐 刮 的 研 究

GuglielmoSoave;Studisclinicsedanatomopatolo・

gicodPllameningitetubercolarenellinfanziaepar・

ticol塗rmentenelprimoannodiVita.(LaPediatria

AnnoXLIH1935.905.)

10年 間 二観 察 シ得 タ72例 ノ小 見 ノ結 核 性 脳 膜 炎 ノ報

告 デ、1儀 以 下 ・・ソ ノ中16例 ア ツ タ。

季 節 ハ3月 が 最 モ 多 ク、 年 齢 ハ1乃 至2歳 ガ 多 イ。

Primarkomplex7Jgキ イ程 病 竃 ノ ー 般 化 ヲ起 シヤ ス

イ・結 核性 脳 膜 炎 デ ハ圭 トシテ胸 部淋 巴 腺 ガ侵 サ レ、

結 核 性 麟 膜 炎 ヲ件 ノ・ヌ粟 粒結 核 デ ハ 圭 トシテ 腹 部 淋

巴 腺 ガ侵 サ レ'レ。肝 臓 二著 明 ナ播 種 病 竃 ヲ謹 明 シ タ ノ

ノ・乳 見16例 中3例 、腸 二潰 癌 ヲ見 タ モ ノハ 同 ジ ク11

例 デ ア ツ タ。乳 見 二結 核 性 臓 膜 炎 ノ起 リヤ ス イ理 由 ハ

コ レヲ特 定 ノ 器 官膿 系 二求 ム ベ キ デ ナ ク 乳 見 ノ個 盟

ノ全 饅 ノ條 件 二 求 ムベ キ デ ア ラ ウ。麻 疹 が結 核 性 贋 膜

炎 ノ誘 因 トシテ作 用 ス ル コ トヲ 過 大 覗 シ テ ノ・ナ ラ ヌ。

最 モ重 要 ナ病 因 ノ・結 核 患 者 トノ直接 ノ接 燭 デ ア ル。患

者 ザ幼 若 デ ア ル程 症 状 ハ多 糠 デ、乳 見 デ ハ急 二壁 病 ス

ル モ ・が多 久 便通 ノ秘 結 ス ル モ ノハ 少 ク
、 剛 直 ノ程

度 モ輕 ク、 経 過 ノ・短 イ。(京 大 小 見 科 松 田 道 雄 抄)

良性 淋 巴球 性 踏 膜 炎 卜結 棲 性 脂 膜 炎

GioranniZanotto;Meningitilinfocitariefenignee
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meningitetubercolare.(LaPediatriaAnnoXIJII,

1935.p.1155.)

結 核 性 贋 膜 炎 ノ泊 験 例 ノ報 告 ガ多 々ア ル ガ、結核 性 脳

膜 炎 ト全 ク 同一 ノ臨 肱 像 ヲ呈 シ、脚 脊 鵬 液 ノ璽 化 モ菌

ノ存 在 シナ イ トイ フ以 外、 蛋 白 ノ増 加 、糖 ノ濾 少、 細

胞 ノ増 加(但 シ常 二淋 巴球 ガ多 イ).等 スベ テ結 核 性 脳

膜 炎 ニー 致 ス ル、豫 後 可 良 ノ臓 膜 炎 ノア ル コ トヲ念 顧

ニオ カネ バ ナ ラ ヌ。(京 大 小 見科 松 田 道雄 捗)

結 楼 性 朧 膜 炎 ノ治 癒 可 能 性

LuigiSertoli;Sullapossibilitaaignarigionedella

lmeningitetubercolare .(LaPediatriaAmioXLIII,

1935.p.1267.)

13ケ 月 ノ女 見 ガ普 通 ノ腸 「カタ ル」ノ輕 過 中 二 結 核 性

旛 膜 炎 ノ症 状 ヲ起 シテ來 タ。「ツ ベ ル ク リン」収 懸 モ 陽

性 二出 テ、膿 脊 髄 液 ニ ノ・結 核 性 鵬 膜 炎 二定型 的 ノ所 見

ヲ呈 シ、結 核 菌 力「識 明 サ レタ。症 状 が重 篤 トナ リ死 ヲ

待 ツ メ カ リノ時 ニ ナ ッ テ カ ラ次 第 二恢 復 シテ泊 癒 シ

タ、ソ ノ後35ケ 月 後 ノ今 日 デ ・・怒 リヤ ス イ ノ ト時 々頭

痛 ヲ訴 《=ル以外 全 ク健 全 デ アル。恐 ラク コ ノ例 デ ハ菌

ノ毒 カ ガ弱 ク、個 胆 ・抵 抗 が特 二強 カ ツ タタ メ ニ カ ・

ル経過 ヲ トツ タ ノデ ア ラ ウ。(京大 小 見 科 松 田 道 雄 抄)

流 行性 脂 膜 炎 卜結 核 性 鵬 膜 炎 呂於 ケ ル皮 虐 ノ

Hydrophdieノ 捻 査 ノ臨 躰 的 責 駿 餉叡 察

F.S.Wolδenok;Kliniko.eksperimentalnjenabljy-

denijanedKoznoiprobOinagidrofilijypriepidemi-

beskomcerebrospinalinommeningiteituberkuleznom

meningite(SowetskajaPediatrijia1935.S.16.)

皮 内 二注 射 セ ル水分 ノ 吸 壊 時 間 ハ 結 核 性 臓 膜 炎 二於

テノ・著 シク短 縮 ス ル。流 行 性贋膜 炎 デ ノ・吸 牧時 間 ノ・患

者 ノー般 歌 態 ニ ヨ リ異 ル,重 態 時 ハ極 小値 ニ マ デ短 縮

シ、恢 復時 ニ ハ正 常 値 マ デ延 長 ス ル。 吸敢 時 間 ハ鵬 脊

髄液 ノ細 胞 歎 二逆 比 例 スル。(京大 小 見科 松 田道 雄 抄)

結 飾 性紅 斑 卜結 核

M.B.Golomb.0.KKrikentiM.M.Ostrowskaja;

UzlOWatajaeritemaituberkUlez

(SowetskajaPediatrija1935。8.S.96.)

結 節 性紅 斑 ヲ有 ス ル小 見 二於 テ、「ツ ベ ル ク リ ソ」反 慮

陽 性 奉頗 ル高 ク、屡 ミ結 核 トノ接 鱗 ガ ア リ、 多 徽 二肺

ノ特 殊 的臨 肱 「レ ン トゲ ソ」的愛 化 が詮 明 サ レル カラ、

結 節性 紅 斑 ト結 核 ト・・關係 ガ ア ル ト考 ヘ ル。 ワレ ワ レ

ノ例(37例)ノ 牛 数 デ ・・物 理 的臨 肱 的症 状 が ナ カ ツ タ。

故 二結 節性 紅 斑 ノ患者 デ ノ・・レ ン トゲ ン」検査 が必 要

録 639

鉄 ク コ トノ出來 飛 ノ デ ア'レ。マ γ ソ ー反鰹 ノ後 二肺

門 淋 巴腺 ノ周 固 二浸潤 ノ出 現 ス ル ノヲ見 タ.即 チ脚 組

織 ノ此 ・反 巖 ノ・病 竈 反 慮 デ ア)V。紹 節性 紅 斑 ハ結 核 感

染 ノ最 初 ノ順 現 トハ限 ラナ イ。紹 節 性 紅斑 ヲ有 ス'レ小

見 ノ・療 養 所 二取 容 セ ネ'《ナ ラ ヌ。

(京 大 小 免 科 松 田抄)

小 見 瀧 間 肋 膿炎 ノ臨 淋

S.S.Meitys;KKIinikemezdolewogoplewritaw

detskomwozracte

,(SoweskajaPediatrija1935・12.S.18.:》

小 免 デハ 葉 間肋 膜 炎 ハ屡:見 ラv5-6歳 マ デ ニ多 イ。

ソ ノ大 部分 デ ピル ケ陽 性 。肋 膜 炎 ・・右 側 特 二 中葉 ト下

葉 トノ問 ガ多 イ.殆 ド毎常 縦 隔 賓 肋 膜 モ 同時 二俊 サ レ

ル。 純 過2・・一一一般 二延 引 シ4-5ケ 月、 時 ニ ハ年 除 二及

プ。 死 亡 車 ・・20%、 再 號 ヲ見 ル コ ト稀 デ ナ イ。症 状

へ 弛 張或 ・・間 歌 熱 、 咳 歎 ・・執 拗 、 有 響 性 、濁 音 ・・看

胸 部 前面 ニ ア リ、呼 吸音 ・・減 弱 スル が、 聲 音 震 盈 ノ・減

弱 ジナ イ。水 泡 音 ヲ源 カナ ィ。 「レ ソ トゲ ソ」デ.・嚇 状

叉 ・・帯 状 ノ挾 イ陰 影 ヲ見'レ.二 ・際Fleischnerノ 姿

勢 ヲ トラセ ル コ トが 必 要 デ ア ル。 治療 ノ・待 期 的 ニス
　

ル。(京 大小 見 科 松 田 道雄 抄)

イ ヱヴ バ トリー赤1小 見 療 養 所 ノ資 料 ニ ヨル 小 見

結 核 性 浸潤 ノ臨躰 卜纒 過

1.N.Osipow;Klinikaite6enietuberkuleznjxinfi1.

tratowydeteipomaterialamEwpatoi'iskogdetskogo

sanatorijaR.K.K.A.(SowetskalaPediatrija193512

S.30.、

學 齢 見童 ノ浸 潤 ノ臨 脈 像 ・・三 ッ ノ段 階 二分 ケ 得 ル。第

一 期 ハ渡 潤 ノ成 立 シタ時 期 デ、鍛 日 ノ間績 キ、 肺 及肋

膜 ノ著 明 ナ症 状 ヲ 呈 λ ル。 聴 診所 見 ノ方 が著 明 デ ア

ル。 第 二 期 ・・急 性期 ノ終 リカ ラ寝 潤 ノ清 失 デ2-3週

力 ラ倣 ケ 月絨 ク。 打 診所 見 ノ方 が著 明 デ アル。第 三 期

ノ・肺 ノ浸 潤 消 失 以 後 ノ時 期 ヲ云 つ。

肺 ノ症 状 二・・常 二肋 膜 炎 が件 フ。腺 結核 が進 ム ト連 績

的 二、心嚢 炎 ヲ オ コス コ トが ア,レ。 縦 隔 蜜 ノ症 状 デ ハ

氣 管 枝 喘 息 性 症 状 が 見 ラ レ ル。病 竈 周 園 寝 潤 二件 ツ テ

無 氣 肺 ヲオ コス コ トがア'レ。粗 大 ナ寝 潤 ノ他 二播 種 性

結 核 ノ症 状 ヲ見 アレコ トヵ'アル。

(京 大 小 見科 松 田 道雄 抄 、

幼 見 結 核 ノ皮 虐 症 状

A.P.Iordan,1.E.MaizeliB.C.Golybcowa;

Koznjeprojawlenijrtuberkulezawrannemdetskom
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wozractt・(SowetskajaPediat両a1935--12S.1:3.)

縞 核 ノ皮 慮 顯 現 ハ 年 齢 ノ幼 イモ ノ程 多 イ。3歳 以 ドデ

ハ結 核 患 脂 ・10㌔ 二 見 ラ レ'レカ ラ診 噺 的 意 義 力つくキ

イ。皮 膚 緒 核 ト側 時 二種 々 ノ器管 ノ限 肋性 結 核 が 見 う

レル、最 モ多 イ ノノ・肺絡 核 デ ア ル。

頻 度 ノ順 二云 ヘ バ丘 疹 壊 疽 性 結 核 疹 、皮 膚 腺 病 、 腺病

性 苔謝 、尋 常 性 狼 瘡 トナ'レ。 皮膚 ノ粟 粒 絡 核 ハ 見 ナ カ

ヅタ、丘疹 壊疽 性 結核 疹 ハ履 く内臓 ノ重 症 縞 核 或 ハ金

身性 播 種 ヲ合併 ・y高 イ死 亡 率 ヲ輿^、1歳 マ ラVr.Il5

イ。 ・

皮膚 腺 病 ・・屡C多 数 二存 在 ス,レ。1歳 以 上 ニ ナ ル1・ア

ラ バ レル。結 核 ノ豫 後 ハ可 良 。腺 病 性 苦 癬 ハ1歳 乃 至

2歳 ノ 兇 二多 イ ガ死 亡 率 ハ高 ク ナ イ。

尋 常 性 狼 瘡 ノ・幼 見 デ ノ・ソ ンナ ニ稀 デ ナ イ。成 人 一於 ケ

ル如 〃鼻 、頬 二位 置 シナ イ。 結 核 ノー 般 的 輕 過 ・・ヨク

ナ ツ テ モ狼 瘡 ハ 治 リニ クイ。

皮膚 ノ結核 性疾 患 ノ・ス ベ テ 血 行性 二 内 部 カ ラ生 ジタ

患 ノデ ア ル。 .(京 大 小 見 科 松 田 道雄 抄)

結 核 幼 見 ノHypotrophie昌 於 ケ ル 「イ ン シ ユ リ

ン」使 用 ノ結 果

A.1.Balander。N.Ja。BraslawskajaiN.E.Ozere.

ckowskaja;Opitprimenenijainsylinaprigipotrofiii

ytUberkuleLnjxdeteibrannenemwozracte

(SowetSkajaPediatrija1935-一 一12.S.52.}

從 來 多 ク ノ著 者 ・・Hypotrophieヲ 呈 ス ル結 核 幼 兜 二

「イ ン シユ リソ」ヲ用 フ,レコ トニ 否定 的 見解 ヲ 持 ン テ

ヰ ル が著 者 等 ノ・」イ ノ シユ リ ノ」ニ ヨ リ、饅 重 ノ培 加、

食 慾 ノ培 進 、 一般 症 状 ノ 改 善 ヲモ タ ラス コ トカ・出 來

タ。Hypotrophieノ 結 核 幼 見 ノ・高 イ 血 糖 水準 ヲ示 ス

が、「イ ンシユ リ ソ」ノ影 響 デ 正 常 二復 ス,レ。

(京 大 小 見 科 松 田 道雄 抄)

小 見結 核 ノ限局 性 形 態 呂 於 ケ ル 家族 外 感 染 ノ役

割

W.P.Malisewskaja;Rolwnesemeinoiinfekziipri

lokalmjxformaxdetskogotuberkyleza

(SowetskajaPediatrija193S12eS.60.)

ワ レワ レノ資 料 デ 限局 性 形 態 ノ結 核 ヲ持 ッ タ小 見 ノ

多 クノ・女 見 デ アツ タ。結 核 ノ顕 現 ノ形 態 ト年 齢 ト ノ間

ニハ ー定 ノ相 互 關係 ガア ル。限 局 性形 態 ヲ持 ツ小 見 デ

ノ・家族 内感 染 ・・少 イ。然 シ家 瑛 内感 染 デ オ コ ツ タ限 局

性 形態 ノ結 核 ノ経 過 カ ラ考 ヘ ル ト、家 族 内 感 染 デ ノ・ス

ベ テ が急 速 ナ経 過 ヲ トル トノ・言 ヘ ナ イ。

録 【第14巻

1.京人小 見科 松 田道雄 抄)

紺橿補醜紺禽性抗艦二關スル ー=ノ 椀 索

中井叔 夫1(乳 兜學雑肺、第171巻,1耽1935)

1.家 兎 ノ別脾 後3Hts;:一一14H圓 ヨ締核 二感染 セン

メ其後 二於 ケル血清 ノ緒核締燈 紹合反感 ヲ樵 スル ニ.

別牌後凡 ソ3.4遇 間'デ ハ別 牌群 ノ 緬値 結合償 ハ劉

照群 二比 ンテ高 ク、次 デ逆 トナ リ.別 脾後50乃 至60

ロニ岡一 トナルカ、別脾群 二於 テ多少勝 ル。

2.家 兎肝臓 ノ部分切除第3H二 結核 二感染 セ シノ、

後血清 ノ補髄縞 合反慮 ヲ槍 スル ニ、肝 傷霧群 ノ該陽性

反慮ハ號照 二比 ヴ迎 レテ出現 シ,血 清敷 償 モ低 イ.コ

ノ關係 ハ肝損蕩28日 以内 デハ比較的著明 デ アル。

3.「 コ レステ リン」飼養家 兎 ヲ紹核 二感 染 セ シノ血

清 ノ補燈結 合反鹿 ヲ検 スルニ劉 照家 兎 二 比 シ血清飲

f買ノ、一一搬 二高 イ●

4.顧 酸「フエ ニー ルヒ ドラチ ン:雌 二洩血 二 因 ル貧

血 ヲ家 兎 二起 サ シメ結核 二感 染 セ シ ノ夏 二貧血 ヲ持

績 セシム レバ該血清 ノ結 核補鵤結 合償 ノ・、一定條 件 ノ

下デ ハ野照群 ヨ リ高 イ。貧 血過 度デ個禮 ノ衰 弱 ヲ招來

ス レメ早晩血 清敷償 ハ低 下 スル。

5.「 ベ ンソオー ル」「オ リー ヴ油 ・ノ少量連績 皮下注

射 ニヨ リ家 兎 二著明ナ 白血球減 少 ヲ起 サ シタ後結核

二感染 セシメ更 二其後 モ該 注射 ヲ行 フ ト、血清 ノ補盟

結 合債 ノ・一般 二封照 二比 シ著 シ〃低 イ。

6.生 後凡 ソ2週 ノ仔兎 ヲ有 ス'レ母家兎 ニソ キ、仔獣

交換 試験 ニヨ リ結核補饅結合性物 質 ノ 哺乳 二依 ル仔

兎血清 内移行 ノ如何 ヲ槍 スル ー、免疫母兎 二依 り哺乳

中ノ仔兎血清 ノー部 二(±)程 度 、時 二(+)ノ 所 謂疑 問

陽性反慮 ヲ呈 シ、i野照家兎 ノ ソ レデ ハ皆 陰性 二終 ツ

タ。

7・ 結核罹患家兎血 清 ノ補骸結 合反懸 ハ幼若家 兎 二

於 テハ成熟家兎 二比 シ陽 性 トナル迄 ノ時期長 ク陽性

強度 モー般 二低 イ。コ レハ臨殊上 ノ成績 トモ賂 一致 ス

ル。接規免疫 二依'レモ 勿論本 反感 ノ年齢 的差異 ・・嚴

存 ス'レ。(京 大小見科 松 田道雄抄)

小見結 核中間新陳代謝 二● ス ル 臨躰的責駿的 研

究'

鈴木一男:(乳 見學雑誌、 第18借 、第2義 、1935)

第一編 小見結核血 清 沃度酸値 ニヨル蛋 白 中間新陳

代謝 ノ研究。

1・ 小見結核患髄 ・・蛋 白中間代謝 二封 シ
、病期及病 型

ニ ヨリ元進 及障碍二檬 ノ形式 ヲ以 テ反慮ス ル
。
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2.氣 管枝淋 巴腺結核腫筋型、結 核性肋膜炎鴻退期、

結核性滲出性瞳膜 炎、骨㎜ 結 核、策 三期飾結核 婆二

於 テハ血清沃度酸値培加 シ,粟 粒結 核結核性脳膜 等デ

減少 シ、共 二結核毒素性蛋 白中閲代謝障 碍 ニヨ,レ。滲

拠性肋膜炎滲 出期、炎衝型敏管枝淋巴腺縞核 等 ノ過敏

性盟液反感時 二血清沃度 酸僚 ガ減少 スル。蛋白質中間

代 謝 ノ元進 ニ コ,レ。第二 期性肺 結核 二於 テ・・一般 二減

少 二傾 キ、「ア レ,レギー 反 感毒素作用等 ・綜合的作珊

ノ結 果 ヲ反映 ス,レモ'ト ス,し。

3.結 核「アVlvギ ー」ハ患韻貨 白中間代謝 二yt・W患

饅 ノ反慮機式 ヲ限定 ス,レ基質 的要素 デ、 債極的 「ア レ

,レギー」状態 デハ充進 的へ 消極的 「ア レルギー」及消

極 的「アネJVギ ー:状 態デ・・減退的 二働 キ、之 ⇒結核毒

素代謝障碍 ニヨル ト解 スル。

4.血 清沃度酸匝 ノ低 下 ・・活動性悪化 トー定 ノ關係

ヲ持 千、「ア レルギー」反慮壁現時及 ビ血 液性播種 ノ駁

,展二際 シ著 シク低下 ス,レ。

5・ 赤担球沈降 速度 卜血清沃度酸値 ・・一定 ノ附係 ヲ

有 シ清極性 「アネルギー」状態 トミラル,レモ ノヲ除 イ

テノ・血清沃度酸値 ・減少 シテヰ'レモノデ・・赤血球沈

降速度 ノ促進 シテヰルモ ノが多イ。

第二編 其 ノー 小見結核 尿酸化商 二關 スル研究

1.健 康小見尿酸化商M±m1.27±0.06.Vakat・O

量卒均6.661gr7ア ル。

2.結 核性贋膜炎 デ著 シイー般 中間代謝 ノ障碍 ヲ認 メ

ル0

3.滲 出性肋膜炎及 ビ「エピソベ ルクローMr」ノ套現時

二於 テハー般中間代謝 ノ障碍 ヲ認 メナ イ。

4.滲 出性肋膜炎 ノ清退期及 ピ結 核性 滲出性腹膜 炎二

於テ高度 ノ中間代謝 ノ障碍 ヲ見 ル。

第二編 其 ノニ 小見結核尿沃度 酸値 ノ研究

1.健 康小見尿沃度酸値亭均 ノ・線値89.6「ク ト」fi63.4

残億26.2デ ァル。

2.結 核性贋膜炎尿沃度 酸値雫均 ・・健康者二比 シ線

億及 ビ「ケ ト」値 ガ減少 ス7レ。

3.滲 出性肋膜炎滲 出期 二於 イテ尿沃度 酸値 李均 ・・健

康者二比 シテ、線値 稽 竃高 ク痩値 ノ堵加 がアル。清退

期 ニハ纏 「ケ ト」値残値何 レモ塘加 スル。

4.第 二期性肺結核及 ビ結 核性腹膜 炎二於ケル尿沃度

酸億 バー般 二線値 ノ培加 ガア'レ,

5.結 核血清沃度酸値 ト尿沃度 酸値「ヶ ト」値封緯 匝 ノ

此 ノ間 二有意性腸牲相胴 ヲ認 ノ,レ。

録 M1

第 二 編 些 ノ 三 紹 核 性 脳 膜 炎脳 柑髄 液 二間 フ'レ研 究

1.正 常 脳 脊髄 液沃 度 酸 依 ・・M±mO・066±0・005

沃ノ隻酸 寒冷t血 ノ・M±mO.029±0.001デ ァ'レ。

2.小 兄 結 核性 鵬 膜 炎 脳 腎髄 液 沃 度 酸1直 ハ有 意 性 ・堆

加 ヲ認 メ ノナ イ,沃 度 酸 寒 冷 値 ハjSJj二減 少 勾 レ。

3.小SL化 膿 性脳 膜 炎、 脳 炎 、 脳 腫 瘍'脳 腎髄 液 沃度

酸 値 ・・増bllZル ヤ ウデ ノ'ル。

4.小 見 化 膿 性 鵬膜 炎 脚 腎髄 液 沃疫 酸 寒 冷 伍 ハ 減 少

シ、 腰 炎 脳 腫 瘍 ハIE常 域 或 ハ増 加 ノ傾 同 がア,レ.

(京 ♪く小兜 科 松 川 道雄 抄)

小 見 肋 膿 炎 ノ統 齢 的観 察

石 橋 守 雄1㌧ 免科雑 誌 、 昭 和10年 、416蜘

7年 間614例 ・入 院 及 ビ 外 來 患K-・ 臨 脈 的 観察 カ ラ

ス ル ト、乾 性 肋 膜 炎 ・方 が滲 出 性 肋 膜 炎 ヨ リ多 ク、 男

兄 ノ方 二楕 ミ多 イ。學 齢 期 二最 モ多 ク、季 節 ハ春 夏 ザ

多 ク、 部 位 ハ左 側 ヨ リ右 が多 イ。榮 養 状 態 ノ佳 良 ・モ

ノ ニ少 ク、饅 格 中 等 ・モ ノニ 多 イ。、肋 膜 炎 患 者 ノ22・

%二 肺 上 葉 ・潅 潤 ヲ見 ル。同側 ガ多 イ,家 族 歴 中結 核

ヲ詮 明 シ7モ ・65例 ・中10・,、 ピ'レケ 反感 陽 性 率 ・・

117例 中32.5%デ ア,レ。 誘 因 二 ・・風 邪 ガ最 モ 多 イ。

圭 訴 ・・蟹 熱 ガ最 モ多 イ 白血球 数 ハ殆 ド正常 値 内 ニア

ル如 ク、淋 巴球 ノ多 イ モ ノが経 過 ザ ヨ イヤ ウ デ ア ル沈

降 遽度 ・・大多 歎 二於 テ促 進 ス'レ。合 併 症 二 ・・腹 膜 炎 ザ

最 モ多 イ。 死亡 ・・3例 。 ソ ノ 中2例 ハ浦2歳 デ ア ツ

タ。(京 大 小 見 科 松 田 道雄 抄)

小 見結 楼性 疾 患 呂 於 ケ ル ニ 、三鵤 熱割 ノ使 用 成績

高津 忠、夫:(見 科 雑 誌 、 昭 和10年 、419號)

「ピ ラ ミ ドン 、 「エJV;tt'ン」、1ノ バ,レ ギ ソ;、 「ク リオ

ゲ ニ ン」・普 通1日 量 ヲ次 表 ノヤ ウニ定 ノ'レ。

日 司 幼 見 學 童1大 人
「ピ ラ ミ ド ン」 0.1-0.150.15-一(》.250.3

「エ,レ ポ ン」 0.3-1.01.0--2.03.0-一.0

「ノ ・・ル ギ ン
」 0.1-0.5 0.5-1.Ol.5

0.2-0.30.4-0.6「〃 リ オ ゲ ニ ン1 0.1-0.2
1[

コ し・ヲ結 核 性 患 者41名89例 二就 テ 各 軍掲 投 與 シ タ

場 合 ノ使 用 成 綾 ヲ比 較 シタ.

普 通 量 以 下 デ ・・奏致 シナ イ場 合 力●多 カソ タ、

普 通 量使 用 シ タ場 合、 症 状 不愛 期 、輕 快 期 ヲ通 ジテ輕

熱 ノ・各 薬 剤 二封 シ頑 固 デ ア ッ タ が、中熱 、高 熱 二 ・・「ピ

ラ ミ ド㌔iノ バ ル ギ ン」「ク リオ ゲ ニ ソ:共 相 當 ニ ヨ ク

作用 シ タ。末 期 墳 悪 期 二・に ク リオ ゲ ニ ン」ダケ ザ敷 果

力●ア ツ タ。
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魯 通 量 以 上使 川 ンタ場 含。 鰹 勲 ハ 相 賞頭 固 デ アツ タ.

疲 状 不 塑 期 、解 快 期 ヲ通 ジ中熟 高 熟 ーハ相 常 ヨ 〃作 用

シ・殊 二 「ク リオY=ン 」、 「ノバ ル ギ ン」ハ6例 トモ敷

果 力●ア ツ タ。

鴨通 量使 用 シ な 場 合 ト魯通 量 以上 使 用 シ〃場 合 トデ

其 敏 果 率 二大 差 が ナ{。 鯉 快 期 二最 モ1牧果 が認 ノ ラ レ

タ・ 熟型 デ ・・高 熟 二最 モ敷 巣 力惚 ノ ラ レ〃
。

(京 大 小 兄科 松 田 道雄 抄)

「ツ ベ ル ク リ ン
」貼 付 及 唐

安藤 越 治:(兜 科 雑 誌 、 昭 和10年 、42・1耽)

接 閥 法 ニ ヨル 「ッベ ル ク リ ン ・縄 皮 反 慰 ノー・ツデ ア ル

Bltimenau氏 ノ方 法 ヲi追試 シ タ。 實 施 方 法 ・・2.5cm

2F方 ノ亜 鉛 華 絆 創 膏 ノ接醐 面 二荷 「ツベ ル ク リ
・J原

液 ヲ塗 リ之 ヲ換 メ 「エ ー テ ル」デ清 拭 シテ オ イタ前 鵬

屈 側1皮 脚 二貼付 ス'レ。掛 照 ニハ 同 ジ大 サ ノ絆 創 膏 二

「4'リ セ リン
、プ ィ=ン 」ヲ ツケ テ用 ヒ タ,48時 間 後 二

絆 創膏 ヲ剥 ス ト陽 性 ノ場 合 ニ へ 壁 赤、 丘 疹 が見 ラ レ

ル ザ・陰 性 ノ時 二・・何 等 ノ塑牝 モ起 ラナ イ.樹 照 ノ場

所 二 ・・通 常 力 ηル憂 化 ハ見 ラ い トイ、時 ニ ヨ リ駿 赤 ヲ

生 ジ列 定 二苦 ム コ トカ'ア,レ。不 愉 快 ナ副 作 川 ・・1例 毛

認 ノ ラ レナ カ ツ タ。152名 ノ小 免 二就 テ 検i査 ヴタ β吉

果 ノ・

Mantoux氏 反隙 トノ比 較

貼 付1 +トi+ト
断

39

Mant。ux・+1_1_・+

___⊥ こ ⊥

例 酬8!別1釧4

Pirquet氏 反 感bノ 比 較

貼

Pirquet

朔+一+列 一

i+一:±!一+

計

例
剃2497ii32127

Pirquet氏 反 慮 ト比較 ス ル ト鏡敏 度 ・・略t同 一一」p.

Blumenau氏 ノ結 果 トー 致'・ ル。 從 ツ テ コ ノIit.1..h・

Pirquet氏 反 磨 ノ代 用 ト シテ小 見 科 デ磨 用 ス ル ノ ニ都

合 が 司 イ。 「京 大 小 免科 松 田 道雄 抄)

一 般 學 術 難 誌

血 中 ノ結核 菌護 明 二就 テ

NicolausKavacs:(Wien.Klin .Wschr.Nr.3,19361

流 血 中 ノ結 核 菌 二 關 シテ ・・今 日デ ノ・ソ ・詮 明 方 法 ザ

主 トシテ興味 ノ中 心 トナ ツテ ヰ ル。

著 者 ハ先 ヅ溶 血 二當 ツ テ 「グ ロ プ リ ソ」結 核 菌 駿 育 阻

止 作 用 ヲ避 ケ ル爲 二 「ザ ホ ニ ン ヲ生理 食 唖水 二溶 シ

且 之 二獣 炭 末 ヲ加 ヘ テ 結 核 菌 ヲ獣 炭 末 二 吸著 セ シメ

之 ヲ「ザ ホ ニ ソ」0・2%絢 糠 酸0.05・ 。ヲ含 有 セ,レ 生理

食 璽 水 デ洗 フ方 法 ヲ用 フ ル。

獣 炭 末 吸 著 法 ・・結 核 菌 駿 育 ヲ 確 實 ニ シ且 迅 速 ナ ラ シ

メ ル様 デ ア ル。(坂 口 内科 岩 田抄)

非 定型 的 ナ 褻 病 ヲセ ル 全 身 粟粒 結 核

Hans.Schipper:(Wien.Klin.Wschr.Nr.6 .193611

著 者 ・・從 來 健 康 ノ人 が 急 性 扁桃 腺 炎 ヲ 起 シ ソ レニ綬

蛋 シテ全 均 粟 粒結 核 ヲ起 シテ 死 亡 シタ3例 ヲ報 告 ス,

就 中1例 ハ 雪 前 扁桃 腺 ノ 試験 切 片標 本 ヲ 検 鏡 ンテ既

二結 核 性 攣 化 ヲ認 メ タ。

3例 中2例 ハ 扁 桃腺 炎 ノ 症状 一 時滑 腿 シ 約1ケ 月後

二粟 粒 結 核 トナe、.他 ノ1例 ノ・痛桃 腺 炎経 過 中漸 次 倦

怠感 、 咳歎 、喀 撲 墳 加 シテ途 二'レ ン トゲ ン」像 上 粟 粒

結 核 ヲ認 メ ル ニ 至 ツ タ。(坂 口 内科 岩 田抄 、

腎 膿 結 核 卜結 石 形 成

HerbertWeingarten:(Wien.Klin .NVschr.Nr.7二

1936)

腎 臓 結 石 ト腎 臓結 核 ノ合 併 症 デ ノ・同側 ノ腎 臓 二併 費

ス ル モ ノ が66%デ ア ル。 結 石 ト匠別 ス ベ キノ・腎 臓 結

核 ノ壊 死 物 質 ノ石 灰 化 シタ モ ノ デ 之 ノ・眞 ノ 腎 石 二比

シテ レン トゲ ン」像 上 境 界 不 鮮 明 デ陰 影 ガー様 ナ微

密 サ ヲ持 タ ナ イ。

結 石 腎 が後 二結 核 性 愛 化 ヲ呈 スル コ トモ ア リ、結 核 腎

二結 石 ヲ生 ズ ル事 モ ア ル ガ個 々 ノ 場 合 二 何 レ ヲー次

的 トス ル カバ 困難 テ アル。

治療 ノ・一 側 二結 石 ト結 核 ガ ア ル トキ ハ摘 出 ス ル ガ
.反

封 側 二夫 結々 核 ト結 石 ガ ア ル カ、叉 ハ 雨側 ノ場 合 ニ ハ

結 核 ヲ先 ヅ治 療 シテ 結 石 ヲ 後 ニ ス ル ベ キ カ ソ ノ逆 ニ

ス ベ キ カ ガ問 題bナPレ が
、経 験 上 結 核 腎 ヲ摘 出 シ テ他 一



第7號 】 抄

側 ノ結 石 が悪 化 シ 無 尿 二 至 ラ シメ,レ那 ザ 礼 々ア ル ノ

デ、結 核 腎 が高度 ノ障 樽 ヲ ウ ケ テ ヰ ナ イ限 リ通 常 腎 石

ノ治療 後 二結 核 ヲ治 療 ス ル。

雨疾 患 ノ合併 症 ハ混 合 傳 染 ノ 結 核 腎 二1レ ン トゲ ・1

検 査 ヲ励 行 シ、結 石 腎 二結 核 菌検 査 及 動物 試 験 ヲ行 ヘ

バ尚 増 加 ス ル デ ア ラ ウ。(坂 ロ 内科 岩 田 抄)

人 工 氣胸 療 法 ノ永 久 的 鼓 果 二就 テ

W.Neumann:(Wien.Klin.W'schr.Nr.7.1936、

特 別 ノ治 療 ヲ施 サ ナ イ 空洞 結 核 ノ75.7・ 。ハ5年 以 内

二死 亡 シ永 久 的 治 癒 ・・18.37。 デ ア'レ。 人 工 氣胸 療 法

ノ終 局 的敷 果 ハ氣 胸 終 了後4年 ヲ 縄 テ 正 雷 ナ剃 斯 ヲ

下 ・y得ル。 著 者 が1926年 迄 二 氣 胸 ヲ中止 シタ 諸例 デ

・・永 久 的治 癒 ノ・46.8596千 ●ア ♪レ。 者 者 ・・目下

1.純 粋 ノー 側 空 洞 二行 ツ ・ヌ場合 。

2.他 方 二小 サ ナ病 竈 ア ルモ ノn

3.他 側 ニ テ空 洞 が ア ル が病lh'肺!11.xヲ 越 ヘ ナ

イモ ノ。

4.肺 ノi/3以 上t'罹 患e,レ モ ノ。

ヲ匠別 シテ分 類 シヤ ウ トジテ ヰ,レ。 コ ノ1。 及2.ノ 、

80%二 永 久 的治 癒 ガ可能 デ ア ル。

4ケ 月 氣胸 ヲ行 ツテ 菌 排 出、空洞 ノ大 キサ ニ墾牝 ヲ起

サ ナ イ所 謂 一gequ51tenPneumothorax(Herms)ヲ 除 ケ

バ敷 果 李 ・・爾 良 クナ ル。 之 ・・癒 著 嶢 切 、部 分 的成形 術

ヲ併 用 ス ル。

「ツベ ルク リ ソ」治 療 ノ併 用 ・・滲 出液 ヲ 防 ギ 叉 肺 ノ繊

維性治 慮 ヲ促 進 ス ル。(坂 ロ 内科 岩 田 抄)

肺 虚 脱 療 法 ノ適 感 決 定 二就 テ

A.Heymer:(MUnch.med.Wschr.Nr.3.ユ936 .1

肺 虚脱 療 法 ノ本態 ノ・傳 染 源 ヲ 除 クモ ノデ ナ イカ ラ個

盤 ノ患者 治癒 作用 ガ 前 提 ト シテ 必 要 ナ モ ノデ ァ ル。

ソノ作 用 ノ・種 々 ノ 因 子 力●アル が 就 中機 械 的作 用 ガ主

デ アル。 シカ シ虚 脱療 法 ・・危 瞼 ヲ件 ヒ叉 心 臓 、呼 吸 器

二員 据 ヲ及 ボス モ ノデ ア ル。適 慮決 定 二重 要 ナ ノ ハ病

氣 ノ振 リデ ナ クテ 質 デ ア ル。空洞 性 硬 化性 結 核 ノ・虚 脱

ス ル コ トが 必 要 デ ア ル ガ 滲 出型 ニ ノ・選 揮 的 氣 胸 が起

リニ ク ・、寧 ロ健 康 ナ肺 組 織 ノ ミが歴 縮 サ レテ 目的 ヲ

達 シナ イ。特 二雨 側氣 胸 ヲ行 フ トキ ニ ノ・選 揮 的 氣 胸 ガ

重 要 デ ア ル。

虚 晩療 法 中氣 胸 療 法 ノ・庇 護 的 デ ア リ 且 愛 化 ガ 復 蕉 シ

得 ル ヵ ラ最 モ良 イが、就 會 的 地 位 ニ ヨツ テ之 二代 ル横

隔 膜紳 経 撚 除等 ヲ要 ス ル事 モ ア ル。是 等 杜 會 的條 件 二

制 約 サ レタ場 合 ン・榮 養 休 息 ノ不 足 ヲ 免 レナ イカ ラ豫
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後 ハ イ{良二+リ 易f。

適 慮 決 定 ニ ハ 菌 ノ証 明 、 就 中 喀嬢1Fア ンチ フォル ミ

ン」集 菌 法 、 喉 頭 粘液 塗 布標 本,空 腹 時 冑 液 中 ノ菌櫨

査 が絶 劉・二必 要 デ、以 上 ノ場 所 昌 培養 上、 動 物 試験 上

菌 陰 性 ・場 含 ハ廠脆 療 法 ヲ行 ・・ナ イ、更 二活動 性 卜非

活 動 性 ノ磁 別 ヲ参 考 トス,レ。

虚 脱療 法 禁,V,ハ 乾 酪性 肺 炎、 肺 …氣腫 、50歳 以 上 ノ老

尺、 氣 管枝 喘 息、脊椎 ノ強 度 ノ愛 化 及 低 贋 者 デ ア ル

妊 娠 中及 糖 尿病'・禁 思 トナ ラナ イ。

他 ノ臓 滞 ノ結 核 性 病 愛 デ ・・喉 頭 結 核 ノ時 ・・稀 二禁 忌

デ腸結 核 ハ絶 封 禁思 デ ア'レ。

肺 結核 ト腎臓 結 核 ノ合 併 ハ先 ヅ 肺 結 核 ヲ 治 療 シ時 季

ヲ失 シ+イ 内 二腎 臓 摘 出 ヲ行 フ。若 シ雨 側 ノ腎 臓 結 核

ガ ア レバ虚 脱療 法 ヲ行 ノ・ナ イ が良 イ。

(坂 口 内科 岩 田抄)

肺 結 楼 二於 ケ ル 肋 腹 合 併 症 卜"イサ ポ ー ゲ ン 治 療

H.J.Gottschalk.D.Uckemann:(Mlinch.med.

Wschr.Nr.10.1936)

乾性 肋 膜 炎 ノ終 痛 、滲 出性 肋 膜 炎 ノ胸 内苦 悶 及 肋 膜 慮

著、肋 間 赫経 炎葉 間 肋膜 炎等 ハ等 ・・種 々 ノ現 在 ア ル治

療 ・・奏 数 少 イ カ叉 ノ・副 作 用 ヲ件 フ。

著 者 等 ・・此 ノ際 「イサ ポ ー ゲ ン」ヲ用 ヒタ。 之 ・・沃 風.

「カ ンつル」、石鹸 製 刺 デ完 全 二水 及 脂 肪 二溶 解 ス ル。

著 者 等 ノ・「イサ ポ ー ゲ 》」叉 ハ ソ ノ 「サ ル 千 ル」酸 ヌ.ハ

「ク ロ ・ホ ル ム」 ト結 合 シ タ モ ノ ヲ1日2同3週 間 皮

膚 二塗 擦 シタ。肺 結 核 ノ合 併 症 ノ・滲 出性 肋 膜 炎 が最 モ

多 イガ、ソ ノ滲 出液 吸 牧 及 癒 著 形 成 が何 故 二起 ル カバ

今 日不 明 デ ア ル。饅 質 ニ ヨル トモ、 特 別 ナ酵 素 ノ働 キ

トモ淋 巴道 ノ障 碍 トモ イ ・・レテ ヰ'レ。

著 者 等 ノ・滲 出性 肋 膜 炎 一 ハ 滲 出液 ヲ 先 ヅ 出來 ル 丈 ト

リ次 二 「イサ ポ ー ゲ ン」治 療 ヲ始 メ ル。著 者 ノ・7例 二之

ヲ試 ミテ癒 著 ヲ少 ク シ得 タ、乾 性 肋 膜 炎 、 葉 間肋 膜 炎

モ終 痛 及 ビ 「レ ン トゲ ン」像 ノ治 癒 ヲ認 メ タ、叉 氣 胸 療

法 二併 用 シテ疾 痛 ヲ少 ク シ結 核 治癒 ヲ促 進 シタ、肋 膜

癒 著 二 「イサ ポ ー ゲ ン」ヲ用 ヒテ 癒 著 が 少 ク ナ リ就 中

3例 ・・廣 汎 ナ,レ癒 著形 成 ノ 爲 二 「レ》 トゲ 》」像 二肺

ノ愛 化 ヲ認 メ 得 ナ カ ツタ が 「イ サ ポ ー ゲ ン」 ヲ用 ヒテ

列 明 シタ、横 隔 膜 ノ肋 膜 癒 著 二用 ヒテ肺 活 量 堆 加 シ呼

吸 作 用 が コ クナ ツ タ例 モ ア ル。(坂 ロ内 科 岩 田 抄)

加 里石 鹸 ニ ヨル 結 核 ノ治 療 及豫 防

Nie.Antal:(Wien.med.Wschr.Nr.7.1936)

加 里 石 鹸 ・・諸種 皮 膚疾 患 二 於 テ 局 所 二働 イ テ 治癒 作=
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用 ヲ瞥 ム以外 二結 核 性 旗 膜 炎、 腸 鯖 核 、皮 膚納 核 ノー

部 、 關 節結 核 、 腺病 質、小 兄 ノ結 核疾 患 二於 テ 皮膚 二

塗 擦 シテ 吸 取 後 ノ 全 均作 州 二 胃ツ テ治 癒 セ シメ,レ事

.が 出 來 ル
.此 ・際 皮 膚 ノ刺 激 ナ ク叉 副 作用 モ無 イ。 作

用 機 樽 ハ 「アル カ リJが 結 核 菌 脂 肪 膜 ヲ破壊 シ縞 核 菌

ヲ殺 ス姶 ラ シ イ、1脛症 結 核 ハ 勿諭 、 中箏 症 モ、 亦 霊 症

結 核 ニ モ稀 薄液 ヲ川 ヒテ敷 ヲ認 メ得 ル。夏 二著 κノ'紹

核 感 染 二曝 露 サv、 」又ハ 多少 感 染 有 ル モ ノノ・豫 防 的 二

1週2-3同 加里 石 鹸 ノ塗 擁 ヲ行 ツ テ 安 償 二結 核 豫 防

ノ 圓的 ヲ逡 シ得'レ。(坂 ロ 内科 瑞 田抄)

牛 型 二依 ル肺 結 棲 症

Munro,W.TandWalkev,Gilbert:Pulmonary

tUberculosisduetothebovinetypetuberclebacillus・

AcasereportwithautOpsyfindings.(TheLan㏄t.

1935.1.)

1901年London二 於 テKoch氏 ガ牛 型 萄 ヲ報 ジ、共

ノ人 二封 ス'レ病 原 性2・極 メ テ10wvirulenceノ モ ノ『デ

アル が故 二特 二像 防 的 塵 置 ヲ探 ル 必 要 ヲ 認 メナ イ ト

主 張 セ ラ レタ が然 シ牛 型 菌 二佼 リテ ノ・、決 シテ肺 結 核

症 ヲ起 サ ヌ ト云 フ確 タ ル 謹 明 ノ・ナ イ ノ ミナ ラ ズ、Dr・

Gr冊th,Stanley及 多 数 ノ 研 究 家 ニ ヨ ツ テ 從 來 マデ 、

喀撲 中 ノ牛 型 菌 検 出及 肺 結 核 症 が 報 告 セ ラ レテ ヰ ル。

著 者 ・本報告 モ亦 牛型 菌 ニ ヨ ル 著 明 ナ ル肺 及 全 勇 結

核 症 ・1例 デ ア'レ。 即 チ患 者 ノ・19年 ノ少 女 デ ア ツ テ

家 族 歴 ハ無 カ ツ タ が、 生 後 間 モ ナ ク母 乳 ノ 鉄 乏 ノタ

メ、「i・;yスル」 ノ 「コ ンデ ンス、 ミJVク 」及Oat・fl・w

ガ與 ヘ ラ レ、1年 絵 ニ シテ生乳 ヲ引 績 キ飲 用 シ タ.所

力'生後2ケ 年 目 二頸 部 淋 巴 腺 力●腫 脹 ・y、7歳 ノ時Sa・

・naturium二 牧 容 サ レタ ガ 依 然 ト シテ頸 部及 腋 窩 腺 ノ

腫 脹 ヲ見 タ、然 シ患 者 ハ全 勇障 碍 極 ク輕 微 デ、糞 尿 中

菌 陰 性、 且 「ソ ベル ク リ ソ」反 慮 モ陰 性 デ ア ツタ ノ デ、

2ケ 年 後 二 自宅 二艦 ヘ ツ タ。 所 ガ 其 後2年 ニ シテ螢

病 シ、 撚100F.脈 搏110ヲ 算 シ、Lunge二 著 明 ナ ル

病 愛有 リ、右 側 肺 尖 部 空 洞 形 成、 左側 肺 ニ ノ・浸 潤 ヲ認

メ喀 疲 中菌 陽 性尿 カ ラモ、動 物 試験 ノ結 果 菌 ヲ謹 明 シ

タ。而 テ経 過 極 メ テ迅速 デ願 病 後 僅 力数 ケ 月 デ死 亡 シ

タ ノデ ア ル。其 剖 見 所 見 二於 テモ肺 臓 ノ侵 害最 モ甚 ダ

シ〃 、 著 明 ナ ル空 洞 ヲ形 成 シ。其 他腋 窩 腺 、 腸 闘膜 膵

'膿 周 園 淋 巴腺 腫 騰 乾 酪 化 シ
、腎臓 ニモ 乾 酪 性結 節 ヲ多

敷 認 メ タ。要 ス,レ ニ其 ノ症 獣 ハ人 型 菌 ニ ヨ ル重症 全 均

結 核 二似 テ ヰ タ。而 テ楡 出 菌 ノ培 養 及 毒 力 試 験 ノ・G1・

-eumond、 及GrifMth氏 二俵 頼 シ タ 結 果 何 レモ家 兎 二
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碧 明 ナ ル進 行 性 企 均縞 核 ヲ起 ス 張 毒 ナ ル 牛 型 菌 レ朔

川」ンタ.以 上 ・事 賀 へ 牛 型 菌痢 原 性 二封 ス ル ー 般 ノ

通 念 ヲ覆 スモ ノデ ア ソ テ、'卜型 菌 二 獅 シテ 馬 人 型 菌

同 悌 深 甚 ノis,;,V,ヲ{",フ`i∫キ デ ア'レ ト.

(北 里研 究 所 星 加 抄)

彊 二 於 ケ ルB,C,G,免 痩 實 駿

(.;i・iffith,Stanley,A.,Buxdon.」 ・BasilandGlover:

ImmunisutionexperimentsonCal、`・rwithB・C・G・

〈TheLancet1935,1/

B。('.Gノ 免疫 賞験 二 關 シテ ノ・、 從 來 噌 デ幾 多 ノ研

究 報告 が ア'レカ'、著 者 モ禎 ヲ用 ヒテ實 験 ヲ行 ツタ。

卯 チ48顛 ノ禎 ヲ刑 ヒ、 共 ノ中29頭(中8M劉 照)ヲ

以 ヅテ免 疫 ノ持 績 期 間 ヲtestシ 、19頸(6頭 尉 照 ノ

ヲ再 免疫 買」瞼 二供 シタ。接 種 方 法 ノ・2同 二分 チ 第 一・同

10mtS・r第 二:rEl100mgrヲ 鰐 脹 内注 射 ヲ施v、 最 後 注

射 後3.6.9.12ケ 朋 二 夫 々 有 耕 型 菌5㎎rヲ

Peros二Pippetニ テ奥^、 之L・ ヲ各 所 定 期 日 二解 剖

シ、其 ノ病 璽 ノ有 無 輕 重 ヲ封 照 ト比 較 鋭 察 シタ。結 果 ハ

3刀 圓豫 防 接 種 ノモ ノ ニ於 テ ノ・結 核 病 愛 ナ ク.封 照 ニ

ノ・腸 間 膜 及 胸 部 淋 巴 腺 二結 核 愛 化 ヲ認 メ、6月 目接 種

ノモ ノニ ア リテ へ1例 二腸 間 膜 腺 二輕 度 ノ璽 化認 メ

タ レ ドモ他 ハ愛 化 ナ ク 封 照 ニ テ ハ 全 部 定 型 的腺 結 核

受 化 ヲ呈 シ、9月 目 一 ア リテ ノ・、1例 ノ腺 腫 脹 ヲ除 キ

他 ・・全 部Normal一 シテ 封 照 ノ・璽 化 ヲ 來 シ12月 目

二於 テハ接 種 牛 中1例 ヲ除 キ 他 ハ全 部 腸 間 膜 、上顎F

腺 二T・B・ ア リ。 封 照 ハ 全 部 定 型 的T.B.像 ヲ示 シ

タ。 要 ス ル ニ著 者 ノ實験 二於 テ ノ・、牛 型 菌 ノ経 口的 感

染 二US・yテ ・・、B・C・G菌 、静 脹 接 種 法 ニ ヨ リテ完 全

二防 禦 シ得、 且 ツ共 ノ持綴 期 間 ノ・6-12ケ 月 二及 ビ、

接 種 牛 中病 塑iヲ 呈 セ ル モ ノモ 封 照 二 比 ス レバ慢 性 ニ

シテ輕 症 デ ア ル、叉B・C・G菌(100mgr)ノ 再 接 種 二

於 テ ・・免 疫 性 ヲ再 獲 得 シタ が、其 ノ防 禦 的 償 億 ノ・初 期

接 種 二於 ケ ル モ ノ ヨ リ大 デ ノ・ナ カ ツ タ。(6ケ 月 目 二

於 ケ,レ比 較)'(北 里研 究 所 星 加 抄)

肺 副 下 葉 ノ 「レン トゲ ン 」像

永 井 隆:(長 崎 督 學 會 雑 誌 、 第13巻 、 第9號)

1)長 崎 聲 科 大學 物 理 的療 法 科 二 於 テ1932年1JI4

日 ヨ リ1934年12刀28日 マ デ ニ撮 影 セ,レ背腹 方 向 胸

部 「レ」線 爲 眞5192例 ヲ槍 ぺ60例 即 チ1.15%二 於 テ

横 隔 膜 窃 窪 ヨ リ上 方 二向 フ毛 髪 線 ヲ認 メ タ。

2)此 毛 髪 線 ハ副 下 葉 ト鱗 接 肺 葉 ト ノ 葉 間 二 「レ」隷

が正 切 シタ際 二生 ズ ル 葉 間 ノ 陰 影 デ ア リ從 ツテ 「レ」
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線學的 二副下葉 ノ存在 ヲ示スモ ノデ ア,レ。

3)此 毛髪線 ノ現出頻 度ハ 「レ」線撮影技術 ノ蓮 歩二

件 ツテ或程度 マデ増加ス ルモ ノデ アル。

4)此 毛髪線ノ・成 人 ニ テ1.28%小 見 ニテ0.48%二

現 出 シ、叉男性 ニテハ1.37%女 性;オ4テ ハ0.84%

詮明 シタ。 小見及 ビ女性 ノ・均髄動 播、心臓撞 動 ノ頻数

ノ鴛及 ビ女性 ノ乳 房 ヨ リノニ 次線 ノ 影響 ニヨツテ現

出頻度 が減少 シタ モノ ト推測 サ レル。

此毛髪線 ノ・布側55例 、左側4例 、 雨側1例 二 見 ラレ

タ。左側 二少 ナ イノノ、心臓陰影 二隠 レ叉共擢動 ノ爲 二

動樒 シ不鮮 明 トナツタ欝 デ アル。

6)此 毛髪線 ハ横隔膜奪隆 陰影 ノ中心側113カ ラ中央

マデノ間 ヨ リ登 シテ上方 二向フモノが最 モ多 イ。

7)此 毛髪線 ノ長 サ・・軍 ナ ル天幕状 ノモ ノカラ8(m二

至)vマ デ種 々アツテ2cm前 後 ノモ ノが最 モ多 イ.形

状 ハ弧 ノモ ノ最 モ多 ク 直線 ノモ ノ不規則 ナモ ノモア

ル。方向ノ・上内方肺 門二向 フモ ノが最 モ多 イ。

8)此 毛髪線 ハ健康胸部 二於 テモ現 出ス)v、一定 ノ疾

病 トノ間 二特別 ナ關係 ハ認 メナイ。

該葉間肋膜 二病愛 がアレバ 濃 ク 廣 イ陰影 ヲ現 ノ・シ見

工易 クナルノ ミデ アル。

9)此 毛髪線 ト鑑 別 ヲ要 スルモ ノニ氣胸 二 於 テ横隔

膜 ヨリ離 レタ内縁、肺紋理、諸種腹部疾患 ノ際 二起 ル

Durehwanderungspleuritis.ニ ヨ,レ線 状陰影・、Media

stinalrandleiste.肋骨縁等 ガア リ、天幕状陰影 ノ ミヲ

呈スルモノ ト鑑 別スベキモノニ肋膜慮著、肺實質 内萎

縮性病璽 ニ ヨル 肺横隔面 ノ漏 斗欺昭凹 が禦 ゲラ レ叉

副下葉 ノ ミニ燭 立 シテ諸種 ノ病憂 ア ル 時正常肺葉 ノ

下部中心側 二限局性 二病愛 がアルモ ノ及 ビ 縦隔賓!

諸疾患等 トノ鑑別 ハ困難 ナ場合 ガアル。

(長崎屠大物療科 永井 自抄)

肺結核 患者 ノ摘理組織學的鵬所見

田中英之:(長 崎醤學會雑 誌、第14巻.第5號)

著者ハ結核患者 ノ10例 中5例 二於 テノ・赫経節細胞、

憩経繊維、神経膠細胞等 二就 テ詳細 二病 的髪化 ヲ研索

シ他 ノ5例 二於 テノ・Bmdmann氏 大脳分野圖 二從 ヒ

各小域 二就 テ圭 トシテ 細胞脱落 ヲ研 索 シ次 ノ結論 ヲ

得 タ リ。

1・ 細胞脱落 ハ多 クハ 線條性 ニシテ 血管 ノ周園 二著

シ。6層 中第3層 最 モ強 クBrodmann氏 大鵬分野圖

ヲ以 テス レバ殆yド 纏テ1小 域 二之 ヲ見ル。早農性凝

呆 ハ前頸 葉、正 中廻轄、側頭葉 ヲ好 ンデ侵 シ結核 ト同
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糠6層 中第3層 ノ緬胞脱落最 モ著明 ナ リ。故 昌縞核 ヲ

合併 ス ♪レ事多 キ11隻螢性窺呆 ノ大贋 ノ研究 二際 ンテノ・

縞 核 ヲ顧慮 ス18∫キハ大切 ナJV條 件 ナ リト著者 ハ強 〃

圭張 シタ リ。

2.大 鵬皮質細胞層 ノ錐髄細胞及 ピ共他紳経緬胞 二於

テNissl小 舳 ノ曙填状 崩填勉 二融解 ア リ.或ハ老人性

璽化 ヲ想ノ・シムルが如 キ細胞萎稲、硬化或 ノ・叉贋 ζ細

胞 二蜂窩肌構造 ヲ旦スル ヲ見ル。帥纏原繊維 ハ贋=叉

顧 粒状 二崩壊 ス。

3.紳 経膠粗織 ノ璽化 トシテノ・著明ナJV部 分 的邊線膠

組織 増殖、 星芒細胞 ノ堆加、Hortega氏 細胞 ノ肥 大

並 二墳 加、脂肪顧粒細 胞 昌璽形 セルモ ノ等 ヲ螢 見ス。

4.髄 鞘染色 ニヨル ニ放 射繊 維上層二所 々斑貼状髄鞘

消 失 ア リ。

5.脂 肪染色 二於 テノ・錐値細 胞、 紳絶 節細胞、血管壁

細胞、Purkinje氏 細胞、其他大膳 基質 内 二遊離性 二

脂肪 ヲ豊 富 二獲 見ス.

6.血 管 ノ・一般 二極度 二櫨 張 シ血液 ヲ以 テ充満ス。是

等 ノ愛 化 ヨ リ見ル 三中櫃紳経 系統 ノ細胞 ハ常 二饅温

上昇 ノ影響 ヲ受 ケ叉結核 ノ異常物質代謝 ニ ヨ リテ生

ジタ ル物 質 ニヨル急性叉 ハ 亜念 性或 ・・慢性 ノ中毒或

ハ自家 中毒 ノ影響 ノ下ニアル ト考^ラ ル。叉斯 ク ノ如

キ著 明ナル墾化 が大脳 ニアラバ 共 ノ 機能 ノ障碍 ヲ受

クルノ・明 ラカニ シテ 爲 ヨ結核 ノ末 期 二於 テ屡 ζ多幸

症性詣妄 等 ノ精紳病 ノ號現 ヲ 見ルノ・病理組織學上 ヨ

リ謹 明 シ得 ル所 ナ リ。(長 崎聲大精憩科 田中自抄)

人工氣胸後24時 間以 内二於ケル 血液像 ノ●化 呂

就テ

澤崎進:(東 京督事新誌、No.2947)

著 者ハ肺結核 患者15名 ニツキソノ第1回 人工氣 胸 ノ

後24時 間内 ノ血液像 ヲ、氣胸 直前、氣胸 後3時 間、

6時 間、10時 間、24時 間 ノ5回 ニワタ リテ観察 シ、

ソノ結果 ヲ次 ノ如 ク報告 セ リ。

(1)白 血球 歎。共 ノ過 牛数 二於 テー過 性 ノ塔加 ヲ認

メタルモ、氣胸側 ニソキテノ・左 右 ノ關係 ナ シ。

(2)赤 血球数。過 牛数 ニー過性 ノ増加 ヲ認 ム。

(3)血 色素量。87%二 於 テ、最低5%、 最高1596

二亙ル著明 ナル増加 ヲ示 シ、ソノ堆加 ノ・、 氣胸後3時

間 目二既二始 マ リ、6時 間 目 二最高値 二達 シ、10時

間 目=リ 次第 二 減少 シテ24時 間 目ニノ・雫常値 二復

スo

(4)淋 巴細 胞 。80%二 於 テ ー一過 性 ・減 少 ヲ示 ス。
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(5)中 性 嗜 好細 胞 倣 ハ809。=lnテ ー一一過 性 ノiiRJJIIヲ

示 ス。核 ノil邉ノ現 票 ハ 之 レヲー一一E'ノ璽 化 トerテ 認 メ得

ザ リキ。

(6)耶 核 細 胞 及 移行 型,一 定 ノ愛 化 ヲ認 ムル能 ・・ソご

(7)iエ オ ジ 笥 嗜 好級 胞 ノ増 減 ハ不 定 。

(81tプ':!'t.マ1細 肱 鱒 基嗜 好 細 胞 二 ・・共 二璽 化 ヲ

認 メズ。(東 京 市療 矢部 法 抄)

「ツ ペ ル ク リン」 ノ海 環 呼 吸 瓦斯 代 謝 二 及 ボ ス 影

響(第1同 覇 告)

陸 恥 惇 軍1將加 藤 凱一・:(軍 隙 幽 雑 誌、 第263號)

著 者 ハ、小 動物 用 閉 頒 循 理 型 呼 吸 瓦 斯 代 謝 測 定 妓 催 ヲ

改 良 孝案 シ、コ レニ 「ツ ベ ル 〃 リ ン」ヲ注 射 シテ、 ソノ

基 礎 代 謝 二及 ボ ス作 用 ヲ研 究 シ テ 次 ノ如 ク報 告 セ リ。

1.傷 研 製 ρ1「ツベ,レク リン」。燈 重400-600瓦 ノ健

康海 狸 ノ皮F二 注 射 シテ、共 基 礎 代 謝 二及 ボ ス作用 ヲ

注 射 後5-6時 間 二亙 リ観 察 測 定 セ ル ニ、大 饅 二於 テ

何 レモ'k理 的 動 揺 範 園 ニ ア1)テ 愛 化 ヲ認 メ難 久 之 ヲ

封 照 實 験 ノ成 績 ト封 比 ス ル モ特 二 差 異 ア'レヲ認 メ ズ。

要 ス ル ニ傳研 製 蕉 「ツ ベ ル ク リ ン」 ノ皮 下 注 射 ハ健 康

海 瞑 ノ基 礎 代 謝 二、少 ク モ1同 ノ注 射 ノ ミニ ヨ リテハ

影響 ヲ及 ポ サ ズ。

2.薙 「ッ ベ'レ ク リ ン」(防腐 畑 ヲ含 有 セ'1:'

コ ノ場 合 モ 同 ジ〃何 レ モ 生 理 的 範園 内 ニ ア リテ 差 異

ヲ認 メズ。

要 ス;レニ雨 者 共 二、少 ク トモ1同 ノ注 射 ・ ミニテ ノ・竹

二認 ム可 キ影 響 ナ シ。,(凍 京 市 療 矢 部 法抄)

佐 世 保 海 兵 團 二 護生 シ タ ル胸 膜 炎 ノ統 計 的 観 察

石 田松 夫:・ 海 軍 軍 馨 會 雑 誌 、第24巻 、 第4號 、Ill{和

10年8月 亀

著 者 ・・大il三13年 ヨ リ10ケ 年 間 二 佐 世 保 海 兵 團 二螢

生 セ ル、 胸 膜 炎患 者 二就 テ、調 査 セ ル ー、 昭 和4年 が

敷 二於 テ最 モ多 ク、罹 病 率 ノ高 キ ・・5月 ヨ リ8月 ノ夏

期 ニテ、 年 齢 二於 テ ・・22歳 、23歳 ノ若 年 兵 二多 ク、

全 患 者 ・38%ノ ・海 兵團 入 團後4--6ケJ]間 二號 生 ス 、

温 性71.29・ 、 乾 性28.8%ナ リ、治 療 日鍛 ・・雫 均100

日前 後 ニテ 、150日 以 上 ヲ要 セ シ者 全 盟 ノ23・6ナ リ。

(東 京 市 療 三 榊 抄)

胸 膜 炎 臨 躰 二於 ケ ル 赤 血 球 沈 隆 笈 鷹 及Costa氏

笈 埴並 二 雨 笈癒 ノ本態 二 關 ス ル研 究

杉 田 保:(海 軍 軍 馨 會雑 誌 、 第24巻 、 第4號 、 昭和

10年8月 、

著 者 ハ湊 海 軍 病 院 二於 テ、150名 ノ肋 膜 炎 患 者 二就 テ、

録 【錦1喜 巻

加 鰍 沈 降 速 度 及 ビc・statCJxnc.ヲ 試 ㍉ 酬 繭 鋭

寮 ト比較 シ残 次 ノ縞 果 ヲ犠 炎 セ リ、 ω+

1,赤 沈 反 堀 蛇 二Costa氏 反 鷹 ハ.肋 膜 炎 患 者 ノ病

状 ・消 長1・ ノcre・・致 ・7,"温 ト殆 ンr併 行 シ.胸 部

1レ 」線 所 見 ト大"一 ・致 シ.肺 二駈蝉 叉 ハ鑑 行性 結 核 病

竃 ・ア'レ際,殊 二血 行 性 揺 瓢 性 ノ場 倉 及 ピ浸 出 液 ノ多

贋 ナ ル時 ハ 、雨 反 騒 促 鬼 シ、 ～台億 的 傾 向季 明 ナ ル際 ハ

促 進 セ ズ。

2.故;肋 膜 炎 ノ昭 肱 上 及 ピ 「レ 線 樵 査 上 ノ締 桀b併
の

川 ス'レ時 ・・痢 欺 ヲ比 較 的輔 催 二知 り得.且 ツ爾 反懸 ガ

縄 過 中長 期 二瓦 リ促 進 スル 場 合 ノ・,肺 紹 杉 二移 行 ス ル

カ、 叉 充 分 ノ治 癒 ハ望 ミ難 ク,肋 膜 炎 ノ騨 過 推 定 上 債

億 大 ナ リ

3.肋 膜 炎 二於 テ雨 反 殿 ハ略;併 行 ス ル モ,全 部 ノー

致 ヲ見 フr、Costa氏 反 磨 ・方 ガ陰 性 弔納:高 〃.且 ツ

臨 躰 上 其 他 ノ所 見 トー 致 ス ル富 多 シ。

著 者 ノ・叉 雨 反 懸 ノ本 態 二就 テ研 究 シ、

1.赤 血 球 沈 降 速 度 ハ 同 一血 清 ニ テ・・、 血 球 容 量b逆

比 例 シ、同一 血 漿 ニ テ ・・血球 ヲ換 ヘ ル モ差 異 ナ ク、 血

漿 ニ テ赤 血 球 沈 降 遽 度 促 進 ノ場 合 、血 清 卜取 リ換 ヘ レ

バ著 シ ク遅 延 ス.

2.血 漿 二就 テ行^'レCosta氏 反 懸 ・・全 血 液 二就 テ

行 ヘ ル ヨ リ鋭 敏 ニ シテ、全 血 液 ヨ リ纏 維 素 ヲ除 イテ行
e

^バ 反 感 全 ク陰 性 ニ シテ 、 本 反 磨 ニ ハ 血 球 ノ・關 係 セ

ー・ご
、同一 血 液 ノ血 漿 卜血 清 ヲ比較 ス ル ニ、 前 者 ハ鏡 敏

ナ リ、即 千Fibrinogenガ 圭 役 ヲ演 フごル モ、 爾 血 清 中

ニ モ反 懸 物 質 ア リ、Costa氏 反 庶 ノ促 進 ス ル 場 合 ハ

血 漿Fibrinogen叉 ノ・血 清Globulinノ 何 レ 力少 ナ ク

モー 方 培 加 シ、反磨 度 ・・雨蛋 白 質 量 ト殆 ン ドー 致 ス.

3.Costa氏 反 謄i・・血 球 容 量 ニ ヨ リ反懸 二遅 速 ナn、

此 ノ黙 ハ沈 降 速 度 反 磨 ト異 ル。

凍 京 市療 三 紳 抄

補 饅結 合 笈 感 二 於 ケ ル 人血 清 補 饅 成 分 二關 ス ル

研 究

三 澤 敬 義 、 今 堀 肇;(東 京 霞 事 新 誌 、 昭 和10年12月

No.2959,

人 血 清 ヲ以 テ ワッセ ル マ ン氏 反 磨 ヲ 施 行 ス ル ひキ果 シ

テ補 盟 ノ如 何 ナ,レ 成 分 ザ 清 費 セ ラ レテ反 懸 陽性 ヲ呈

ス ル ヤ ノ・興 味 ア ル問 題 ナ レバ余 等 ハ此 ノ ワッセル マ ン

氏 反 晦 ノ場 合 、人 血 清 中 ノ多 量 二存 在 ス ル第4成 分 ザ

果 シテ 清 費 孟 サ ル ・ヤ、 否 ヤ、亦 補 盟 トシ テ附 加 セ ラ

レタ,レ海 猿 血 清 ノ如 何 ナ ル 補 盟 成 分 ガ 清 費 セ ラル ・
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ヤ検 索 匂 レニ患 者血 清 二於 ケ'レワッセ,レマ ン氏 反 庶 弧

揚 性 ヲ呈 ス ル場 合 ノ・補 髄 ノ非 耐熱 性 成 分 タ ル 中節 、末

節 ノ外 第4成 分 消 蛮 セ ラv.只 第3成 分 ノ ミ消 質 シ叢

サ ル ・コ トナ ク瑛 存 ス。 リッセ ル マ ソ氏 反 慮 ノ陽性 崖

ガ比 較 的 弱度 ナ ル トキ ニ ・・補 艦 ト シ テ 附 加 サ レタ,レ

海 猿 血 清 ノ非 耐 熟 性 補 盟 戊 分 ハ 消 費 シ 蓋 サ ル ・モ耐

熱 性 成 分 タ ル第4成 分 ト第3成 分 ハ残存 ス 、之 レ補龍

bシ テ附 加 サ レタ ル 海 猿 血 清 ノ 補 髄 第4成 分 ノ外 二

患 者血 清 中 二極kテ 多eil:ノ第4成 分 ヲ含h'v,,レ タノ

ナ リ。

家 兎 ヲ免 疫 シ得 タ ル免疫 血 清 ト 其 ノ抗 原 ト ノ補 舶 結

合 反 慮 二於 テ ハ補髄 ハ ソ ノ第4成 分 力'先 ヅ 消 費 セ ラ

レ反 磨 極 メ テ 強度 ナ ラ ザル 限 リ非 耐 熱 性 成 分 タ,レ中

節、末 節 等 ハ消 費 サ'レ ・コ トナ シ。 此 ノ場 合 、 第3成

分 ノ・常 二漕 費 サ,レ ・コ トナ ク残 存 ス。亦 補 禮 結 合 反 慮

ノ極 メテ 強度 ナ ル場 合 ノ・第3成 分 ヲ除 キ、第4成 分 虹

二非 耐 熱性 補 饅 成 分 ・・何 レモ消 費 セ ラ ル。補 饅結 合 反

慮 ノ場合 二人 血 清 ヲ使 用 ス ル 場 合 ト免疫 家 兎 血 清 ヲ

使 用 ス ル場 合 トニ於 テ、上 述 ノ如 キ差 異 ア ル ・・人 血 清

二於 テ・・之 ヲ振 氏56度 二30分 間 加za・yテ 非 動 性 ト

ス,vモ ナ ホ人 血 清 ノ・極 メ テ 多 量 ノ第4成 分 ヲ含有 ス

ルニ反 シ、家 兎 血 清 二於 テ ノ・第4成 分 ノ含 有 量 ノ・極 メ

テ僅小 ナ ルタ メ ナ リ。(東 京 市療 川 上 抄)

結核 撲 滅事 業 ノ現 況 二就 キテ

AE.Wight:TheprogressandStatusofCoope.

.Tativetuberculosis・eradicationwork.(Journalofthe

AmerieanVeterinaryMedicalAssociationVol.41.

No.3.1936.)

米 國 二於 ケ,レ家 畜 ノ"Tuberculin・Test"・ ・過 去 敷年

間 二非 常 ナ'レ進 展 ヲ見 セ殊 二J・n・'・・C・nn・ly家 畜法

案 ノ改 訂 ニ ヨ リ、追 加 政 府 公 価 量 行 セ ラ レ、 箭産 局 監

督 ノF二 導 ラ家 畜 ノ損 害 補償 二當 リテ、大 イニ戊 績 ヲ

曝 ゲ テ ヰ ル。CiPチ1935無6月301i・ 間 二25`X,萬 以

上 ノ`'Tuber'culin・test"カ ゆ行 ・・v、376.623頭 ノ陽性

家 畜 ヲ出 シテ ヰ'レ、殊 二本 年ll935年)ノ5JIハ"Tu・

berculin・tesl"ノ 最 高 ヲ示 シ3100。{X)O頭 ノモ ノ ニ適

用 シ テ キ ル。

而 テ各 州及 政 府 ノ 本 事業 二 封 ス;レ支 出 ハ漸 次 波 少 シ

テ ヰ,レが、然 ン切迫 居 殺 ニ ヨ'レ損 害 葡償 織 額 ハ 各勢1合

シテ750萬 弗 二 蓮 シ1936年6113011マ テ'ノ本 事 業

二封7・iv政 府 支 出金 ノ・263萬 弗絵 デ ア,レ、1頭 補 償

額ZF均20.95弗 、 登 緑 牛50弗)兎 二 角 此 ノ 政 策 ・・非

常 二撲 滅 事 業 ・上 二数 果 ヲ示 シタ が、其他 之 レニ關 ヌ

ル種 々 ノ展 覧會 及 映 霊 會 ヲ 開 催 シ 仁年 ハ シ カゴ市 二

國際 家 畜 博覧 會 ヲ開催 ス ル像 定 デ ア ル,而 テ本 事 業 ノ

施 行 範園 ハ全 圃 各 州 二及 ビ、成 績 モ漸 次 良 好 トナ リ、

1934年10Jj1日 ヨ リ1935年10月1H二 亙'レ1年 間

二817地 方 が純iIi地 匠 トナ リ、(牛 結 核 感 染疫O.5'6

以 下)州 別 ス ル1・Olegon,Kansas,Florida,Missonち

Arkansas,New-mexico,Colorado,Massachusetts,

Wyoming,Tennessee,等16州 デ アJv。 之 レ・・一 面 牛

乳 及 乳 製 品 消 費 者 が 純 正 地 匠 ヨ リ生 産 サ レ'レモ ノ ヲ

要 求 ス'レ結 果 乳 製 品 生 産 地 方 が 臼疲 的 二 「ッ ベ ル ク リ

ソ」試験 ヲ希 望 スル 結 果 デ ア ル。 叉 鶴 結 核 菌 モ鶏 及 豚

二屡{狡 見 サ レル ノデ 此 ノ方面 ノ封 策 モ講 ジテ ヰ ル。

要 ス ルニ此 レ ヲ家 畜 損 害賠 償 、 及 多数 ノ獣 醤 、勢 務 者

ヲ使 用 ス ル公 債 費 用 ノ無 カツS以 前 ヨt)見 レ2{非 常

ナ ル好 成 績 デ ア ソ タ。 ・北 里 研 究 所 星 加 抄)
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